
        
            
                
            
        

    











































































転生賢者の異世界ライフ　～第二の職業を得て、世界最強になりました～
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　俺おれは佐野さのユージ。

　某企業に勤める、社畜しゃちくだ。




　趣味はゲームだったが、仕事が忙いそがしすぎて、最近は全くプレイできていない。

　それだけ忙しいというのに、給料が上がる気配は全くない。

　──いわゆる、ブラック企業というやつである。




　そんなある日の深夜。

　俺がいつも通り、家に持ち帰った仕事を処理していると、ＰＣの画面に見慣れないウィンドウが表示された。

　ウィンドウには、こう書かれている。






　あなたは、異世界に召喚しょうかんされました！

　承諾するのであればＹＥＳを、拒否するのであればＮＯを押してください。

　無回答の場合、承諾と見なします。






「ん？　……何だこれ。ウィルスか？」




　ふざけているとしか思えない文面だ。

　普通のプログラムであれば右上に表示されているはずの×ボタンも、表示されていない。




　存在するボタンは、ＹＥＳとＮＯの２つだけだ。

　おおかた、ＹＥＳを押してもＮＯを押しても、架空請求サイトか何かにつながるようになっているのだろう。




　ウィルス対策ソフトはちゃんと更新しているし、怪しいＵＲＬは踏まないように気をつけているというのに、いつの間に入り込んだのだろうか。

　いずれにしろ、対処法は１つである。




　タスクマネージャからそれらしいプログラムを見つけ、停止する。

　これが、鉄板の対処法だ。

　その、はずなのだが……。




「ええと……あれ？」




　だが残念ながら、ウィルスらしいプログラムは見つからなかった。

　となると、次に取るべき処置しょちは……再起動だな。




　俺はマウスを数回クリックして、パソコンを再起動させる。

　流石さすがに再起動が妨害されるようなことはなく、命令に従ったＰＣの電源が一旦いったん完全に切れた時……それは起こった。




『無回答──承諾と見なします』




　俺の視界が急に暗転し、代わりに目の前に、こんな文章が表示されたのだ。




　急に起こった異変に、意識がパニックになりかける。

　働き過ぎて倒れた……という訳でもないはずだ。過労で倒れた経験は何度かあるが、その時には完全に意識などなく、気付いたら病院のベッドにいたし。




　となると、これは──ああ。夢か。

　俺がその結論に至るのとほぼ同時に、これが夢だということを確信させるような出来事が起こった。




　周囲の風景が、森へと変わっていたのだ。

　これだけでも十分ありえないが、俺の目の前には、それ以上にありえないものが表示されている。

　──ステータスウィンドウだ。






　ユージ




　職業：テイマー

　スキル：テイミング

　属性：なし

　ＨＰ　10／10

　ＭＰ　10／10






　うん。確実に夢だな。

　現実に、こんなものが表示される訳がないし。

　どうやら俺は、ＰＣの前で寝落ちしてしまったらしい。




　テイマーというと……魔物を使役して戦うやつか。

　日本語で言うと、魔物使いだな。

　だが、残念ながら俺の職業はテイマーではない。社畜だ。




　ということで、起きよう。

　俺にはまだ、仕事が残っているのだ。

　そう考え、俺は起床しようと試みるが……夢から覚める気配はない。




　これは……起きるのをあきらめるしかないな。

　３日くらい徹夜で仕事すれば、とりあえず間に合うはずだ。




　幸い、寝落ちした場合に備えて、ちゃんと朝６時には起きられるように目覚めざましがセットしてある。

　３連続で徹夜はなかなか厳しいが、以前は４連続で徹夜をしたこともあったし、まあ何とかなるだろう。




　そう考えたところで、俺の目の前に、丸くて透き通った塊が現れた。

　しかも、何やら生き物のように動いている……というか、生き物だ。




　初めて見る生き物だが……名前は、なんとなく分かる。

　ゲームでは、幾度となく見たからな。

　……スライムだ。




「……これ、戦う必要があるのか？」




　俺の夢がどういうシステムなのか分からないが……スライムといえば、序盤の敵の定番であることは間違いない。

　ゲームによっては物理攻撃に耐性を持つ、強力な敵として現れることもあるが……目の前のスライムからはそういった雰囲気は感じない。

　敵意はあまり感じないが……まず、最初の敵として設定されたスライムとみて間違いはないだろう。




　武器などはないが、適当にその辺に落ちている棒でも拾って戦ってみるか……などと考えたところで、俺の脳内に１つのひらめきが走った。

　……戦わずに倒されれば、起きられるんじゃないか？

　今起きれば、明日以降に待っている３連続徹夜は、２連続くらいで済むんじゃないのか？




「よし……来い！」




　俺は早々に降伏を決め込み、スライムの前に寝転がる。

　スライムの攻撃力は高くなさそうだが、俺のＨＰは10しかない。

　待っていれば、削りきってくれるだろう。




　そんな俺の手を、寄ってきたスライムが包み込む。

　固体とも液体ともつかない、不思議な感触だ。

　というか、感覚とかが妙にリアルな夢だな……。




　そう考えたところで、ピロリン、という音が頭の中に響いた。

　同時に、目の前にステータスと似た感じのウィンドウが表示される。






『モンスター　スライムをテイムしました』






　……なぜか、俺がスライムをテイムした扱いになっている。

　俺は、やられようとしただけだというのに。

　どうやらこのスライムは、俺を倒してはくれないらしい。




「うーん……首でも吊つってみるか？」




　何も、スライムに倒してもらう必要はないのだ。

　なんでもいいからＨＰが０になれば、起きることができるかもしれない。

　幸いなことに、効果的に首を吊る方法は、課長が詳しく教えてくれたし。俺が仕事でミスをした時にな。




　そんなことを考え始めた俺を、テイムしたスライムが手（？）で、ちょいちょいとつついた。

　スライムに手はないが、体の一部を伸ばして、手のようにしているのだ。

　どうやら俺を、どこかに案内したがっているらしい。




「ロープがある場所でも、教えてくれるのか？」




　別に、ロープじゃなくてもいいぞ。俺をこの夢から覚ましてくれさえすれば。

　そんな俺の想おもいが伝わったのかは分からないが……スライムは俺を先導して、ゆっくりと森の中を進んでいった。




　◇




　しばらく経たって、スライムは目的地へと到着したようだ。

　そこにあったのは、１軒の建物だ。

　見たところ、人は住んでいなさそうだ。




　俺を案内したスライムは、それを前にして、やりきった感をかもし出している。

　スライムの表情なんて分からないが、なぜか感情が伝わってくるのだ。




「さて。ロープ、ロープっと」




　俺は早速さっそく建物の中に入り、ロープやその代わりに使えそうなものを探すが、見つからない。

　代わりに、大量の古そうな本が詰まった、巨大な本棚ほんだなが見つかった。

　これを自分に向かって倒せば、一撃でＨＰを０にできそうだ。




　そう考え、実行に移そうとした時──嫌な予感がした。

　なんというか、この世界で自分から命を絶たつのはやめた方がいい気がする。

　というか、死なない方がいい気がする。




　根拠はないが、なぜかそう感じたのだ。要はカンだな。

　そして、俺のカンはよく当たる。




　……とりあえず、死ぬのはやめておくか。

　おとなしく今日は目覚ましで起きて、それから３連続で徹夜することにしよう。




　となると、それまで暇ひまを潰つぶす必要があるな。

　幸いなことに、周囲には沢山たくさんの本がある。

　これでも読みながら、目覚ましが鳴るのを待つことにしよう。




　◇




「とりあえず、適当に……っと」




　ここにある本の表紙はみんなボロボロになっており、タイトルは読むことができなかった。

　だから、とりあえず適当に１冊選んでみたのだが……。

　１ページ目を見て、俺はゲンナリした。




『神滅しんめつの魔導書』




　最初のページには、そうタイトルが書かれていたのだ。

　この本を書いた奴やつは、確実に重度の中二病だな……。




　いや、待て。

　これが俺の夢ってことは、俺が中二病ってことに──

　いや、これ以上考えるのはやめておこう。




　そんなことを思いながらも、俺はページをめくる。

　中に書いてあることは、よく分からなかった。




　一応、文字は読める。

　魔力の操作がどうとか、竜脈がどうとか書いてあるが、出てくる単語があまりに現実離れしすぎていて、頭に入ってこない。




　しかし、俺のステータスはそうではないようだった。

　ピロリン、ピロリンという音とともに、俺のスキル欄らんに文字が追加されていく。

　こんな感じだ。






　ユージ




　職業：テイマー

　スキル：テイミング　光魔法　闇やみ魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法

　属性：なし

　ＨＰ　26／26

　ＭＰ　19／85






　これは……本を読むだけでスキルが手に入るパターンか。

　いかにも俺の夢らしい、ゲームっぽいシステムだな。

　それにしてはステータスの表示項目が少なくて、不親切な感じがするが。




　それと同時に、ＨＰとＭＰの最大値も増えていた。

　レベルらしきものは見当たらないが、スキルを蓄積ちくせきするとステータスが上がるシステムなのかもしれない。

　そういうゲーム、たまにあるし。




　そんなことを考えながらページをめくっている間に、『神滅の魔導書』を読み終わった。

　今のステータスは、こんな感じだ。






　ユージ




　職業：テイマー

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法

　属性：なし

　ＨＰ　１２８／１２８

　ＭＰ　１２０／５２９






　大魔法が追加されている。

　ＨＰとＭＰも、ずいぶんと伸びたようだ。




　そこまで確認したところで、俺は脚に柔らかい感触を感じた。

　俺をここに案内したスライムが、体から伸ばした腕（？）で、俺をつついているのだ。




「どうした？」




　俺が振り向くと……。

　そこには、沢山のスライムがいた。

　数にして……80匹はいるな。




　相変わらず、敵意は感じない。

　というか、なんか、俺に対して敬意を表しているように見える。

　これは……。




「もしかして、テイムしてほしいのか？」




　俺の言葉に、スライムが一斉に少し動いた。

　どうやら、肯定しているようだ。




「テイムするのはいいけど……どうやるんだ？」




　俺がそう言ったところで、ピロリンという音がした。

　同時に、最初のスライムをテイムした時と同じようなウィンドウが表示される。

　１つ、違う点を挙げるとすれば……ウィンドウが、縦に長い。






　モンスター　スライムをテイムしました

　モンスター　スライムをテイムしました

　モンスター　スライムをテイムしました

　モンスター　スライムをテイムしました

　モンスター　スライムをテイムしました






　こんな文章が、延々えんえん縦に並べられている。

　数が多すぎるせいで、数えるのは困難だが……恐らく、ここにいるスライムと同じ数だけ。




「……テイムって普通、上限とかあるんじゃないのか？」




　なんか、80匹もテイムできてしまったぞ。

　流石は夢の中のゲーム。システムが色々とひどいな。




　……まあ、何匹テイムできたところで、所詮しょせんはスライムなのだが。

　というか……。




「お前ら、何かできるのか？　戦闘とか？」




　そう言って俺は、スライム達を見回す。

　するとスライム達は……視線を逸そらした。




「……お前ら……」




　どうやら、戦うことはできないようだ。

　まあ、最初に会った時から、明らかに戦う気なさそうだったもんな。




　そう考えたところで……頭の中に、ピロリンという音が響いた。

　ステータスを見ると……。



　ユージ




　職業：テイマー

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法

　属性：なし

　ＨＰ　１３８／１３８

　ＭＰ　１４３／６２９






　使役魔法と、付与魔法が追加されていた。

　こうしている間にも、俺のＭＰはだんだんと増えていく。

　一体、何が起こっているのか。




　近くにいるスライムに目をやると……その理由が判明した。

　スライムが、本を読んでいる。




「まさか……お前ら、俺の代わりに本を読んでくれるのか？」




　俺がそう聞くと、スライムたちがぷるぷると震えた。

　どうやら、肯定しているようだ。

　なんだか喜んでいる雰囲気も伝わってくる。




　こうしてスライム達は、この建物にあった本を次々と読んでいく。

　相変わらずタイトルは『不死の秘伝書』だの『氷雪の禁術』だのといった中二をこじらせたとしか思えない代物だが……スキルは、着実に蓄積されているようだ。

　自分で読まなくても、スキルって育つんだな。




　こうして最終的に、俺のスキルはこんな感じになった。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　１６６／１６６

　ＭＰ　３０２／１３２６






　ステータスが、かなり伸びて、スキルが２つ追加された。

　あと、なぜか称号に『賢者』が追加されている。




「……魔法って、使えるのか？」




　とりあえず、安全そうなやつを使ってみるか。

　ここにはスライムがいっぱいいるし、使役魔法を……使役魔法って、何があるんだ？

　そう考えた瞬間、頭の中に『感覚共有』『モンスター強化』『攻撃転移』『守護』……といった言葉が浮かんだ。




　これは……使える魔法のリストだろうか。

　夢にしては、よくできたシステムだな。

　いや、夢だからか。現実でこんなシステムを作ろうとしたら、いくらかかるか分かったものじゃないし。




　そんなことを考えながら、俺は『感覚共有』を選択する。

　すると……頭の中に、俺が見ているのとは違う映像が広がった。

　どうやら、スライムが見ている風景を、俺も見ることができているようだ。

　不思議な感覚だな。




　とりあえず、腹が減った。

　ここに食料はないようなので、移動するか。




「おーい！　みんな、ついてきてくれ！」




　俺がそう言うと、あちこちに散らばっていたスライムが、俺の元へと集まってきた。

　だが……なんというか、弱そうだ。

　強いモンスターでも出てきたら、あっという間に全員蹴け散ちらされてしまいそうな感じだ。




　やられるのは、可哀想かわいそうだな……。

　そう考えた瞬間、頭の中に『スライム合体』という文字が浮かんだ。




「……スライム合体」




　俺がそう唱となえると、スライム達が１箇所へ集まり……１匹の、大きいスライムになった。

　なるほど。合体って、こういうことか。

　合体するということは……？




「分離」




　俺がそう言うと、スライム達が分裂し、元に戻った。

　数は数えていないが、恐らく合体前と同じだろう。




「合体」




　俺はそう言って、もう一度スライム達を合体させる。

　合体後はサイズのせいか、ちょっとだけ強そうだ。

　しばらくは、この姿でいてもらうか。

　そんなことを考えながら、俺は建物を出た。




　◇




「なあお前ら、どっかに、食料がある場所とか知らないか？」




　俺はそう、スライム達に話しかける。

　それを聞いて、スライム達がぷよぷよと揺れ始めた。




　どうやら、何かを言いたがっているようだ。

　……だが残念ながら、俺にはスライム語が分からない。

　そう考えたところで……頭の中に文字が浮かんだ。




『テイマースキル：意思疎通』




　どうやら、テイムしたモンスターと意思疎通ができる魔法のようだ。

　俺がそれを発動すると、スライム達の声が聞こえてきた。




『ごしゅじんさまー、あっちー』




『あのはっぱ、たべられるよー』




『このくさ、おいしいよー』




　どうやら、スライムは合体しても、意思は別々らしい。

　姿は１つしかないのに、沢山のスライムが一斉に喋しゃべっているような、ちょっと変な感じだ。




　……しかし、草とか葉っぱか……。

　せっかく夢の中なのだから、もう少しマシなものが食べたいのだが。




「……米とか、肉とかないのか？　というか、街はどこにある」




『まちー？』




『ごしゅじんさま、まちってなにー？』




　うーん。街のことは知らないみたいだな。

　というか……。




「とりあえず、そのご主人様っていう呼び方をやめないか？」




『ごしゅじんさま、だめー？』




「できれば、やめてほしい」




　呼ばれ慣れていないので、なんか変な感じがする。




『じゃあ……おかしら！』




「お頭って……俺は盗賊とうぞくかよ。別のにしてくれ」




『あるじー』




「却下だ。あー……普通に、名前で呼んでくれ。俺はユージだ」




『わかった。ゆーじー』




　よし。

　どうやら、スライムにご主人様呼ばわりされることはなくなったようだ。

　そう一息ついたところで、スライム達が騒ぎ始めた。




『ゆーじー、どらごんがいるよー』




『つよそうだよー！　にげてー！』




『あっちー！　あっちー！』




　そう言ってスライム達は、逃げ出そうとする。

　だが……遅かったようだ。





『ぎゃーっ！！！』







『こっちきたーっ！！！』






　スライム達が叫さけび声を上げながら、地面に縮ちぢこまって丸くなる。

　直後、近くにあった木々がまとめて吹き飛ぶ。

　そして、俺も一緒に吹き飛ばされる。




「……は？」




　間抜けな声を上げながら、ほぼ水平に吹き飛ばされた俺は、木に衝突して止まる。

　普通、こんな速度で木にぶつかったら死ぬはずだが……流石は夢だな。確かに背中は痛いが、怪我けがはしていないようだ。




　……あれ？　痛い？

　夢の中で痛いって、おかしくないか？




　そんな思考を遮さえぎって、俺を吹き飛ばした存在が、破壊し尽くされた森から姿を現した。




　──ドラゴンだ。

　それも、体長10メートルはありそうなサイズの。

　このサイズなら、木々をまるで枯かれ枝のように吹き飛ばしたのも納得できる。




「ま、マジかよ……」




　確かに、肉が食べたいとは言ったが……こんな化け物を呼んだ覚えはないぞ。

　魔法でもあれば、魔物をこんがり焼いて食える可能性はあるのかもしれないが……。

　テイマー系のスキルみたいに、出てこないだろうか。




　そう考えたところで……魔法のリストが表示された。

　数が多すぎて、全ては確認しきれないが……見覚えのある名前がいくつかある。




　恐らく、例の建物で読んだ本（『神滅の魔導書』とかだ）に書いてあった魔法が、ここに表示されているのだろう。

　これも、テイマー用のスキルと同じように使えるのだろうか。




　そんなことを考えながら、俺は強そうなスキルを探す。

　強そうなスキルは、すぐに見つかった。




『終焉しゅうえんの業火ごうか』。明らかに強そうだ。

　とりあえず、これでも唱えてみよう。




「よし……『終焉の業火』」
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　俺がそう言った瞬間……視界が、赤く染まった。

　目の前に、ドラゴンを飲み込むほどの、巨大な火柱が生まれたのだ。

　いや、ドラゴンだけではない。俺の目の前にある森を、全てまとめて焼き尽くす勢いだ。





『きゃーっ！』






　それを見たスライム達が、ますます縮こまる。

　幸い、火柱とは反対側の方向にいたので、スライム達は巻き込まれずに済んだようだ。




　そして……数十秒後。

　森だったはずの、俺の前の景色は、見渡す限りの更地さらちになっていた。

　なんとか難を逃れたスライムが、俺の足下で縮こまっている。




　俺達を襲ったはずのドラゴンの姿は見当たらないが……燃えカスのような骨が落ちているな。

　よく見ると、例のドラゴンと、骨格が似ているような気もする。




　……あれ？

　ドラゴン、これで倒せたのか？




　移動しようとした時。

　俺はふらつきを覚えて、地面に膝ひざをついた。

　立とうとしても、なかなか立ち上がれない。




「……お？」




　原因はすぐに分かった。

　ＨＰが、半分以下まで削れているのだ。

　そして……ＭＰが、マイナスになっている。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　62／１９３

　ＭＰ　マイナス２０５０６４／１５６７

　状態異常：魔力過剰使用






　魔力過剰使用か。

　どうやら、『終焉の業火』は、ＭＰ消費が多すぎたらしい。




　まあ、あの威力だからな。そりゃあＭＰ不足にもなるだろう。

　むしろ、撃てたのが不思議なくらいだ。マイナス20万ってなんだよ。普通０未満になるなら撃てないだろ。




　ドラゴンに吹き飛ばされたタイミングでは、ここまでＨＰは減っていなかったので、恐らくこのＨＰ減少も、魔力過剰使用のせいなんだろうな。

　これからは、魔力にも気をつけて魔法を使う必要がありそうだ。




　……それはそうと、この世界は、本当に夢なのだろうか。

　ステータス表記、スキル、魔法、スライムなどと、夢でしかありえないような現象が起きているのは確かだが、それにしては感覚がリアルすぎる。

　痛みや空腹を感じる夢なんて、見たことないし。




　もし、夢でないとしたら……？

　可能性があるとしたら、俺がここに来る直前に見た、ＰＣのメッセージだ。

『あなたは、異世界に召喚されました！』とかいう、あれだ。




　……まあ、夢でないのなら、それはそれでいいか。

　あのクソみたいなブラック企業の元に戻るより、まだ望みがある。




　これが夢かどうかは、数時間もすればはっきりするだろう。

　もし夢なら、目覚まし時計が俺を起こすはずだし。

　となると、今取るべきは……




「とりあえず、飯の確保だな」




　残念ながら、ドラゴンは灰になってしまった。

『終焉の業火』は、威力も魔力消費も大きすぎたようだ。

　これだけの範囲を更地にしてしまうとなると、使い勝手は最悪だな。




『ゆーじ、はっぱー！』




　スライム達は相変わらず、そこらに生えている葉っぱを勧めてくる。

　元々、あまり美味おいしそうではなかったが……さっきの魔法の熱で、少ししなびているのが哀愁あいしゅうを誘うな。




　いずれにしろ、あれを食うのは最終手段だ。

　山菜とかは調理次第では美味うまいが、ここには調理道具さえないし、有毒植物の心配もある。

　スライムにとって美味しい植物でも、人間にとっては毒の可能性もあるのだから。




　その点、肉であれば加熱すればなんとか食える……と、思う。




「なあ、ちょうどいい強さのモンスターとか、この辺にいないのか？　毒がないやつで頼む」




『いたけど……ゆーじの魔法で、にげちゃったよー』




　なるほど。

　あれだけの魔法が急にぶっ放されれば、そりゃ逃げるよな。俺だって逃げる。




「じゃあ……探すか。分裂！」




　俺はそう言って、スライムを分裂させる。

　この数で手分けすれば、獲物探しの効率は格段に上がる。




『『『うんー！』』』




　そう言ってスライム達は、あちこちへと散らばっていった。

　距離が離れても、俺とスライム達の感覚はそこそこつながっているらしく、森のあちこちから、スライムの声が伝わってくる。




　……それから、数分後。




『みつけたー！』




　スライム組の中の１匹が、獲物を見つけたようだ。

　俺はそれを聞いて、『感覚共有』を発動する。




　すると、そのスライムの見ている景色が、俺からも見えるようになった。

　どうやらスライムが見つけたのは、体長３メートルほどの猪いのししのようだ。




　猪……とはいうが、体の色とか雰囲気とかが、普通の猪とはかなり違う。

　恐らく、これもモンスターの一種なのだろう。ドラゴンがいる世界だもんな。




　とりあえず、発見者のスライムには気付かれないように隠れてもらって……って、あれ？

　猪、こっち向いたぞ？




　◇





『ぎゃーっ！　見つかったよーっ！』






『感覚共有』を通して見える猪がこちらを向くのとほぼ同時に、スライムの叫び声が聞こえた。




『お前ら、スライムだろ！　物理攻撃耐性とかないのか？』





『あるけど、ここまでの相手だと……ぎゃーっ！　こっちきたよー！　たすけてー！』






　そんな言葉とともに、視界が回転しながら宙に浮く。

　どうやら、吹き飛ばされたようだ。




『ぎゃー！』




『感覚共有』越しに、スライムがダメージを受けているのが伝わってくる。

　残念ながらスライムの物理攻撃耐性には、限界があるようだ。

　しかし、魔法で攻撃しようにも、スライムは俺から離れすぎていて、姿さえ見えない。




　この状況から、助けに入るなど──

　そう考えたところで、俺はさっき、スキルの中に『モンスター強化』というものがあったのを思い出した。




「モンスター強化！」




　俺がそう叫ぶと、自分の中から何かが抜けるような感覚とともに、体が重くなる。

　ステータスを見ると、ＨＰが62から51に減っていた。ＭＰは、マイナス20万くらいのままだ。

　どうやら、ＭＰがマイナスの状態で魔法を使うのは、けっこう無理があるらしい。




　だが、効果はあったようだ。

　スライムはまたも突進を受けて吹き飛ばされたが、ダメージを受けた感覚がない。




『あれ？　いたくないよ？』




　スライムの、困惑したような声が聞こえる。

　これは……防御力と、物理攻撃耐性が上がったということだろうか。




　だが、これでは敵にダメージを与えることができない。

　……ＭＰは心配だが、もう１つ試してみるか。




「『魔法転送』──『火球かきゅう』！」




『魔法転送』も、テイマースキルだ。

　俺の予想が正しければ、このスキルは……




　そこまで考えたところで、スライムの視界に、青白い弾が映り──猪へと飛んでいった。

　そのまま弾は猪へと命中し、吹き飛ばす。




『え？　え？』




　困惑するスライムの前で、猪のモンスターは倒れた。

　どうやら、討伐とうばつできたようだ。




　このスキル……強いな。

　ただ、流石に体力が限界のようだ。

　火球のＭＰ消費は少ないようで、ＭＰの値はほとんど変わっていない……というか、『終焉の業火』を使った直後に比べると回復してさえいるが、ＨＰがもう20くらいしかない。









　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　23／１９３

　ＭＰ　マイナス２０５０３４／１５６７

　状態異常：魔力過剰使用






　……とりあえず、腹も減ったな。

　休みつつ、さっき倒した猪でも食べるか。




『全員、襲われたりしないように、出会い次第合体しながら倒した魔物を回収してきてくれ』




『『『はーい！』』』




　そう言ってスライム達は、モンスターを倒した位置へと集まっていく。

　少しして、合体して一回り大きくなったスライムが、俺の元へと戻ってきた。

　頭の上には、例の猪が乗っている。




　そこで俺は、１つの問題に気付いた。

　魔力がないから、調理ができない。

　……やはり、街を探すしかないか。




「物理攻撃耐性が上がったついでに……ちょっと、１匹だけ分裂してもらっていいか？」




『え？』




　俺は疑問そうな声を上げながら分裂したスライムを、摑つかんで持ち上げる。




「ちょっと、街を探したいんだよな」




『……街を、さがすのに……なんで、ぼくを持ち上げるの？』




「それは……こうするからだ！」




　そう言って俺は、視界を共有しながら──スライムを空高く放り投げた。




『わぁー！』




　──おお！

　街が見えた！




『ゆーじー、なげるなら、さきにいってよー』




「すまん……」




『あ、向こう。魔物がいるよー』




「了解。迂回うかいしよう」
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　偵察衛星代わりに放り投げられたスライムの抗議を聞きながら、俺は街へと歩く。

　ＭＰがないので、スライム達のアドバイスを受けて、魔物に出会わないようなルートを選んでいる。

　最初は頼りなく感じたスライムだが、こうしてみるとけっこう役に立つな。




　◇




　そうして、およそ１時間後。

　俺達は、無事に街へと到着していた。




「……なるほど、こういう感じの世界か……」




　そう言いながら、俺はたどり着いた街を見る。

　周囲に広がっている風景は、ファンタジー系のゲームなどでよく見かける、いわゆる中世風の街並みだった。

　門には『ファスタン』と書かれているので、恐らくこれが街の名前なのだろう。




　ゲームと１つだけ決定的に違う点があるとすれば……そのリアルさだろうか。

　ゲームなどでは、背景の細かい部分などは切り捨てられてしまうが、この世界にはそういう妥協がない。




　まあ、夢にしろ本物の異世界にしろ、ゲームではないのだから当然なのだが。




「おう。不思議な格好をしてるが……ファスタンは初めてか？」




　俺が街の入り口で突っ立っていると、話しかけられた。

　話しかけてきたのは、やや若い男だ。




　見た目は……なんというか、ゲームによく出てくる冒険者というのがぴったりだな。




「ああ。初めてだ。ついさっき到着したばかりだ」




「さっき？　……よくこんな時に、ファスタンまで無事にたどり着けたな……。あ、自己紹介が遅れたな。俺はゲイルだ。この街で剣士をしている」




「俺はユージだ。職業は……テイマーだ」




　俺は、そう答えた。

　賢者も職業のようだが、２つ言うのもなんか変だしな。




「テイマーか……。ここに１人でいるってことは、もしかしてテイマーなのに冒険者なのか？」




「いや……多分違うな」




　俺は一瞬迷ったが、違うと答える。

　そもそも、この世界に冒険者なんてシステムがあるかどうかすら知らなかったし。

　登録か何かをすれば冒険者になれるのかもしれないが、少なくとも今は違う。




「多分……？　よく分からないが、とにかく、冒険者じゃないなら、今日はもう街から出ない方がいいぞ」




「……そうなのか？」




「ああ。最近、この街の周りで魔物が活性化しててな。普段じゃありえない強さの魔物が出てきたりしてるんだが……今日は、特にヤバい雰囲気だ。腕に覚えのある冒険者を集めて、街の守りを固めてるんだが……街の外に出ている奴は、守りようがないからな」




　そう言ってゲイルは、森の方を見る。

　俺が今日無事に街へと来ることができたのは、幸運だったようだ。

　まあ、途中でドラゴンに遭あったけど。




　それより、１つ気になることがあった。




「忠告ありがとう。ところで気になったんだが……冒険者って、俺でもなれるのか？」




『終焉の業火』の魔力消費には耐えられなかったが、どうやら俺は魔法が使えるようだし、テイマーとしてのスキルもある。

　何のコネもない異世界で仕事を探すよりは、冒険者の方がだいぶマシだろうし。

　そう思って、質問してみたのだが……反応は微妙だった。




「冒険者か……試験があるから、それに受かればなれるぞ。でも体力が必要だし、テイマーだしな……」




　そう言って冒険者の男は、難しい顔をする。

　テイマーという部分が、引っかかっているようだ。




「テイマーって、ダメなのか？」




「……言いにくいことなんだが、正直厳しいな。やっぱり武器か、そうじゃなければ魔法を扱える職業じゃないと、冒険者は……」




　なるほど。魔法か武器が使えないとダメなのか。

　魔法なら、俺もさっき使っていたが……。




「じゃあ、テイマーじゃなくて賢者なら冒険者になれるのか？」




「賢者？　……聞いたことのない職業だな。少なくとも、賢者の冒険者ってのは聞いたことがない」




　なるほど。賢者っていうのは、メジャーな職業じゃないのか。

　……忙しそうだし、この辺にしておこう。




「アドバイスありがとう。とりあえず、試験だけでも受けてみるよ」




「ああ。健闘を祈るぜ」




　そう言うとゲイルは、どこかへ走っていった。

　冒険者の試験か……。

　ちょっとだけ楽しみだ。




　◇




「えっと……ギルド、ギルド……」




　幸い、この世界で使われている文字は、俺にも読めるようだ。

『冒険者ギルド』と書かれた看板があちこちにあるので、俺はスライムを肩に乗せながら、看板を頼りに街を進んでいく。

　そうして、特に迷うこともなくギルドへとたどり着くことができた。




　ギルドはなんというか、ギルドって感じの建物だ。

　それ以外に言い様がない。うん。ギルドだな。




　扉は開け放たれていたので、とりあえず中に入ってみる。




「……あれか」




　ギルドの中には、いくつかの窓口があった。

　その１つに『冒険者ギルド登録試験』と書かれていたので、その前に立ってみる。




「登録試験をご希望ですか？」




　すると、ギルドの中で何か仕事をしていた受付のお姉さんが立ち上がり、こっちに来た。

　名札には、『リリー』と書かれている。




「はい。試験を受けに来ました」




「分かりました。この紙に必要事項を書いてください」




　そう言って、俺は１枚の紙を渡される。

　紙には『冒険者ギルド登録試験申請書』と書かれていた。




　なんだか、お役所みたいだな。

　そんなことを考えながら、俺は名前や年齢などの欄を埋めていく。




「……職業か」




　申込書にある職業の欄は、『片手剣士』『両手剣士』『魔法使い』といった文字が書かれており、どれかを選択する方式のようだ。

　ただ、賢者という職業は書かれていない。

　とりあえず、テイマーを選んでおくか。




　それから、魔法を使える場合、使える魔法の属性を書く必要があるようなので、ステータスを見ながら一通り書いておく。




「えーっと……光、闇、火、水、土、雷、風、時空、特殊、大魔法……おっと」




　大魔法の文字が、記入欄から少しだけはみ出してしまった。

　字はできるだけ小さく書いたつもりなのだが、記入欄が小さすぎたようだ。




　記入項目はこれで終わりのようなので、俺はそれをリリーさんに提出する。




「書き上がりました」




「はい。ちょっと確認しますね」




　そう言ってリリーさんは俺が書いた申請書に目を通し……ほほえましいものを見るような表情をする。

　そして──俺に申請書を突き返した。




「噓うそは書いちゃダメですよ。試験の時、一瞬でバレちゃいますから。……あと、そもそも大魔法とか特殊魔法とか時空って何ですか？　そんな属性はありません」




　ステータスには、そう書いてあるのに……。

　とりあえず、知られていない属性だけ消しておくか。




「じゃあ、これでいいですか？」




　俺はそう言って、再度紙を提出した。

　残した属性は、光、闇、火、水、土、雷、風だ。

　それを見て、リリーさんはため息をつき……。




「これでいいなら、受け取りますけど……本当に、噓を書いてもいいことないですよ？」




　そう、俺に聞いた。

　俺はステータス通りちゃんと書いただけなのだが……あっ。




　もしかして、職業が２つあるのを隠しているのがバレたとかだろうか。




「分かりました。訂正します。これでファイナルアンサーで」




　そう言って俺は、職業の欄に『賢者』と書き足して、再提出する。

　だが……反応は思わしくない。




「……職業の欄に、変な文字を書き足さないでください。とりあえず、消して受理しますね」




　リリーさんはあきらめたように言って、俺から受け取った紙の『賢者』の文字を塗りつぶし、書類の積まれた机の上に置いた。

　それから、口を開く。




「では、受験料の15万チコルをお願いします」




　……あっ。




「受験料って、必要なんですか？」




「必要ですけど……もしかして、知らなかったんですか？」




　リリーさんが、呆然ぼうぜんとして俺に聞く。

　そんなことを言われても、俺がこの世界に来たのは、今日が初めてだしな。

　というか、まだ夢なのか異世界なのかも判明していないし。
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　とりあえず、なんとかして受験料を──そうだ！




「ギルドに登録していなくても、魔物って売れますか？」




「確かに、登録していなくても魔物は売れますが……15万チコルは大金ですよ？　これはいったん取り下げて、お金を用意した方がいいと思います！」




　なるほど。

　この世界の金銭感覚はよく分からないが、15万チコルは大金らしい。

　とりあえず、ギルド以外の方法で貯めた方がよさそうだな。




「分かりました。出直すことにします」




　そう言って俺は、スライム達の方を見る。

　スライム達も、心なしか残念そうだ。




　……あっ、そうだ。




『なあ、向こうで倒した猪って、どこにやったっけ？』




　俺は声に出さずに、スライムへとテレパシーを送る。これもテイマーのスキルだ。




　俺は森で、猪の魔物を倒した。

　もともとは、食うつもりだったが……魔力の関係で調理ができなくて、あきらめた魔物だ。




　もう一度森に戻って回収するのは大変かもしれないが、できれば、あの魔物の値段を調べて、なんとなくの金銭感覚だけでも摑んでおきたい。

　そう思っての質問だったのだが……。




『もってきたよー』




　そう言ってスライムが体を広げる。

　すると、その中から例の猪の体が出てきた。




『……収納魔法？』




　スライムって、そういうこともできるのか。

　感心しかけたが……スライム達がそれを否定する。




『ちがうよー』




『ゆーじの、スキルだよー』




　そう言われて、俺は記憶を辿たどってみる。

　すると、俺が持っているスキルに、『スライム収納』というものがあることに気付いた。

　どうやら、これは俺のスキルだったらしい。




　……俺は例の本から沢山のスキルを入手したが、どんなスキルを持っているか、自分でもよく分かっていないんだよな。

　そのうち、ちゃんと確認する必要がありそうだ。




　そんなことを考えながら、俺は猪の魔物（ステータスウィンドウには、バースト・ブルと書かれている）を持ち上げる。




「じゃあ、とりあえずこれを売りたいんですが……」




「えっ、その魔物は……？　ちょっと待ってください！」




　そう言ってリリーさんは、ギルドの奥へと引っ込んでいった。




　◇




　待つこと、数分。

　リリーさんが、１人の初老の男を連れてやってきた。

　名札には『副支部長　ガイス』と書かれている。




「判定できない魔物ってのは、どれのことだ？」




「これです」




　ガイス副支部長の質問に、リリーさんがそう言って、俺が持っているバースト・ブルを指す。

　すると、ガイス副支部長が目を丸くした。




「それはまさか……バースト・ブルか？」




「多分、そうです。売ると、いくらになりますか？」




「こ、こともなげに……ちょっと、見せてもらえるか？」




「はい」




　そう言って俺は、バースト・ブルの死体をガイス副支部長へと渡す。

　ドラゴンなんかがいる世界だし、こいつは恐らく大して強くない魔物だが……この反応を見ると、もしかしてレアな魔物とかだったのだろうか。




「……状態がいい。君は見たところテイマーのようだが……一体、どうやって倒した？」




　ガイス副支部長は、俺の肩に乗っているスライムをちらっと見て、そう聞いた。

　どうやって倒したって言われてもな……。




「普通に、魔法で倒しました」




　その言葉を聞いて、ガイス副支部長が驚いたような反応をする。




「魔法!?　テイマーではなかったのか!?」




「テイマーですけど……テイマーでも、魔法は使えますよね？」




「いや使えないが」




　テイマーは、魔法が使えないのか。

　となると、賢者の方か。




「じゃあ、もう片方の職業です。俺は、賢者でもあるみたいなので……」




「職業が２つもあるはずないだろう！」




　……あれ？




「なんというか、訳の分からん奴が来たな……」




　そう言ってガイス副支部長は、不思議なものを見るような表情で俺の方を見る。

　悪い印象は持たれていない気がするが……扱いに困っている感じだな。




「……とりあえず、俺はテイマーってことでいいですか？」




「そのスライムを見る限り、まず間違いない。テイマーだ。……本当に、魔法が使えるのか？」




「使えます。今日は魔力が厳しいので、できれば実演はしたくありませんが……」




　そう言って俺は、ステータスウィンドウを見る。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者
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　状態異常：魔力過剰使用






　ＭＰは大分回復してきたが、相変わらずマイナスだ。

　ＨＰはあるので、無理にでもやれと言われれば、１発や２発くらいは撃てるが……。




「いや、問題ない。それを持ってるってことは、試験を受けに来たんだろう？　だったら、試験の時に分かることだからな」




　そう言ってガイス副支部長は、俺が手に持っていた申請書に目をやる。

　だが、残念ながら試験は受けられないんだよな。




「あー。それなんですけど……実は受験料が足りなくて、受けられないみたいなんです」




　そう言って俺は、申請書をひらひらと振る。

　15万チコルは大金のようなので、恐らく集めるのには時間がかかるだろう。

　それまで、どうしようか。




　……などと考えていたのだが。




「いや、それを売る気なんだよな？　足りるぞ？」




　そう言ってガイス副支部長は、バースト・ブルを指す。




「……これで、足りるんですか？」




　15万チコルって、大金じゃなかったのか？

　晩飯代わりに倒した魔物で足りるとか、全然大金って感じがしないんだが……。




「ああ。30万チコルでどうだ」




　そう言ってガイス副支部長は、金貨を取り出した。

　この世界の通貨とかはよく分からないが、それで登録試験が受けられるなら、願ったりかなったりだ。




「分かりました。売ります、そして受験します！」




　そう言って俺は、もらった金貨30枚のうち半分と、さっきの申請書をカウンターに置く。




「……何だこれは？」




　申請書を見て、副支部長は訳の分からないものを見るような表情になった。

　そして、リリーさんの顔を見る。




「私も訂正を勧めたんですが、この有様ありさまで……」




　どうやら、噓だと思われているようだ。

　正直に書いたのに。




「まあいい。試験をやってみれば分かることだ。こんなものは予備調査に過ぎん。力が基準に達していれば合格するし、達していなければ不合格。それだけの話だからな」




　そう言って副支部長が、申請書を受け取ってくれた。




「さて……試験の日程だが、明日と８日後、どっちがいい？」




「明日で」




　俺は、そう即答する。

　善は急げだ。




「……コンディションの調整とか、大丈夫なのか？」




　副支部長は、心配そうに俺に聞く。

　だが、恐らく問題はないだろう。

　回復ペースを見る限り、明日までにはＭＰも全回復するだろうし。




「大丈夫です」




「分かった。では明日の昼前に、ギルドまで来てくれ。試験は２泊３日かかるから、準備は怠おこたらないでくれよ」




　試験、そんなに長いのか。

　……まあ、なるようになるだろう。

　そんなことを考えながら、俺はギルドを出て、適当に目についた宿に泊まることにした。




　そういえば、ゲイルという冒険者が、今日は街の外が危ないとか言ってたな。

　ちょっとだけ、様子を見てみるか。




『ちょっと、偵察を頼めるか？』




　宿の一室で、俺は合体して大きくなったスライム達（ステータスを見て分かったのだが、ビッグスライムという名前らしい）に、テレパシーを飛ばす。




『わかったー！』




『どっちいくー？』




『ぶんれつするー？』




　どうやら、引き受けてくれるようだ。




『今日は危ないみたいだから、分裂はしないで、ひと塊になって移動してくれ。危ないと思ったら、戻ってきて構わない』




『わかったー！』




　そう言ってスライムが、窓から出ていく。

　俺は『感覚共有』を使って、宿から見守る形だ。




　同行した方がいいかとも少し考えたが、俺がスライムについていくより、魔法とかを転送した方が結果的に安全そうだからな。

　もうちょっと魔力に余裕があれば、話は別だったのだが。




『人に見つかると討伐対象になってしまうかもしれないから、気をつけて進んでくれ』




『わかったー！』




　そう言って俺は、『テイマー探知』を起動する。




　俺は宿でスライム達と通信しつつ、習得したスキルのリストに目を通していた。

　これも、その途中で見つけたスキルの１つだ。




　テイマー系のスキルにはＭＰ消費がないものが多いようで、ＭＰのない今でも気軽に使うことができる。




『ふむ……確かに、魔物がけっこういるみたいだな』




　テイマー探知を通して、人や魔物の気配がこっちにも伝わってくる。

　確かに、街の周りには魔物がけっこういるようだ。

　冒険者は、その魔物から街を守るように戦っている。




『……このスキル、使えるか』




　そう言って俺は、新たに見つけたスキル『魔物隠形おんぎょう』を起動する。

　どうやら、テイムした魔物の姿を隠せるスキルのようだ。

　これがあれば、魔物と冒険者が戦っている様子を、もっと近くから安全に見ることができる。




『おー、かくれたよー！』




　そう言ってスライムが、以前にも増して透明になった体を視界に映す。

　外はもう薄暗くなってるから、この暗さでは、まず見つからないだろう。




『よし、じゃあ見つからない程度に、一番近くの冒険者グループに近付いてみてくれ』




『わかったー！』




　そう言って、スライムが近くにいる冒険者達に近付いていく。

　すると、戦闘の様子が見え始めた。




『……なんか、苦戦してるみたいだな……』




『魔物、いっぱいいるねー！』




　３人の冒険者が、５匹ほどの狼おおかみの魔物と戦っている。

　敵の方が数が多いせいで、押されているようだ。




『って、あれ……ゲイルじゃないか!?』




　ゲイルは、今日俺に外が危ないと忠告して、さらにギルドの試験のことまで教えてくれた冒険者だ。

　何とかして助けたいな……。




『なあ、もうちょっと近付けるか？』




『うん！』




　そう言ってスライムが、冒険者達の方へと近付いていく。

　俺は『感覚共有』を通してその様子を見ながら、ステータスに目をやった。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者
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　このＨＰなら、何発か魔法を撃っても大丈夫そうだな。

　距離も、冒険者達の声が聞こえるくらいだ。これなら攻撃を当てることができるだろう。

　よし、援護射撃といくか。




『……魔法転送いくぞ。準備は大丈夫か？』




『いつでも大丈夫だよー！』




『やっつけるぞー！』




　スライム達の元気な声を聞きながら、俺は『感覚共有』を介して、魔物の１匹に狙ねらいをつける。

　冒険者を巻き込まないように気をつけながら──




『攻撃転送──火球！』




　ＨＰが減る感覚を覚えながらも、俺は青白い火球の行く先を注視する。

　結果は──成功だ。

　魔弾は狼の魔物の胴体へと突き刺さり、吹き飛ばした。




『魔法転送──火球！』




　俺はそれを見ながら、次の火球を転送する。

　これも命中し、２匹目の魔物を倒すことができた。

　急な援護に、冒険者達は一瞬戸惑ったが──




「チャンスだ！　一気に倒すぞ！」




　狼のうち２匹が倒されたことに気付くと、反撃に出始めた。

　今度は、優勢のようだ。

　３対３なら、ゲイル達の方が強いみたいだな。




　──それから５分とせず、ゲイル達は魔物を全滅させた。

　試験前日にあまり夜更かしはしたくないので、今日はこれくらいにしておくか。




『よし、ご苦労様。宿に戻ってきてくれ』




『わかったー！』




　こうして俺は、スライムとともに、眠りにつくのだった。

　……明日は試験だな。
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　翌日。

　俺おれが指定された時間にギルドに行くと、そこには他ほかの参加者と、ギルドの教官がいた。

　教官の名札には『ギルド教官　レジン』と書いてある。

　恐らく、この人が試験をするのだろう。




「よし、全員集まったな！　今回の参加者は、剣士が３人に魔法使いが２人、それと……」




　そう言って参加者を見回したレジン教官は、俺の方に目を向け……。




「テイマー……しかも、スライムか……魔法が使えるとか書いてあるが、噓うそはすぐバレるぞ？」




　俺の肩に乗っていたスライムを見て、哀あわれむような声を上げた。

　どうやら、スライムのテイマーというのはかなり微妙らしい。

　まあ、スライムって確かに、見るからに弱そうだからな。




　それと、やはりテイマーは普通、魔法を使えないようだ。

　だが……実際に使えるんだから仕方ない。




「それに噓は書いていませんよ」




　そう言って俺は、レジン教官が持っている紙を指す。

　昨日ギルドで書いた、職業とかが書かれたアレだ。




「……まあ、それは今から試すことにしよう。スライムについても、面白おもしろい噂うわさを聞いたばかりだしな」




「それって、ゲイルさんの話か？」




「あの、スライムが魔法を使ってゲイルさんを助けたっていう……」




　レジン教官の言葉に、２人の参加者が反応した。

　そのスライム……心当たりがあるぞ。あれ、見られてたのか。




「ああ。まず確実に見間違えだろうけどな。おおかた、よそで戦っていた魔法使いの流れ弾でも飛んできたんだろう」




　いや、見間違いではないと思う。

　それを言うと面倒なことになりそうなので、やめておくが。




「ってことで、そろそろ試験に入るぞ。それとユージ、冒険者を目指すなら、敬語は使わない方がいい」




　……敬語、ダメなのか。




「わかりま……分かった。これでいいか？」




「ああ。敬語を使う冒険者志望なんて、久しぶりに見たぜ」




　どうやら冒険者は、敬語を使わないのが普通のようだ。

　敵がモンスターならいいが、人間相手とかだと、命令系統がバレるのは弱点をさらすことにつながるからな。

　外から見て上下関係が分かりにくいようにしておくのは、一種の自衛なのかもしれない。




「じゃあ、まず最初の試験だが……これは魔法使いだけだな。魔法使いの２人……それとユージ、こっちに来てくれ」




　そう言ってレジン教官が、俺達をギルドのカウンターの前に呼ぶ。

　カウンターの上には、見慣れない水晶玉のようなものが置かれていた。




「これに、手を当ててくれ」




　そう言われた魔法使いの２人が、水晶玉に手を当てた。

　すると、水晶玉がほのかに赤く光った。




「火か……属性は冒険者向けだな。魔力も少なくはないから、鍛えればけっこういけると思うぞ。……次！」




　言われて、２人目の魔法使いが前に出て、水晶玉に手を当てた。

　今度は水晶玉が茶色に光った。

　光の強さは、最初の人より大分強い気がする。




「土属性……属性は普通だが、魔力がかなり多いな。土魔法は土魔法で使い勝手がいいから、しっかり使いこなせればいい魔法使いになるだろう。今回の試験は、豊作だな！」




　そこでレジン教官は言葉を切って……視線を俺の方へと向けた。




「じゃあ、ユージもこれに手を当ててくれ。ちなみに魔法を使えない場合、こいつは光らないぞ」




　……なるほど。

　魔法について噓をつけばすぐに分かるというのは、これのことだったんだな。

　まあ、こんな物を使わなくても、実際に魔法を使えば分かる話なのだが。




　そんなことを考えながら、俺は水晶玉に手を伸ばすが……なんか、水晶玉の様子がおかしい。

　何やら不安定な光り方をしながら、カタカタと振動しているのだ。




　俺が手を引っ込めると、振動と光は収まったが……なんかおかしくないだろうか。




「これ、触って大丈夫なのか？」




　俺はそう、レジン教官に聞く。

　なんか、嫌な予感がするぞ。

　明らかに、ヤバそうな感じの光り方だった。




「当然だ。これを訂正するのなら、触らなくてもいいが……」




　そう言ってレジン教官が、試験の申請書を振る。

　だが、俺にあれを修正する気はない。

　そもそも、間違っていないものを訂正してどうするんだ。




　……まあ、大丈夫だと言うのなら、触ってみるか。




　そう決意した俺は、真まっ直すぐに水晶玉へと手を伸ばす。

　俺の手が近付くほどに、水晶玉の輝きと振動は強くなり……。

　──俺の手が届く直前で、パキンッ、という音とともに、水晶玉が砕けた。




「……は？」




　……レジン教官の声が、静まりかえったギルドに響いた。




「……これ、結果ってどうなるんだ？」




　水晶玉の残骸ざんがいを見ながら、俺はレジン教官に聞く。

　割れる前には、水晶玉はかなり光っていたが……結局、触れなかったからな。




「いや、水晶玉が割れたケースなんて見たことがないから、結果と言われても困るんだが……まあ、恐らく不具合だろうな。確か、同じ水晶玉の在庫があったはずだ。それを持ってこよう」




　そう言って教官は、ギルドの奥に引っ込んでいった。

　そして少し経たってから、さっきと似たような水晶玉を持って戻ってくる。




「よし、これは検査したての新品だから、壊れていることはないだろう。こっちに触ってくれ」
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　新品なら安心だな。

　そう考えて、俺は水晶玉に手を伸ばす。

　だが……。




「……これ、ヤバそうじゃないか？」




　俺が手を近付けると、また水晶玉が光りながら振動し始める。

　さっきの割れた水晶玉と、全く同じ光り方だ。

　それを見て、レジン教官も焦あせり始めた。




「……すまん、やっぱり触るのはやめてくれ。魔力測定はあきらめよう。……テイマーなのに魔法が使えるなどと言うから、まさかとは思っていたが……測定不能とはな……」




「測定不能って、今まであったのか？」




　俺がそう聞くと、レジン教官が答える。




「直接見たことはないし、登録時の試験で測定不能ってのは聞いたことがないが……『竜滅りゅうめつのマジス』が測定した時、水晶玉にひびが入ったって話は聞いたことがある」




「まさかこのテイマーが、『竜滅のマジス』と同じレベルの魔力だって言うのか!?」




　レジン教官の言葉にいち早く反応したのは、俺ではなく、試験を受けに来ていた他の魔法使いだった。

　どうやら、その『竜滅のマジス』さんとやらは、有名な人らしい。




「うーん。水晶玉にも品質のばらつきはあるから、水晶玉が割れたからって『竜滅のマジス』と同じレベルだとは限らないな。……こいつの反応を見た限り、かなりの魔力があるのは間違いなさそうだが……」




　そう言ってレジン教官は、水晶玉を叩たたく。

　俺の魔力って、多いのか。




　この世界に来たばかりだし、大した訓練を積んだ訳でもないので、魔力は少ない方だと思っていたのだが。




「とりあえず、イレギュラーはあったが……これで魔力検査は終わりだな。次、戦闘試験行くぞ」




　そう言ってギルドの外へと出る教官に、俺達はついていく。

　戦闘試験とは、一気に冒険者らしくなってきたな。

　……武器とか用意していないが、大丈夫だろうか。




「各自、ちゃんと武器は持ってきてるなー？」




　とか考えていたら、武器を用意しろと言われた。

　そんなの、持ってないんだが。




「持ってきてないぞ。必要なのか？」




　俺は、正直に答えた。

　すると教官は、呆あきれたような顔をする。




「魔法を使うんだから、杖つえは必要に決まってるだろ。杖なしでどうやって使うんだ」




「どうって聞かれても……普通に使えばいいと思うんだが……」




　言いながら俺は、自分のステータスを確認する。

　この間『終焉しゅうえんの業火ごうか』でマイナスになった魔力は、すでに回復していた。

　これで、遠慮なく魔法が使えるはずだ。




「……まあ、杖なしで魔法が使えるって言うなら、そうしてみるといい。使い物にならないと思うけどな……」




　そこでレジン教官はいったん言葉を切って、俺達──つまり、魔法使い組を見回した。

　俺以外の魔法使いは、全員杖を持ってきているようだ。

　理由はよく分からないが、魔法使いは普通、杖を使うようだ。




「まずは、魔法の試験からだな。そこの岩に向かって、得意な攻撃魔法を撃ってくれ。撃つ順番は……左から順番でいいか」




　そう言ってレジン教官が、近くにある大きい岩を見る。

　岩には、魔法でつけられたような傷跡や、焼け焦こげた跡が沢山たくさんあった。




　俺は右端にいるので、魔法を撃つ順番は最後だな。

　今のうちに、使う魔法を考えておくか。




　……ただ威力が高ければいいということであれば『終焉の業火』になるのだが、あれは選択肢から外れるな。

　魔力消費が多い魔法だと、これからの試験が大変になるし……。




　ここは今まで何度か使った、『火球かきゅう』にしておくか。

『火球』はなんかショボいし、もうちょっと威力の高そうな魔法を使いたい気もするが、初めて使う魔法を試験で使うのって、けっこう勇気がいるし。




「次、ユージの番だな。杖なしで、本当に大丈夫か？　本当に魔法が使えるなら、ちゃんと杖を用意してから、次回の試験を受けた方がいいと思うんだが……」




　そんなことを考えている間に、俺の番が来たようだ。

　相変わらずレジン教官は杖の使用を勧めてくるが……多分その必要はないだろう。




「大丈夫だ。杖がなくても、魔法は使えたからな」




　そう言って俺は、岩へと向かい合い……『火球』を使った。

　するといつも通りに、炎の玉が岩に向かって飛んでいき、軽い爆発を起こす。




　うん、やっぱり微妙な威力だな。

　弱い魔物を倒すだけなら、十分な威力なのだが。




　そんなことを考えながら、俺はレジン教官の方を向くが──レジン教官はなぜか、口をあんぐりと開けて、こちらを見ていた。

　もしかして、何かやってしまっただろうか。

　そんなことを考え、俺は緊張しながらレジン教官の言葉を待つ。




　それから少しして、レジン教官が口を開いた。




「なあ、ユージ」




「何だ」




「杖がないのは、まだいい。威力がおかしいのも百歩譲ゆずっていいとして……お前、詠唱えいしょうはどうした？」




「……は？」




　詠唱？

　確かに、異世界に来たばかりの頃は俺も魔法の名前を叫さけんでいたが……。

　あれって、必要なのか？




「詠唱って、『火球！』とかって叫ぶやつか？」




「ああ。その詠唱だ。今は詠唱をしていないように見えたが……」




「してないな。普通は、詠唱をするのか？」




「ああ。無詠唱は高等技術だし、基本的には威力が落ちるからな。熟練の魔法使いなら、あまり威力を落とさずにできるらしいが……普通は、詠唱をする」




　なるほど。

　教官は、俺の魔法が威力がおかしいとも言っていたが、理由が分かった。




　他の２人の魔法は、考え事をしていたせいで見ていなかったが、きっと俺のものより強かったんだろう。

　そして、俺の魔法の威力が弱かったのは、詠唱をしていなかったからという訳だ。




「……教えてくれてありがとう。やり直していいか？」




「ああ。魔法の実技試験は、３回までの挑戦が認められている。もっとも、その必要はないように思うが……」




　やり直しの必要はない？

　……言っていることの意味がよく分からないが、とりあえず、やり直しは認めてもらえるらしい。

　試してから理由を聞いてみるか。




「火球！」




　俺がそう言うと、手の先から前回よりやや大きな火の玉が出て、的代わりの岩に当たって爆発した。

　教官の言った通り、威力が上がっている。




　ただ……期待したほどは、強くなってないな。

　やっぱり、詠唱にもコツがあるのだろうか。




　あまり威力が上がっていないことに、失望されなければいいのだが。

　この試験で不合格とか、あまりにもつまらない結果だ。

　もし不合格になりそうなら、３回目の挑戦で『終焉の業火』を使おう。




　そんなことを考えながら、俺は教官の方を見る。

　だが……教官の反応は、俺が予想していたのとは違った。




「な、なんて威力だ……マジモンの化け物かよ……」




　……あれ？

　さっきの、威力がおかしいと呆れられた魔法と、それほど変わらない威力だと思ったのだが。

　もしかして……。




「なあ。さっき言ってた『俺の魔法の威力がおかしい』って、弱すぎておかしいって意味だよな？」




「強すぎておかしいって意味だ！」




　俺が質問をすると、即座に勢いよく返事が返ってきた。




　……『火球』って、強い魔法だったのか。

　異世界に来たばかりで覚えた魔法だから、弱い魔法だと思っていた。

　まあ、あくまで初心者の中で強いということであって、プロの魔法使いからすれば大したことはないのだろうけど。多分。




「……とりあえず、この試験は合格ってことでいいのか？」




「ああ。……合格か不合格かで言えば、間違いなく合格だな。というかユージ、お前今まで、どうやって暮らしてきたんだ？」




「普通に暮らしてたぞ」




「普通に暮らしていて、こんな魔法が使えるようになるはずがないんだが……」




　──そんな会話を経つつも、試験は次の段階に移る。




　◇




「次の試験は、剣術だ！　これは剣士とテイマーが受ける試験だが……剣は持ってきたか？」




　そう言ってレジン教官が、俺の方を見る。

　残りの剣士達は全員、剣を持ってきているようだ。




　杖なしで魔法を使うことはできても、剣なしで剣術は無理だよな……。

　何か、剣になるようなものはないだろうか。




　そう考え、俺は自分の知っている魔法を探ってみる。

　すると『剣召喚しょうかん』という、名前そのままなスキルが見つかった。




「剣召喚」




　さっき、詠唱をした方がいいと習ったばかりなので、俺は詠唱をしてその魔法を使う。

　すると……手元に剣が現れた。




　重すぎも軽すぎもせず、ちょうどいい感じだ。

　でも、剣の振り方など習ったことはないので、本に書いてあった『剣術強化』という魔法を使っておく。




　こっちはバレると恥ずかしいので、威力が落ちることは承知で無詠唱だ。

　別に魔法を使うなとは言われていないから、ルール違反ではないだろう。




　その様子を見て、レジン教官が目を丸くした。




「……今、何をした？」




「魔法で、剣を作った」




　そう言って俺は、さっき作った剣を振る。

　強度にも、問題はなさそうだ。




「魔法で剣だと？　わ、訳が分からん……。まあ、とりあえず剣が用意できたってことでいいのか？」




「要はそういうことだな」




　鞘さやは一緒に出てきてくれなかったので、しまうことはできないが、とりあえず試験に使うことはできるだろう。

　そう考え、他の剣士達が戦うのを見ながら、俺は自分の順番を待つ。

　俺は剣士ではなくテイマーのため、順番が最後のようだ。




「よし、１人目、来い！」




「おう！」




　そう言って、剣士組の１人目が大きい剣を抜き、教官に向かっていく。

　練習用の剣とかじゃなくて、本物を使うのか。危なくないのだろうか……。




　そんなことを考えながら見ていたのだが、どうやら杞憂きゆうだったようだ。

　教官は危なげなくその剣を軽く受け流し、受験生の剣士の首元へと突きつける。

　どうやら、実力差が大きすぎて、あまり危険なことにはならないらしい。




「……パワーはそこそこだが、コントロールはまだまだだな。……次！」




　次の受験者は、小さめの剣を持った剣士だった。

　最初の人と違って、何度か打ち合ってから、結局は教官に剣を突きつけられて降参したようだ。

　ただ、終わった後に褒ほめられていたので、別に勝たなくても合格できるようだな。




　そして３人目が、前の２人と似たような感じで負け……。

　ついに、俺の番が回ってきた。




「次、ユージ！」




　名前を呼ばれたので、俺はさっき作った剣を握って、教官の前に出る。

　もちろん剣の正しい握り方など知らないので、前の３人がやっていたのを真似まねしてみた。




「……なんか、変な持ち方だな。そういう流派か？」




　……だが、真似はあまりうまくいっていなかったようだ。




「いや、流派も何も、俺は剣術なんて習ったことないからな。適当だ」




　スライム達と協力して読んだ本の中に、剣での戦い方についての本があったが……剣術なんて、本を読んだだけで身につくようなものじゃないだろうしな。

　せいぜい、『剣術強化』と、ステータスにあるスキル『超級戦闘術』とやらに頼るとしよう。




「……テイマーは剣術に不向きとはいえ、いざとなった時には使えることもある。テイマーで冒険者になろうとするなら、剣術は必須……と言いたいところだが、お前は魔法が使えるんだよな。まあいいから、適当にかかってこい」




　そう言ってレジン教官は、俺に向かって剣を構える。




　よく見ると、教官の剣は刃が潰つぶしてあるようだが……俺の剣は、かなり鋭そうだ。

　……間違って自分に当てでもしたら、大怪我けがだ。




　何か、安全にできるような魔法は……などと考えていたら、俺が習得した魔法の中に、『剣安全化』という名前の魔法があるのに気付いた。

　とりあえず、これでも使っておくか。




「じゃあ、行くぞ！」




「おう！」




　俺は『剣安全化』を発動しつつ、剣を大上段に構えてレジン教官へと走り寄る。

　とにかく、高い位置から振り下ろせば威力が出るだろうという、いかにも素人しろうとらしい考えだ。

　それに対してレジン教官は、剣を受け流すような構えで、俺を迎え撃つ。




　そして、俺の剣とレジン教官の剣がぶつかり……俺の剣が受け流された。

　教官はすかさず、バランスを崩した俺に剣を突きつけにかかる。




　──次の瞬間。

　俺は無意識に剣を振り、教官の手から剣をはじき飛ばし──教官の首元に、自分の剣を突きつけていた。




　別に、そうしようと思っていた訳ではない。

　体が勝手に動いたのだ。




「……は？」




　地面に落ちた剣と、首元に突きつけられた剣を、教官は呆然ぼうぜんと見つめる。

　何が起きたのか分からない、といった顔だ。




　そして、俺も戸惑っていた。

　今日まで、俺はまともに剣を訓練したことなどない。




　それどころか、俺が剣を握ったのなど、修学旅行で木刀を買った時が最後だろう。
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　なのに、なぜか勝ててしまった。まったく無意識のうちに。




「えーと……試験って、これでいいのか？」




　俺の言葉に、教官は呆然としたままうなずいた。

　そして、少し沈黙した後……再び口を開く。




「……わざと素人のふりをして、俺を油断させたのか？」




「いや、本当に素人だぞ。ちゃんとした金属の剣を握るのは、これが初めてだし」




「そんな訳があるか！　今の動きは、明らかに達人級だったぞ！」




　俺の言葉に、教官がすぐに反論する。




　そんなことを言われても、俺は本当に無意識に動いただけだからな……。

　もしかして、超級戦闘術とやらのせいだろうか。




「じゃあ、もう１回やってみるか？　そうすれば、今度は油断しないだろ？」




　だまし討うちしたみたいな扱いになるのは、不本意だ。

　それに、実力不相応な評価を受けてしまえば、手に負えない仕事が回される可能性もある。




　ちゃんとした実力で勝負をして、その結果で判断してもらいたい。

　そう考えての発言だったのだが……。




「いや、その必要はない。今の動きを見れば分かる。俺が本気を出しても、勝ち目は万に一つもないからな。……もし、剣を握ったのが本当に初めてなら、ユージは剣術の神の生まれ変わりか何かだな。まあ、未経験は絶対に噓だと思うが。賭かけてもいい」




　……たまたま勝っただけで、ここまで言われても困るんだが……。

　もし、さっきの剣術をあてにして戦闘の依頼でも来たら、丁重にお断りすることにしよう。




「……ってことで、剣術の試験も終わった訳だが……ユージ、お前はもう帰ってもいいぞ」




「えっ？」




　なんか、急に帰れとか言われたぞ。

　試験の結果は、悪くなかった気がするのだが……もしかして、何かやらかしてしまっただろうか。

　そんなことを考えて絶望的な顔をしていると、レジン教官がもう一度口を開く。




「ああ、別に不合格って訳じゃないぞ。今までのテストですでに合格点に達してしまったから、ユージは続きの試験を受ける必要がないってだけだ。……特別枠を狙ねらうっていうなら、話は別だけどな」




　……特別枠？

　そんな話、試験を受ける前には聞かなかったが……そんなものがあるのか。

　よく分からないので、聞いてみよう。




「特別枠ってのになると、どうなるんだ？」




「普通ならＩランクから始まる冒険者のランクが、Ｈランクから始められることになる」




　なるほど。

　最初から高めのランクで始められるというのは、お得だな。

　冒険者のランク制度とかはよく知らないけど、普通にランクを上げようとしたら、けっこう時間がかかりそうだし。




「じゃあ、試験は続行で頼む。特別枠を狙いたいからな」




「お……おう。分かった」




　俺の言葉に、レジン教官は了承しつつも、少し戸惑った様子だった。

　そして、他の受験者達が、『マジかこいつ……』とでも言いたげな視線を向けてくる。




　もしかして、何か変なことを言ってしまっただろうか。




「なあ、もしかして特別枠狙いっていうのは、珍しいことなのか？」




　枠を狙うと言っただけで驚かれたのは、かなり意外だった。

　だから、とりあえず理由を聞いてみたのだが……。




「珍しい……ああ。珍しいといえば、確かに珍しいな。というか、俺が見たのは初めてだ」




　まさか、俺が初めての挑戦者だとは思わなかった。

　まあ、別の教官が担当の時に受けた人もいるのかもしれないが。




「もしかして、ものすごい過酷な試験だったりするのか？」




「いや、内容自体は普通の試験と変わらないな。ただ、合格点がぶっ飛んでるってだけで」




　合格点が高いのか。

　それなら受けても問題はなさそうだな。

　特別枠に合格しないとしても、冒険者が受ける試験の内容は、一応知っておきたいし。




「なるほど。じゃあ、受けてみよう。別に追加料金がかかる訳じゃないんだよな？」




「ああ。ただ……体力的にはけっこうハードだぞ。戦闘関連ならユージは満点が決まってるから、次は見張り試験になる。問題ないか？」




　……戦闘の試験には、上限があるのか。

　そして、次に受ける見張り試験とやらが、体力的にハードらしい。




　だが、辞退する気はない。

　そういうのも経験しておいた方が、今後の役に立ちそうだしな。




「ああ。それで頼む」




　俺の言葉を聞くと、レジン教官はうなずいてから声を張り上げた。




「よし！　では……これから諸君には、見張り試験を受けてもらう！　これから、テントを配るぞ！」




　そう言って配られたのは……小さい、粗末そまつなテントだった。

　中で人が寝るためには使えそうにないボロさなので、試験専用だろうか。

　そんなテントが、１人につき１つずつ配られる。




「試験は、森で行う！　全員、ついてこい！」




　そう言われて俺達は、ぞろぞろと教官についていく。

　テントはけっこう重かったが、スキルのおかげで体力もついているのか、意外と疲れない。

　そうして俺達がたどり着いたのは、街のすぐ近くの森だ。




「全員、互いが見えないくらいに散らばって、その場にテントを張れ！　試験の内容はテントの防衛だから、守りやすい地形を選ぶこと！」




　なるほど。

　このテントを守れってことか。




　守りやすい地形とかはよく分からないので、とりあえず平地だな。

　そんなことを考えながら、俺はテントを張る。




　すると間もなく、教官の声が聞こえた。




「よし！　ではこれから受験者諸君には、明日の朝まで各自のテントを見張ってもらう！　途中、襲撃者役がこっそりテントに触ろうとするから、それを阻止しろ！　……何か質問はあるか！」




　なるほど、見張り試験っていうのは、そういうことか。

　だが……ちょっと、疑問になる点があるな。




「２つ聞いていいか？」




「ああ。何だ？」




「まず１個目だが、スライムを使ってもいいのか？」




　俺はそう言って、肩に乗せたスライムを指す。

　剣術や魔法の試験中、スライム達は寝ていたようだが……今は起きているようだ。

　時折、スライム同士で雑談をする声が聞こえていたし。




「もちろん、テイマーなんだから使っていいぞ。他にも武器だろうが罠わなだろうが、使えるものは何でも使えばいい。とにかく、試験が終わるまで、テントに誰だれも触れさせないことだ」




　スライムを使っていいのか。

　じゃあ、テントの周りにスライムを沢山配置して『感覚共有』とかを使っておけば、死角を潰すことができるな。




「分かった。じゃあ次の質問だが……この試験、どこが過酷なんだ？」




　そう。気になるのはここだ。

　魔物の多い森でもないし、時間が長い訳でもない。




　この試験が過酷になる理由が、全く見当たらないのだ。

　もしや、俺は重大な条件を見落としているのではないか。

　そう思って聞いたのだが……教官の答えは、斜め下のものだった。




「……どう見ても過酷だろ？　たった１人で、徹夜の見張りをするんだぞ？　その間、集中力を切らすことが許されないんだ。冒険者試験の中で、一番差がつく場所だって説まである試験だぞ」




　……徹夜って、そんなに過酷だっけ？




「これ、徹夜は１日だけだよな？」




「ああ。もちろん１日だけだ。何日も徹夜をしたら、それこそ体調を崩すだろ。……まあ、上位の冒険者は、２日くらいの徹夜をすることもあるらしいが」




　……何だこのホワイト企業！

　冒険者って、そんなにホワイトなのか！

　地球にいた頃は、２徹３徹は当たり前で、むしろ徹夜が１日で済むならラッキーくらいの認識だったのに！　夢なら覚めないでほしい！




「……なるほど、分かった」




「よし。じゃあ試験を始めるから、各自テントの元に戻って、準備を始めてくれ！　試験は10分後から開始する！」




　言われて俺達は、自分のテントへと戻る。

　他の冒険者たちは、たき火を起こしたりして準備をしているようだが……俺の場合、たき火は必要なさそうだな。

　スライムは、夜目が利きくし。




「じゃあお前ら、頼んだぞ」




『『『『『うん！』』』』』




　俺の指示に従って、合体していたスライム達が分裂して、テントの周囲へと散らばっていく。

　それから、木の位置などを見ながら位置を微調整したら、死角がなくなった。

　スライム監視網の完成である。




　……それから、数分後。




「では──見張り試験、開始！」




　教官の号令とともに、試験が始まった。

　さあ……どこからでも来い！




「……暇ひまだな……」




　試験開始から、数十分後。

　俺は、見事に暇を持て余していた。

　地球では、何日徹夜してもなくならないほど仕事があったというのに。




『なあ、何か面白いものとか見つかったか？』




　退屈しのぎに、俺はスライム達に聞いてみる。

　まあ、スライムと俺は魔法で視界を共有しているので、見ているものが違う訳ではないはずなのだが。




『この葉っぱ、美味おいしいよー！　ゆーじもたべるー？』




　あー。

　さっきから視界が微妙に動くスライムがいると思ったら、葉っぱを食べていたのか。




　だが残念ながら、俺にはよく分からない葉っぱを食べる趣味はない。葉っぱを勧められても困る。




『変なもの食べて、腹を壊さないように注意するんだぞ』




『はーい！』




　……そもそも、スライムって腹を壊すのか？

　そんな会話をスライム達と交わしながら、俺は暇を潰す。




　暇だが、別に眠くはならないな。

　地球にいた頃みたいに、２日も３日も徹夜をしている訳ではないし。




　──そんな感じで、数時間が経った頃。

　状況に変化があった。

　１匹のスライムの視界に、教官の姿が映ったのだ。




『ゆーじー、誰かきたよー』




『ああ。こっちでも見てるから、危険がなければ持ち場を離れないで監視を続けてくれ』




『わかったー』




　スライムはあらかじめ、死角のないように配置してある。

　効率的な配置とか、守りやすい場所とかはよく分からないが、とにかくスライムの数が多いので、適当に散らばるだけで穴のない監視網ができてしまうのだ。




　その中を、教官は無防備に歩いてくる。

　いや、時折木々の影に隠れたり、姿勢を低くして歩いたりして見つからないように気をつけているようだが、スライム達からは丸見えなのだ。

　なんというか……見つからないように頑張っているのが、可哀想かわいそうになってくるな。




　こそこそとこちらへ向かってくる教官の前に、俺は先回りする。

　そうして、教官との距離が、声が通るくらいになったところで……。




「えっと、見張り試験ってことは、要は教官を見つければいいのか？　それとも、実力で追い返す必要があるのか？」




　そう言って、剣を抜いた。

　剣を抜いたのは、別に教官に斬きりかかろうという訳ではない。




　ただ、必要であれば戦うという意思を見せただけだ。

　実際に戦うとなれば、この間まぐれでうまくいっただけの剣なんて使わないでも、教官の背後にいるスライムに魔法を転送すればいい話だし。




　だが……その必要はなかったようだ。




「いや、見つけるだけでいい。参ったな……こんなに早く見つかるとは、流石さすがに思わなかったぞ。しかも、たき火も焚たかずに、どうやって見つけたんだ？」




「スライムが見つけたんだ。こっちに近付いてくるところから、全部見えてたぞ」




　そう言って俺は、近くの足下にいたスライムを指す。

　やっぱり、気付いてなかったんだな。




　しかし……感覚を共有していなければ、俺でもこのスライムは見つけられない気がする。

　まず１匹のサイズが小さい上に、半透明なのだ。




　しかも、人を見つけても襲いかかったり、目立った動きを見せたりする訳でもなく、ただ黙って監視するだけ。

　こんなのが暗い森の中に潜ひそんでいて、気付いたらすごいと思うし。




「マジかよ……テイムした魔物で索敵さくてきってのは時々聞く話だが、ここまで早く見つかったのは初めてだぜ……」




「まあ、スライムは数が多いからな」




　そう言って俺は、覚えていた『明かり』の魔法を使って、周囲にいたスライム達を照らしだす。

　教官から見える位置だけでも、７匹のスライムがいた。

　これだけいれば、かいくぐるのは不可能だ。




「……あれ？　ユージがテイムしていたスライムって、１匹じゃなかったか？」




「分裂したり、合体したりするからな。普段は１匹で持ち歩いてるけど、数が必要だったら分裂させるんだ」




　そう言って俺は、近くにいたスライムに指示を出して、合体したり分裂したりさせてみる。

　それを見て教官は、納得してくれたようだ。




「なるほど。確かに、スライムが合体するって話は聞いたことがあるな。それにしても、７匹を同時にテイムか……魔法や剣だけじゃなくて、テイマーとしても化け物なんだな……」




　なんか、スライムは７匹だけだと勘違いされているようだが……もっと沢山いるとか言ったら面倒なことになりそうなので、やめておこう。

　次からは、スライムの数のことはあまり明かさない方がいいのかもしれない。

　そんなことを考えていると、教官が両手を挙げた。




「ってことで、降参だ。俺はおとなしく戻ることにするよ」




　そう言って教官は、来た道を引き返していった。

　スライムによる監視は続けているが、俺を騙だまして戻ってくるということもないようだ。

　……だが、試験が終わりだとは言われていないので、監視はしっかりと続けておくか。




　◇




　そうして、さらに数時間後──明け方。

　人間の注意力がもっとも緩ゆるむと言われる時間に、新たな異変が起こった。




　スライムの視界に映っている木が、何かに触られたかのように、揺れたのだ。

　そして、似たような揺れが、だんだん近付いてくる。




　だが……今回の異変は、最初の教官の時とは訳が違った。

　──姿が見えないのだ。




「……魔法が使える異世界っていうのは、こういうのもアリなのか……」




『感覚共有』を通じてスライムの視界を見ながら、俺はそう呟つぶやく。

　明らかに誰かがいるのに、姿は見えない。

　これはきっと、魔法とかなのだろう。




　まあ、厳しい試験だって割には、最初の教官を見つけるのは簡単すぎたからな。

　もしかしたら、これが本番なのかもしれない。




『ちょっと、魔法を転送するぞ』




『わかったー』




　スライムの了承を得て、俺はその気配の近くにあったスライムの元に、『閃光せんこう』という魔法を転送した。

　これも、この世界に来た時に本で読んだ魔法の１つだ。




　相手が使っているのが光学迷彩とかなら、強烈な光で照らせば一瞬くらいは見えるんじゃないかと思ったのだが……。




「……だめか……」




　どうやら、そんなことはないらしかった。

　光に驚いたのか、気配は少しの間歩みを止めたが、またこっちに向かって進み始める。

　……むしろ警戒させてしまったようで、向こうの動きは今までより慎重になっているようだ。




　とりあえず、光は意味がないということが分かった。

　となると……別の方法で可視化するとか、範囲攻撃で巻き込むとかする必要があるな。

　でも、今回の襲撃者は、敵ではなく試験官だと思うので、できれば怪我をするような攻撃は仕掛けたくない。




　……とりあえず、別の方法で見られないか試してみるか。

　例えば、温度とか。




　これだけ沢山の魔法があるのだから、熱源を見る、サーモグラフィーみたいな魔法くらいはあるだろう。

　そう思って、俺は自分の知識を探ってみたのだが……。




「あれ……ないぞ」




　残念ながら、熱源を見るような魔法はなかった。

　その代わりに見つかったのは……。




「ん？　これで作れってことか？」




『魔法創造』という魔法だった。

　どうやら、魔法は作れるらしい。

　そう考えて、俺は『魔法創造』を発動する。




「うわ……これは結構、時間がかかりそうだな」




　表示されたのは、何やら複雑な画面だった。

　書いてある内容はなんとなく理解できるので、時間をかければ使えるかもしれないが……あの気配がこっちにたどり着くまでに完成させるのは難しそうだな。

　魔法を作るのは後回しにして、今ある魔法で何とかすることにしよう。




『みんな、集まってくれ』




『見張るの、やめていいのー？』




『ああ。その代わり、テントから５メートルくらい離れたところで円を作って、外側を向いてくれ』




『わかったー！』




　俺の指示を聞いて、スライム達が音もなく集まってくる。




『じゃあ、行くぞ……感知結界！』




　そう言って俺は、熱源探知の代わりに見つけた、結界魔法を使う。

　これは、目に見えない結界を張って、結界に何かが触ればすぐに分かるという魔法だ。




　熱源探知とかと違って、自分から相手を見ることはできないが……向こうがテントに近付いてくるなら、確実に反応する。

　そこに、スライムを介して捕縛ほばく魔法を撃ち込めばいいという訳だ。




『……そろそろ、来る頃か』




　あの気配の近付くペースと、俺までの距離からすると、そろそろ到着してもいい頃だ。

　そう思い始めた頃──『感知結界』に、反応があった。




『魔法転送──魔力投網とあみ！』




　声に出して居場所を知られたくはないので、スライムとの通信で魔法の名前を唱となえながら、俺は魔法を発動する。

　転送先は、反応した場所の目の前にいたスライムだ。




「……っ」




　魔法の発動と同時に、『感知結界』の反応があった場所から、息を呑のむような声が聞こえた。

　そうして、目に見えない誰かが網にかかる。




「動くな」




　俺は剣を抜いて、網へと突きつけながら、そう宣言する。

　すると……。




「いや、参った。まさか本当にバレているとは」




　そんな言葉とともに、網の中から、１人の男が姿を現した。

　細身で、冴さえない顔の男だが……なぜか、迫力を感じる。




「まず、網を解いてもらっていいかな？　これは見張りの試験だから、戦う必要まではないんでね」




「ああ」




　そう言って俺は、魔法を解除する。

　俺は自分が何の魔法を習得しているかさえ把握はあくしきれていないのに、魔法の使い方だけは分かるから不思議なものだ。




　そうして網から解放された男は、困った顔をしながら俺に話しかける。




「自己紹介が遅れたな。僕はイースだ。……しかし、参ったな……上に相談してこないといけない」




「上に相談？　……何かトラブルでもあったのか？」




「ああ。……というか、今こうして僕が捕まっていること自体が、トラブルなんだけどね」




　……捕まったことが、トラブル？




「これって、教官を見つける試験じゃないのか？」




「あー。そうだけど、そうじゃないんだ。僕を捕まえるのは、試験の内容に入ってないからね」




「……つまり、俺はイースを捕まえなくても、試験に合格できたってことか？」




　何のために俺は、あれこれ工夫してこの男を捕まえたんだろう。

　いや、ちょっと面白かったけど。




「そういうことだ。っていうか、僕を捕まえるとか普通は無理だし。これでも僕、昔はギルドでも最精鋭の隠密をやってたんだ。森の中で僕を見つけられる人なんて、この国に10人もいないよ？」




　やけに隠れるのがうまいと思ったら、そんな人だったのか……。

　いや、待てよ。




「じゃあ、何のために来たんだ？」




　俺は、頭に浮かんだ率直な疑問を口に出す。

　それに対して、イースは即答した。




「あー。実は僕、気付かれないうちにテントに潜もぐり込んで、見張りの難しさを伝える役目だったんだよね。見つかっちゃったけど」




「見張りの難しさを伝える……それって、わざと失敗を経験させておく、ってことか？」




「ああ。その通りだ。見張りはすごく奥が深いんだけど、ただ起きて周囲を見てればいい、って考える冒険者が多くてね。それで奇襲を受けて死んだりする冒険者も多いんだ。……それを防ぐために、一度失敗をさせておく方針になったんだけど……どうやら、今回は必要なかったみたいだ」




　そう言ってイースは、俺のことを指す。

　なるほど。そういう役目だったんだな……。

　何か、捕まえてしまったのが申し訳ない気もする。




「……今のはなかったことにして、もう１回やり直すか？　今度は捕まえないぞ」




　そう言って俺は、森の方を指す。

　これが試験に入っていないのであれば、俺の方にデメリットはないし。

　だが……




「いや、遠慮するよ」




　断られてしまった。




「このことは、そのままギルドに報告する。君の見張り試験には、満点どころじゃない評価がつくだろうね」




　……いや、それはそれで面倒くさいことになりそうだ。

　適当に話を作って、特別枠にギリギリ合格できるくらいに調整してもらえれば、それが一番なのだが──




「ってことで、僕は失礼するよ。朝が来る前に、残りの──君とは違って普通の受験者達に、見張りの奥深さを教えなきゃいけないからね」




　残念ながら、そういう相談をするような暇はなさそうだった。

　俺が渋々しぶしぶ首を縦に振ると、イースは走って森の中へと消えていった。

　隠密部隊の精鋭というだけあって、暗闇くらやみの中だというのに迷いのない動きだ。




　その後、俺は朝が来るまでスライム監視網を維持し、誰かがテントに近付かないかどうか見張っていたが、誰も来なかった。

　そうして周囲が明るくなった頃……森の中に、レジン教官の声が響く。




「試験終了！　全員、俺の元へと集まってくれ！」




　その声を聞いて、俺はスライム達を合体させ、肩に乗せて教官の元へと向かう。

　教官の周りには、俺以外の受験者も集まっていたが……みんな目が死んでいるな。




　徹夜の見張りが過酷な試験だという評判は、この世界の基準では間違っていないようだ。




「たった今、ギルドから試験結果が届いた！　この場で発表するから、心して聞け！」




　そう言って教官は、懐ふところからギルドの印が押された、数枚の紙を取り出した。

　教官の様子を、俺達は緊張しながら見つめる。




「最初、エイジア！」




「おう！」




「不合格だ！　剣術はギリギリ及第点だが、見張り試験がダメだったな」




　早くも、１人目が落ちていた。

　エイジアというのは、確か一番最初に剣術の試験を受けた、剣士だったな。

　そのエイジアが落ち込む暇もなく、教官は２枚目の紙を読み上げる。




「次、イシス！　……不合格だ！」




　２人目もダメだったようだ。

　この試験……けっこう厳しいみたいだぞ。




　──そんな感じで、合格発表はどんどん進んでいく。

　合格率は、大体４割ってとこか。

　そして、最後に俺の番が回ってきた。




「最後！　……ユージ！」




　そう言って教官は、次の紙をめくり……黙り込んだ。

　そして、黙ったまま、紙を何度も読み直す。

　──何かおかしなことでも書いてあるのだろうか。




「……これ、間違いはないよな？」




　それから教官は、近くにいたギルド職員へと質問する。

　恐らく、この職員が試験の結果を届けたのだろう。




「はい、間違いありません！　持ってくる前に、ギルドにてチェック済みです！」




　教官の言葉に、ギルド職員が即答した。

　それを聞いて教官は目を白黒させながらも……もう一度、紙に目を通す。




「ユージ、一体何をやったら、こんな結果になるんだ？　……まあいい。ユージ、特別枠合格！　それと同時に、Ｂ級索敵さくてき者の資格を付与する！」




「「「特別枠に、Ｂ級索敵者!?」」」




　教官の言葉を聞いて、受験者のうち数人が、驚いたような声を上げた。

　Ｂ級……なんか、あんまりすごくなさそうな名前だが、もしかして有名な資格だったりするのだろうか。

　索敵という名前からすると、恐らく敵を見つける技術だから……見張り試験でイースを見つけたのが関係している気がするが。




　そんなことを考えていると、レジン教官が怪訝けげんそうな顔をしながら、俺に聞く。




「……ユージ、驚かないのか？　特別枠合格に、Ｂ級索敵者だぞ？」




　そんなことを言われてもな。知らない資格だし。




「Ｂ級索敵者って、何だ？」




　俺はそう、素直な疑問を口に出した。

　すると……。




「マジかよ……やたら強いくせに常識のない奴だとは思っていたが、ここまでとはな……」




　そう言ってレジン教官が、頭を抱えた。

　Ｂ級索敵者とやらは、そんなに有名な資格なのだろうか。

　そんなことを考えていると、教官が解説してくれた。




「あのな、Ｂ級索敵者っていうのは、見張りの技術に関しては、実質最高ランクの資格だ。うちの支部にも、持ってる奴やつは１人しかいない。……持ってるだけで、上位のパーティーから山ほど勧誘が来る資格だ」




　……マジかよ。

　すごい資格をもらってしまったぞ。

　戦闘経験ほぼゼロの状態から、強いパーティーに勧誘されても困るんだが。




「ついでに言うと、特別枠の合格者は15年ぶりで、前の合格者は今のＳランクだ。まさかこんな田舎いなかの支部から、合格者が出るとはな……」




　……なんか、やばい結果になってしまった……。

　俺は普通に、ギルドに登録したかっただけだというのに。
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「では、これにて解散だ！　合格者は渡すものがあるから、これからギルドに来るように！」




　そう言われて、俺おれ達合格者はギルドへと向かった。

　すでに登録の準備ができているらしく、俺達はそのまま受付へと案内された。

　特別枠は15年ぶりの合格とかなのに、対応が早いな。




「えーと、ユージさんですね？　合格おめでとうございます！」




「ああ、ありがとう」




　俺の対応をしてくれるのは、ギルドの受付嬢の１人のようだ。名札にはエリスと書かれている。

　どうやら新人のようで、後ろに教育係と思おぼしき、ベテランっぽい受付嬢がついている。

　その手には、俺に発行されるらしいギルドカードがあった。




「ユージさんは試験に合格されたので、これからギルドカードをお渡しするんですけど……その前にちょっと、ギルドのシステムについて説明しますね」




　そう言ってエリスが、机の下から１枚の紙を取り出した。

　タイトルは『新人冒険者さんへ』となっている。




「知ってると思いますけど、ギルドにはランク制度があります！　冒険者さんが受けられる依頼は自分の１個上までなので、Ｉランクの新人さんはＨランクの依頼まで受けられますよ。依頼を受ける時には、そこに置いてある依頼書を持ってきてくださいね。──あっ！」




　そう言ってエリスは俺のギルドカードを見て、「しまった！」というような顔をした。

　そして、慌てて訂正する。




「すみません！　ユージさんは特別枠なので、Ｈランクからです！　だから、Ｇランクまで受けられます！」




　まあ、紙にも新人冒険者はＩランクからって書いてあるからな。

　わざわざ１人のために、説明用の紙まで作り直すほど暇ひまではなかったのだろう。




「それで、このランクっていうのは、依頼を成功させるほど上がっていくんです！　詳しい基準とかは非公開なんですけど、難しい依頼……ランクの高い依頼ほど上がりやすいですよ！」




　なるほど。

　つまり、Ｇランクの依頼をいっぱい受けて達成すれば、ランクを上げられるってことだな。

　俺には戦闘経験とかがないので、慎重にいきたいところだが。




「ちなみに、討伐とうばつ依頼の中には受注しないでも討伐証明部位を持ってくればいい依頼があります。こっちは受注ランクの制限はないんですけど、自分に合ったランクの依頼を受けることを推奨すいしょうしています！　毎年、実力に見合わない魔物に挑いどんで亡くなる冒険者さんがいますので……」




　そう言ってエリスは、悲しそうな顔をした。

　うん。いくら受注に制限がないとはいっても、無理はよくないな。

　一歩間違えば、普通に死ぬみたいだし。




「ランク関連の説明は、以上です！　……って言っても、ギルド関連で説明が必要なのはランクのことくらいなので、説明はこれで終わりですね！　無理はしない程度に、頑張ってください！」




　そう言ってエリスが、俺にギルドカードを渡してくれる。

　ギルドカードには、俺の名前とランク、それと俺が特別枠合格者であることと、Ｂ級索敵さくてき者の資格を持っていることが書かれていた。




　ただ、職業はテイマーしか書かれておらず、魔法属性の欄らんには『火』としか書かれていないようだ。

　……まあ、登録はできたようなので、文句をつけることもないか。







　ってことで、とりあえずギルドカードを受け取れたので、依頼を受けてみることにする。

　依頼は掲示板に張ってあるので、これをはがして持っていけばいいようだ。




「えっと……簡単そうなやつ、簡単そうなやつ……」




　最初から難しい依頼に挑む気にはなれないので、とりあえず簡単そうなやつを探す。

　すると、よさそうな依頼が見つかった。






　常設依頼：ヒーリア草の採取

　ランク　：Ｉ

　依頼内容：街の周辺に生えている薬草『ヒーリア草』の採取。１本３００チコルで買い取りを行う。






　薬草採取。安全な依頼の定番だな。

　依頼のランクも最低のＩなので、初めての依頼にはもってこいだ。




「この依頼を受けたいんだが」




　そう言って俺が、受付へと依頼書を持って行くと、エリスが驚いたような顔をした。




「えっ!?　ユージさん、今日試験を受けたばかりですよね!?」




「そうだけど……これ、初めてには向かない依頼なのか？」




　最低ランクの依頼だから、そんなに難しい訳ではないと思ったのだが。

　だが、エリスが気にしているのは、別の点のようだった。




「いえ、この依頼自体はお勧めなんですけど……試験って、徹夜ですよね？」




　ああ。そういうことか。

　でも徹夜とか、普通に慣れてるからな。

　仕事での徹夜って訳じゃなかったので、疲れてもいないし。




「徹夜だったけど、大丈夫だ。徹夜は慣れてるからな」




「徹夜に慣れてるって……Ｂ級索敵者の人って、すごいんですね……」




　いや、Ｂ級索敵者だからじゃなくて、社畜しゃちくだからだけどな。




「分かりました。じゃあ、これを受注ですね。こういう形の薬草ですけど、形の似ている別の草もあるので注意してください！」




　そう言ってエリスは、依頼書の端に描かれた絵を指した。

　俺はこんな形の草、見たこともないが……。




『この葉っぱ、しってるよー！』




『おいしくないやつだー！』




　どうやら、スライム達は知っているようだな。




「それで、どっちに向かえばいいんだ？」




　ギルドを出た俺は、スライム達に聞く。

　俺がヒーリア草について知っているのは、名前と大雑把おおざっぱな形だけだ。

　どこに生えているのかは、完全にスライム任せだからな。




『『『『あっち！』』』』




　そんな言葉とともに……俺の肩に乗っていたスライムが、ハリセンボンかウニみたいになった。

　体中のあちこちが出っ張って、トゲトゲしている。




　恐らく、合体したスライムが同時に別々の方向を指そうとしたせいで、こうなってしまったのだろう。

　スライム達は、合体しても意思の統一まではできないようだ。




「……要は、どっちに向かって歩いてもいいってことか？」




『うん！　どこでも生えてるし！』




　……なるほどな。

　じゃあ、適当な方向に進んでみるか。

　そんなことを考えながら、俺は街を出た。




　そうして、目をつぶってその場で何度か回り、適当に止まる。

　これで、方角をランダムに選べるという訳だ。




「あっちの方にも、薬草は生えてるか？」




『うん！』




「じゃあ、あっちに進むぞ」




　そう言って俺は、森の中へと歩き出した。

　……それから、数分後。




『あったよー！』




　スライムが、ヒーリア草を見つけたようだ。

　試しに摘んでみると、確かにギルドで描いてあった絵にそっくりだ。

　要は、コレを集めればいい訳だな。




「よし、手分けして探そう。分裂して、各自でヒーリア草を探してくれ！　ただし、危なそうだったら連絡すること！」




『はーい！』




　そう言ってスライム達は、森の奥へと入っていった。

　だが……あんまり見つかってないみたいだな。

　スライムは背が低いせいで、見える範囲が少ないのだろう。




　できればもっと一気に──そうだ。

　俺はテイマーなのだから、自分の力でスライムを強化すればいいんだ。

　ちょうどいいスキルは……あった。




「テイマースキル、知覚強化！」




　俺がスキルを使うと、森のあちこちから、スライム達の声が聞こえ始めた。




『わあ！』




『なんか、見えやすくなったよー！』




『おいしくない葉っぱ、見つけたー！』




　どうやら、うまくいってるみたいだな。

　……だが……ちょっと心配なことがある。




『なあお前ら、ちょっと散らばりすぎじゃないか？』




　これだけ広範囲に散ってしまうと、身を守りにくくなる気がするのだが。

　だが……スライム達は、危機感を抱いていないようだ。

　というか。




『ゆーじー！　魔物だよー！　助けてー！』




『……分かった。魔法転送──火球かきゅう！』




　◇




『魔物がきたよー！』




『ああ。魔法転送──火球』




　◇




『ゆーじー！』




『魔法転送、火球』




　◇




『ゆ』




『魔法転送』




　こんな感じで、スライム達は自分で身を守ろうとせず、片っ端から俺に押しつけてくるのだ。

　まあ、俺はその場でスライムの元に魔法を転送するだけなので、別に大変な思いはしていないのだが。




　……そうして、薬草集めを始めてから、数時間後。

　俺の手元には、スライムが集めてきた大量のヒーリア草があった。




「おお、けっこう集まったな！　よくやった！」




『わーい！』




　一応、『鑑定』という魔法を使って確かめておくが、偽物にせものなどは混ざっていないようだ。

　ついでに、途中で倒した魔物も持って帰ってきている。




「大漁だな。ただ、今度からは身を守るのも俺に頼りきりじゃなくて、ある程度は自分でも隠れたりしてみてくれ。魔法転送も、あんまり同時にはできないからな。それと敵に出会いそうだったら、早めに伝えること！」




『わかったー！』




　うんうん。素直ないい返事だな。




「それじゃあ、今日は帰るか。みんな、合体してくれ」




『わかったー！』




　そう言って合体したスライムを肩に乗せ、俺は街に戻った。

　とりあえず、依頼の報告だな。




　ヒーリア草は文句なしに報告できるとして、できれば途中で倒した魔物も依頼があってくれると、ちょっと美味おいしいのだが。

　そんなことを考えながら、俺はギルドのカウンターへと向かった。




「依頼を報告したいんだが」




「はい！　ヒーリア草の依頼ですね？　何本集まりましたか？」




　対応をしてくれたのは、ギルドカードを渡してくれたのと同じエリスだ。

　俺が受けた依頼まで覚えてくれているなんて、記憶力がいいんだな。




「……多分、３００くらいだな」




　そう言って俺は、スライムから受け取ったヒーリア草をカウンターへと置いた。




　スライムは体に物を収納できるので、代わりに持ってもらっているのだ。

　明らかに自分の体より大きい物を収納しても、スライムの形が全く変わらないのは不思議だが、便利なのでよしとしよう。




「さ……さんびゃく？」




「ああ。ちゃんと数えた訳じゃないから、大体だけどな」




「……ユージさんがこの依頼を受けたのって、朝ですよね？」




「朝だな」




　まあ、厳密に言うと昼に近かったのかもしれないが。

　俺がギルドに来た頃には、日はけっこう昇ってたし。




「……なんか、おかしくないですか？」




「いや、別におかしくないと思うが……」




　俺は、普通に森に行って、薬草を集めてきただけだ。

　そのはずなのだが……何か、おかしいことでもあるのだろうか。




「この数は流石さすがに多すぎると思うんですけど……どこかで、買ってきましたか？」




「いや、普通に森から採ってきたぞ」




　……数が多すぎるってことか。

　確かに、新人にしては多いのかもしれないな。スライム達と協力したし。




　ただ、いくらスライム達と協力したとは言っても、俺は薬草採りなど初めてだ。

　よく薬草が生えているポイントなどを熟知しているベテランとかには、勝てないと思うのだが。




「言われてみると、確かに買ってきたような鮮度ではないですね……。こんなに新鮮な薬草が、何百本も売っている場所なんてありませんし。……状態もすごいです！　輸送中につく傷みとかがほとんど見当たらないんですけど……一体、どうやって持ち帰ってきたんですか？」




「こうだな。……ちょっと、これをしまってくれ」




『わかったー』




　そう言って俺は、肩に乗せていたスライムに、ヒーリア草を渡す。

　するとスライムは薬草を体の中に収納した。




「返してくれ」




『うんー』




　そうして、スライムから出てきたヒーリア草を、エリスに渡す。

　それを見て、エリスは驚いたような顔をした。




「……スライムって、そんなことができるんですか？」




「ああ。他ほかのスライムができるかは知らないけど、こいつはできるな」




　恐らくこれは、俺のテイマースキル『スライム収納』のおかげなので、他の人がスライムを持っても、このスキルを習得しなければ使えない気がするが。

　そんなことを考えながら、俺は返事をする。




「す、スライムってすごいんですね……。分かりました。鑑定に回しますので、ちょっとだけ待っていてくださいね」




　そう言ってエリスは、ギルドの中へ戻っていった。

　確か、ヒーリア草と似た、別の植物があるんだよな。

　鑑定というのは、それが混ざっていないかどうかとか、状態の確認とかだろう。




　肩に乗せたスライムと話しながら待っていると、数分でエリスが戻ってきた。

　そして、俺を見るなり興奮したような声を上げる。




「すごいです！　全部ヒーリア草でした！」




「……それって、すごいことなのか？」




　ヒーリア草を持ってこいって依頼なんだから、別の草を混ぜないのは当然だと思うんだが。




「すごいですよ！　普通、半分くらいはレライア草とかが混ざっているものなのに！」




　……マジかよ。

　冒険者の仕事って、けっこう適当なんだな……。

　まあ、俺も『鑑定』を使って確かめたものの、スライム達はちゃんとヒーリア草だけを集めていたので、これは主にスライム達の手柄なのだが。




「……ってことは、全部買い取ってもらえるってことか？」




「喜んで！　この本数だと、何回も依頼を達成したことになるので、ランクアップにぐっと近付きますよ！　……他にＨランクかＧランクあたりの依頼を達成すれば、それだけで上がってしまうかもしれません！」




　……なるほど。いっぱい薬草を持ち込むと、何回も依頼を達成した扱いになるのか。

　あとはＨランクとかの依頼を達成すればいいって話だが……そうだ。




「なあ、そのＨランクとかＧランクの依頼って、討伐依頼でもいいのか？」




「もちろん問題ありませんけど……どうかしましたか？」




「薬草採りの途中で、けっこう魔物を倒したんだ。その中に、依頼の対象になっている魔物がいるかもしれないと思ってな」




「えっと、魔物を倒していても、討伐証明部位とかがないと依頼は達成できないんですけど……」




　討伐証明部位か。

　俺はこの世界に来たばかりだから、どの部分が討伐証明部位なのかを知らないんだよな。

　まあ、まるごと持って帰ってきているから、今のところは問題ないのだが。




「適当に、魔物を出してくれ」




『わかったー』




　そう言って俺は、スライムに倒した魔物を出してもらう。

　最初に出てきたのは、小さめの猪いのししの魔物だ。

　敵を選んで倒した訳じゃないが、依頼の魔物が混ざってくれてればいいな。




　……そんなことを考えながら、俺は魔物を受け取ったのだが……。

　それを見て、エリスが驚いたような声を出した。




「ちょ、ちょっと待ってください！　それ、買ってきた魔物とかですか？」




「……普通に倒してきた魔物だが」




　それを聞いて、エリスは少し青ざめる。




「あの……まさかとは思うんですけど、ユージさんが薬草を集めてきた森って……街を東の方から出て、山の方へ向かった場所じゃないですよね？」




　ふむ。

　確かに、街は東から出た覚えがあるな。

　それからは適当な方向に歩いたが、言われてみると進行方向に山があったような気もする。




「あんまりよく覚えてないけど、その方向な気がするな。……もしかして、立ち入り禁止区域だったりするのか？」




「や、薬草採りであんな危険な場所に行くだなんて……」




　ああ。

　あそこって、危険な場所だったのか。




　確かに、スライムが魔物と出会う頻度ひんどは多かった気がする。

　強い魔物はいなかったが、徹夜明けの新人冒険者が向かう場所としては、危険な場所なのかもしれない。




　そんなことを考えながらも、俺は話を本題に戻すことにする。




「……それで、こいつは討伐依頼の対象なのか？」




「は……はい！　クラッシュ・ボア、受注なし討伐依頼の対象で、ランクはＥです！」




　……え？

　火球１発で死んだ魔物が、ＧでもＨでもなく、Ｅランク？

　ちょっと高すぎないか？




「えっと……これがＥランクの魔物って、マジか？」




「はい」




　……こんなのが、Ｅランク？

　ドラゴンはもちろん、俺が街に出てくる前に倒した魔物の方が、まだ強そうだったが……。




　──ああ。分かったぞ。数か。

　確かにこいつは、森で沢山たくさん出てきたからな。




　群れとしての厄介やっかいさも含めて、Ｅランクなのだろう。

　ということは多分、１匹だけ倒しても依頼達成にはならないな。




「……何匹倒せば、依頼１回分になるんだ？」




「１匹ですけど？」




　……あれ？

　予想が外れてしまった。




「ってことは……これでランクが上がるのか？」




「えっと……ランクアップの詳しい基準は公開されていないんですけど、この実績なら間違いなく上がると思います。……ちょっと聞いてきますね」




　そう言ってエリスは、ギルドの中へ戻っていった。

　そして数分経たって、初老の男性を連れて戻ってくる。




　名札には『支部長　アジエス』と書かれているな。

　どうやら、偉い人のようだ。




「……君が、例のユージか？」




　アジエスは、俺の顔を見るなりそう確認してくる。

　ええと……確か、敬語は使っちゃダメなんだったな。




「そうだ。……『例の』ってことは、俺について何か聞いてるのか？」




「当然だ。何しろ、15年ぶりの特別枠合格者にして、Ｂ級索敵者の最速取得者だからな。知らない訳がない。ギルドの冒険者情報部は、君の噂うわさで持ちきりだよ」




　……そんな扱いになってるのか。

　冒険者情報部という名前は初めて聞くが、冒険者について調べる部署のようなものだろうか。




「それで……いくつか確かめたいことがあるんだが、いいか？」




　そう言ってアジエスは、机の上に大きくて丸い宝石のような物を置いた。




　恐らく、魔石というやつだろう。

　俺は魔物の解体をしたことがないが、魔物の体の中にはそういう石が入っていて、魔道具などに使われるらしい。




「ああ。問題ない」




　俺がそう答えると、支部長が質問を始める。




「じゃあ、最初の質問だ。……登録試験の際に使ったのは、自分の力と、テイミングしたスライムの力だけか？」




「そうだ」




　俺の答えを聞いて、支部長は机の上に置いた魔石を見る。

　だが、魔石に特に変わった様子はない。




「次の質問だ。今日ギルドに持ち込んだヒーリア草は自分で採取したもので、魔物は自分で倒したものか？」




「ヒーリア草はスライムが採取した。魔物もスライムと協力して倒した」




　やはり、魔石は反応を示さない。

　それを見て……支部長は満足げにうなずいた。




「うむ。虚偽きょぎはないようだな」




　……もしかしてとは思っていたが、あの魔石は噓うそ発見器のようだ。

　すごいな異世界。質問するだけで噓が分かってしまうのか。




「よし、ランクアップを認めよう。登録初日にランクＧ……ぶっちぎりの最速記録だな」




　そう言って支部長が、俺にギルドカードを渡してくれる。

　ランクの欄は、すでにＧへと書き換えられているようだ。




「Ｇランクになると、冒険者は一人前として認められる。そこそこ強い魔物の依頼とかも受けられるようになるが……実は冒険者の死亡率が一番高いのは、Ｇランクに昇格した直後だ。最初から難しい依頼を受けようとせず、簡単なのから進めていった方がいいと思うぞ。……まあ、すでにＥランクの依頼を達成している奴に、こんなことを言っても仕方がないとは思うが」




　……なるほど。

　Ｇランクなりたては、死亡率が高いのか。




　確かに今日はＥランクの魔物を倒したが、まだ異世界に慣れている訳じゃないし、俺も慎重に動いた方がよさそうだな。

　俺はソロだから、パーティーと違って互いに身を守ったりできないし。




「忠告ありがとう。じゃあ何かお勧めの、安全な依頼ってないか？」




　そう聞かれて、支部長は苦笑した。




「やたら強いくせに、ずいぶん慎重なんだな。……そうだな、ドライアの花の採取はどうだ」




「ドライアの花？」




「ああ。西の山の奥に生えている花だ。薬の材料に使われるんだが、最近ちょっと不足ぎみでな。薬草探しが得意なら、あの依頼がいいと思うぞ。遠いから時間はかかるが、東の森と違って危険も少ない」




　なるほど。

　要は、薬草採取みたいなもんか。




「時間がかかるって、どのくらいだ？」




「往復３日ってとこだな。野営が必要になるが、東の森よりはよっぽど安全だから、少ない危険で野営の練習ができる。できればパーティーを組んだ方がいいと思うが……」




　そのくらいなら、ちょうどいいな。

　この世界に来てから、薬草採取ばかりしている気がするが……まあ、支部長が安全だと言うのなら間違いはないだろう。




「じゃあ、その依頼を受けよう。パーティーは……組む相手がいないから、そのうち考えよう」




「Ｂ級索敵者なら、組む相手なんていくらでも見つけられると思うんだが……」




「まあ、俺にはスライムがいるからな。パーティーについては、１人じゃ危なそうな場所に行く時に考えるさ」




「……分かった」




　こうして俺は、ドライアの花の依頼を受注して、宿へと戻った。

　流石に、徹夜明けのまま往復３日もの依頼に行く訳にはいかないからな。




　……いよいよ明日からは、初めてのちゃんとした冒険の依頼になる訳だ。

　何事もなく、達成できればいいのだが。
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「よし、こんなもんか」




　翌日の朝。

　俺おれはドライアの花を採りにいくため、出発の準備をしていた。




　今回の依頼は、ヒーリア草の採取と違って、何日間もかかるものだ。

　当然、野営をすることになるので、準備はしないといけない。

　幸いなことに、テントや食料はあまり高くなかったので、すぐに調達できた。




「なあ、これって、容量に限界とかあるのか？」




　購入したテントを収納してもらいながら、俺はスライムに聞く。

　テントは１人用なので、そこまで重くはないが、スライムよりは明らかに大きい。

　容量に限界とかがあるなら、今のうちに知っておけばと思ったのだが……。




『んー……わかんない！』




　そうきたか。

　分からないなら、仕方ないな。

　もし容量が足りなくなったら、その時に考えることにしよう。




「じゃあ、行くぞ」




『うん！』




　そんな会話を交わしながら、俺はスライムとともに街を出た。

　場所は、西の山の山頂付近とのことなので、山を登るように進めばいい訳だ。

　だが……。




「やっぱり、遠いな……」




『とおいねー』




　出発からしばらくして、俺はスライムに話しかけた。

　もう１時間ほど歩いているにもかかわらず、全然山が近付いている感じがしないのだ。




　確か、徒歩で３日とか言ってたか……。

　スキルのおかげか、体力的には意外と大丈夫なのだが、精神的にけっこう疲れるな。

　というか、全く進んでいる気がしない。




　そこで俺は、いいことを思いついた。




「なあ、このあたりに、魔物っていないか？」




『わかんないけど……どうしてー？』




「俺はテイマーだからな。何かちょうどいい魔物がいれば、乗せていってもらおうと思って」




　俺のスキルは、テイミングと書いてある。

　別に対象がスライム限定な訳ではないので、走る魔物でもいれば、そいつを捕まえられるのではないかと思ったのだ。




『ゆーじが、乗れそうな魔物かー……。見つけたら、言うねー』




「おう、頼んだ」




　それから俺達は、魔物を探しながら、山へと向かった。

　支部長が『安全な森』と言っていただけあって、確かに魔物は少なかったが……。

　探し始めて30分ほど経たった頃、スライムが声を上げた。




『いたよー！　向こうに、狼おおかみみたいな魔物がいる！』




「分かった！」




　ようやく、乗り物が見つかった！

　そんな思いで、俺はそちらへと向かった。

　しかし……。




「ガルルルル……」




「なんか、敵対的だな……」




　向かった先にいた狼の魔物は、俺を見るなり牙きばをむいて、うなり始めた。

　いや、魔物なんだから、これが普通なんだろうけど。




「おい、ちょっと乗せてくれよ！」




「ガウッ！」




　俺は言葉による平和的解決を試みたが、狼の魔物はそれを無視して、襲いかかってきた。

　……どうやら、無理やりにでも乗せてもらうしかないようだ。




「ちょっと投げるぞ！」




『分かった！』




　俺はスライムに了承を得て、肩に乗っていたスライムを上へと放り投げた。

　狼の魔物はスライムを無視して、俺へと襲いかかってくる。




　そうして、スライムが魔物の死角に入ったところで……俺は魔法を発動した。




「魔法転送──魔力投網とあみ！」




　すると、宙に浮いたスライムから網が放たれ、狼の魔物を捕縛ほばくする。

　捕縛専用の魔法だけあって、拘束力はかなり高いようで、それだけで狼の魔物は動けなくなる。




「……剣召喚しょうかん」




　俺はそう言って、魔法で剣を召喚すると、身動きの取れなくなった狼の魔物に突きつけた。

　すると……。




「クゥーン、クゥーン……」




　狼の魔物は、最初の威勢が噓うそだったかのように、悲しそうな声を出し始めた。
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　だが、何を言っているか分からない。

　テイムしていない魔物だと、言葉は通じないのかもしれないな。




　そんなことを考えていると、俺はテイマーのスキルに『魔物意思疎通』というものがあるのに気付いた。

　これを使えば、テイムしていない魔物の言葉も分かるだろう。




　そう思って、俺は魔法を発動する。

　すると、魔物の声が聞こえ始めたが……その内容は、思った以上に情けないものだった。




「クゥーン、クゥーン！（助けて！　殺さないで！）」




「いや、殺す気はなくてだな、いいから乗せてってもらえば……」




「キャンキャン、クゥーン、ワンワン！（すいません！　こんな雑魚ザコ狼の分際ぶんざいで襲いかかってすいません！　殺さないでください！　何でもします！）」




　うーん。

　あまりの情けなさに、仲間にする気が失うせてきたぞ。

　でも、こいつは普通の狼よりだいぶ大きくて、俺が乗るのに丁度良さそうな体格なんだよな……。




「えーと……とりあえず、テイムしていいか？」




「ワン！　（はい！　喜んで！）」




　狼が答えると、ピロリン、という音とともにウィンドウが表示された。






『モンスター　プラウド・ウルフをテイムしました』






　プラウド・ウルフ？

　日本語に訳すと、『誇ほこり高い狼』という意味になるはずなのだが……誇り高さが全く感じられないのは、気のせいだろうか。

　……まあいいか。




「殺さないから、とりあえず向こうの山まで乗せてってもらえるか？」




『分かりました！　お乗りくださいッス！』




　そう言ってプラウド・ウルフは、地面に伏せて平たくなった。

　やはり、誇り高さは微塵みじんも感じられないが……とりあえず、移動手段は確保できたな。




「……ちゃんと、走れるか？」




『はい！　自分こんな雑魚ですけど、一応魔物なんで！』




　卑屈ひくつだな……。

　だが、魔物というだけあって、ちゃんと俺を乗せて走る力はあるようだ。

　走る速さも、俺とは比べものにならない。




「これなら、夜までには着きそうだな。……ペースは維持できるか？」




『こ、このくらいの速さなら、１日でも余裕ッス！』




　そう言ってプラウド・ウルフは、わずかにペースを上げる。

　もしかしたら、まだ俺に殺されないかどうかを心配しているのかもしれない。




「……無理はするなよ」




『わ、分かりました！』




　そう言いながらも、プラウド・ウルフはペースを落とさず、山に向かって進んでいく。

　そして……夕方になる頃。




『つ……つきました！　だからどうか命だけは……』




　うーん。やっぱり、殺されないかどうかを心配しているようだ。

　そんなつもりは、全くないんだが。




「お疲れ様。……この後はどうする？　帰りは他ほかの魔物を探せばいいから、別れてもいいが……」




『いや、ついていきます！』




「……それは、帰りも乗せていってくれるってことか？」




『もちろんッス！　ユージさんみたいな強い人のそばにいた方が、他の魔物に襲われなくて済みますし！』




　……うーん。

　相変わらず誇り高さは微塵も感じられないが、帰りも乗せていってくれるなら、それはそれでありがたいな。




「分かった。じゃあ、帰りも頼む」




　そう言って俺はスライムを肩に乗せ、プラウド・ウルフを連れて歩く。

　ギルドの話だと、ドライアの花はこのあたりに生えているはずだ。




　だが、それらしき花は見当たらない。

　いつも通り、薬草に詳しいスライムに聞いてみるか。




「なあ、ドライアの花ってどういう場所に生えるとか、分かるか？」




『んー……分かんないから、聞いてみるねー！』




「聞いてみる？」




『うんー』




　そう言ってスライム達は、俺の肩から降りると、適当な大きさに分裂して森の中へ入っていった。

　……それからしばらくして、『感覚共有』を通じて映る視界に、スライムが映った。




　俺がテイムしているスライムではなく、知らないスライムだ。

　聞くと言っていたが……それは、現地のスライムに聞くということだろうか。

　まあ、スライム同士のことはよく分からないので、とりあえず好きにやらせてみるか。




『こんにちはー』




『こんにちはー』




　まずは挨拶あいさつか。

　スライムにも、挨拶ってあるんだな。




『ゆーじのとこ、おいでー。安全でいいとこだよー。ごはんもあるよー』




　とか思っていたら、いきなり勧誘を始めたぞ。

　そもそも向こうのスライムは、俺のことなんて知らないだろ。




　ご飯っていっても、倒した魔物やその辺に生えてる草を好きに食べてるだけだし。

　当然、断られて──




『わかったー』




　とか思っていたら、なぜかオーケーされてしまった。

　それから数分して、俺のスライムが、現地のスライムを連れて戻ってくる。

　そしてスライムが視界に入るのとほぼ同時に、ピロリンという音が聞こえて、ウィンドウが表示された。






『モンスター　スライムをテイムしました』






　スライム、チョロすぎだろ……。

　警戒心ゼロにもほどがあるぞ。

　……まあ、現地の協力者が確保できたのはありがたいが。




「なあ、ドライアの花って知ってるか？　こんな感じの花なんだが」




　そう言って俺は、地面に絵を描く。

　だが、俺はあまり絵心がないので、歪いびつな形になってしまった。

　何とか伝わってくれるといいのだが。




『しってるー！』




　……祈りは通じたようだ。




「おお。どこに生えてるかも分かるか？」




『このへんに、はえてたんだけど……』




「生えて……『た』？」




　なぜ、過去形なのだろう。




「もしかして、もう生えてないのか？」




『うんー。ちょっと前に、なくなっちゃったー』




　……マジかよ。

　わざわざこんな遠くまで来たというのに、空振り……？




　確か依頼に失敗すると、罰金があったり、ランクが上がりにくくなったりするんだよな？

　それは……よくないぞ。




「えっと、他に生えてる場所とか知らないか？」




『んー……あったけど、全部なくなっちゃったよー』




　……全滅か。

　異常気象でもあったのだろうか。




　そんなことを考えていると、また１匹のスライムが、このあたりのスライムを連れて戻ってきた。

　例によってすでに説得は完了しているらしく、視界に入るなりテイミングが完了する。




　……そんな感じで俺の元には、次々とチョロいスライム達が集まってきた。

　ほとんどのスライムは、ドライアの花がどこに生えているのかを知らなかったが……。




　いい加減あきらめかけた頃、新たに入ってきた１匹のスライムが、興味深いことを言った。




『あっ、ドライアの花がなくなった理由、しってるよー！』




「……理由を知ってるのか？」




『うんー！　ドライアドさん、見にいこうかー？』




　……ドライアドさん？

　ドライアの花と似た名前だが……ドライアの花に関係のある誰だれかだろうか。




『こっちこっちー』




　スライムの１匹に先導され、俺は山の中を進んでいく。

　何というか、複雑で分かりにくい道だ。




　そうしてたどり着いたのは、木の根元にある、植物に囲まれた洞窟どうくつのような場所だった。

　案内がなければ、まず見つけられない気がする。




　中にいたのは──少女だった。

　年齢は、15歳くらいだろうか。




　見た目は儚はかなげで美しいが……なんだか、とても顔色が悪い。

　それと彼女からは、どこか人間離れした雰囲気を感じる。

　着ている服も、あまり人工物らしさがない。




　もしかして、人の形をした魔物とかだろうか。




『ドライアドさーん、生きてるー？』




『うん……何とか生きてるよ……』




　スライムの声を聞いて、少女が弱々しく返事をする。

　人間の言葉ではないようだが、まだ誇り高き狼と話した時に使った『魔物意思疎通』が効いているのか、意味は理解できる。

　どうやら、顔色が悪いのは気のせいではなかったようだ。




『でも、ここに来るなんて珍しいね。何かあった？』




『うんー。助けてくれそうな人がいるから、つれてきたよー』




『ゆーじだよー』




　そう言ってスライムは、俺の方を見る。

　入ってこいってことか。




　そう判断し、俺はスライムと少女のいる場所に踏み入った。




『ひっ……に、人間!?』




　その少女は、俺を見て恐れるように肩を縮ちぢこまらせる。

　どうやら、人間を恐れているみたいだな。




『この人、怖い人じゃないよー。優しい人だよー』




『とっても強くて、守ってくれるんだよー』




『言葉も、通じるし！』




　怖がる少女を、スライム達が説得する。

　俺は……今は口を出さないほうがよさそうだな。

　そうして、数分後。




『えっと……人間さん？　助けてくれるの？』




　少女は、おずおずと俺に話しかけてきた。

　どうやら俺は、怖くない人間として認められたらしい。




「あー……まず、俺は事情とかを全く知らないんだが……」




　俺は元々、ドライアの花とやらを採りにきただけだからな。

　いきなり助けてくれとか言われても、何をすればいいのか分からない。

　そう考えていると、スライムが俺に話しかけた。




『悪い人間が森に変なのを置いてって、森に元気がなくなっちゃったんだー。ドライアドさんは森の精霊だから、それで魔力がなくなって、弱ってるのー』




　スライムの言葉に、少女がコクコクとうなずく。




　……なるほど。

　少女（ドライアドというらしい）は、森の精霊だったのか。

　花を探して地面を見ていたので、あまり意識はしていなかったが……言われてみると、確かに森の木々は元気がなかったような気もする。




「つまり、俺はその『変なの』とやらを壊すか撤去てっきょすればいいのか？　あと、魔力を補給してやれればいいんだが……」




　そう言って俺は、習得済みの魔法を探ってみる。

　すると『魔力譲渡じょうと』という、目的にぴったりの魔法が見つかった。




　どうやら、自分が接触している相手に魔力を渡せる魔法のようだ。

　とはいっても、俺が直接触ったのでは、怖がらせてしまいそうなので……。




「ちょっと、ドライアドに触れてもらえるか」




『わかったー』




　スライムの１匹に、ドライアドに触れてもらう。

　そして、俺は魔法を発動する。




「魔法転送──魔力譲渡」




　魔法を発動すると同時に、俺のステータスに書かれたＭＰが減っていく。

　少し経って、俺のＭＰが半分くらいになった頃、ＭＰの減少が止まった。

　そして、ドライアドが首をかしげる。




『何か、体が軽い……人間さん、魔力譲渡って言ってたけど、もしかして……』




「ああ。魔力が足りないって話だったから、スライムを介して俺の魔力を移してみた。……調子はよくなったか？」




『うん！　ありがとう！』




　そう言って、ドライアドは笑った。

　どうやら、うまくいったみたいだな。




「じゃあ、とりあえず『悪い人間が置いていったもの』とやらがある場所に行くか。結局それをどうにかしないことには、根本的な解決にはならないんだろ？」




『うん！』




　そう言ってドライアドは、俺のすぐ横を通って洞窟から出た。

　どうやら今の『魔力譲渡』で、俺に対する警戒は解けたようだ。




　それから少しして、俺は森の中でも、特に被害のひどい一角へと到着した。

　いや、森というのは正しくないかもしれない。

　というのも、周囲にある草木は全て枯かれ果てており、荒れ地のようになっていたのだ。




　その中心に──黒くて大きい、魔石のようなものが置いてあった。

　要は、あれを適当な場所に持っていって捨てるか、破壊すればいい訳だ。

　そんなことを考えつつ、俺は魔石の元に歩み寄ると、それを持ち上げた。




『あっ、待って！』




「ん？」




　俺が魔石を持ち上げた瞬間、ドライアドが声を上げた。

　……何か、問題でもあったのだろうか。




　そんなことを考えていると……俺が持ち上げた魔石を見て、ドライアドが戸惑うようにつぶやいた。




『な、何で触れるの……？』




「……何で触れるって、どういうことだ？」




　俺はそう言って、持ち上げた魔石を観察する。

　うん。ちゃんと触れてるし、持ち上がってるぞ。




『えっと……スライムの話だと、それに触ったら死ぬって、人間が言ってたみたいなんだけど……』




「……そうなのか？」




　俺がそう聞くと、今日仲間にしたスライムが答える。




『言ってたー』




『持ってきたやつらは、棒の先につけてたよー』




『あそこに落ちてる棒だよー。１週間くらい前かなー？』




　そう言ってスライムは、地面に落ちた木製の棒を指す。

　だがその棒は、とても１週間前のものとは思えなかった。




　１年前に捨てられたものだと言われても、不思議には思わないくらいの朽くち方だ。

　特に、片方の先端が、ひどい状態だった。




　辛うじて、先端に固定用の金具がついていたような痕跡があるが……触ったら崩れそうだな。

　もしかして、あそこに魔石が固定されていたのだろうか。




「……あれ？　俺ってもしかして、かなりヤバいものに触ってるのか？」




　ちょっと心配になってきたので、俺はいったん魔石を地面に下ろした。

　だが、特にステータスに異常はない。




「えっと……何で死ぬのかって、分かるか？」




『わかんないー』




　俺の質問に、スライム達は首を振る。

　代わりに、ドライアドが口を開いた。




『多分、その魔石に入っている呪のろいのせいじゃないかな？　だとしたら、ユージは死なないはず』




「呪い？」




『うん。私の魔力容量って、普通の人間とは比べものにならないほど大きいはずなの。その私を回復できるほどの魔力があるなら、ちょっとくらい呪いが入っても、薄まっちゃって影響が出ないのかも。呪いも、魔力の一種だし』




　……なるほど。

　呪いって、魔力の一種なのか。




『ちなみに、私を回復した時、ユージは魔力をどのくらい使った？　全魔力の１００分の１くらい？』




「えっと……半分くらいだな」




『半分ってことは……魔力が満タンの状態でも、私の２倍とか？　そのくらいだと、呪いは薄まりきらないはずなんだけど……噓ついてないよね？』




「ついてないぞ」




　つく理由もないし。

　……あ、でも魔力に関して１つ、気になったことはあるな。




「そういえば、前に魔法を使った時、魔力がマイナスになったことがあったな。魔力って、そういうもんなのか？」




　俺の発言を聞いてドライアドが、不思議なものを見るような顔をする。




『魔力がマイナス？　そんなの、ある訳ないと思うけど……ありえないって意味では、私より魔力の多い人間が、まずありえないはずなんだよね……』




　そう言ってドライアドは、少しだけ考え込み……すぐに笑顔になって、言った。




『うん、分かんない！　ユージって不思議！』




　……なるほど。

　とりあえず、ＭＰがマイナスになるのが、普通の状況ではないということだけは分かった。

　それと、できるだけ例の魔石には触らない方がいいということも。




「よし、魔力の話はいいとしよう。問題はこの魔石の処分だけど……こんなに危ないものを、持って帰る訳にはいかないよな？」




『うん。っていうか、こんなのを持って森の中を移動したりしたら、木がみんな枯れちゃう！』




　だよな。

　となると……。




「やっぱり、この場で破壊するしかないか。──剣召喚」




　魔法を使って俺は、手元に剣を呼び出す。

　そして、一気に魔石へと振り下ろしたが──




「……あれ？」




　魔石に当たるのとほぼ同時に、剣が折れてしまった。

　それから、ボロボロと崩れるように、剣が消えていく。




　……なるほど。これが呪いの力か。

　俺、よくこんなのを素手で触ってたな。




「これは……もっと高出力な魔法で、一気に消し飛ばすしかないか。でも、森にはこれ以上被害を出したくないよな……」




　普通の森であれば『終焉しゅうえんの業火ごうか』でも何でも使って吹き飛ばせばいいのだが、ここはドライアドの森だ。

　この魔石を壊すために森を焦土しょうどに変えたりしたら、本末転倒だからな。




　少し考えた末、俺は魔石の周りを囲うように、地面に円を描いた。




「よしみんな、この線の上に来て、魔石を囲んでくれ！」




『『『『はーい！』』』』




　俺の声を聞いて、スライム達が円を作り、魔石を囲んだ。

　半径は、大体５メートルくらいだろうか。




　このくらい距離があれば、間違って魔石に触ってしまうこともないだろう。

　それを確認して、俺は手持ちの魔法をさらに２つ発動する。




「魔法転送──対魔法結界！」




「魔法転送──対物理結界！」




　転送先は、全てのスライム達だ。

　これで魔石の周囲は、何重もの結界に覆おおわれた。

　──つまり、多少強力な魔法を使っても、この中なら被害は出ないという訳だな。




「さて……やるか」




「……終焉の業火は、魔力消費が激しすぎるからやめておくとして……そこそこ高威力で、結界の中に収まる魔法は……」




　俺はそう言って、手持ちの魔法を探してみる。




　すると……『極滅きょくめつの業火』という魔法が見つかった。

　どうやら『終焉の業火』の範囲を狭くして、威力も下げた程度の魔法らしい。

　まあ『終焉の業火』に比べるとだいぶ弱い魔法だと本に書いてあったので、恐らく大丈夫だろう。




「……極滅の業火」




　すると一瞬にして、結界の中が炎に包まれた。

　何重にも結界を張っていたおかげで、結界の外は守られているが、それでもかなりの熱が伝わってきた。

　結界もビリビリと音を立てて揺れているし、壊れないかどうか心配になってくるくらいだ。





『ぎゃーっ！』






『すごい燃えてるー！』




『さ、最初から飛ばしすぎじゃない!?　初めて見る魔法だけど……ドラゴンとか倒せそうな威力だよ!?』




　スライム達やドライアドは突然現れた炎に驚き、

　……うん。正直『終焉の業火』より『だいぶ弱い魔法』でこのレベルだとは思っていなかった。

『終焉の業火』って、やっぱりヤバい魔法だったんだな……。




「あー……すまん、この魔法は初めて使ったんだ。だから威力を知らなかった」




『初めて使って、この威力!?』




「使うのは初めてだけど、本で読んだからな。魔力消費が多いから、もう１発撃つのは控えたいが」




　そう言って俺は、自分のステータスを見る。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇やみ魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　３１２／３１２

　ＭＰ　マイナス15／１８２０

　状態異常：魔力過剰使用






　ちょっとだけ、魔力がマイナスになってしまった。

　ＨＰは減っていないので、この程度のＭＰ消費であれば、体にまではダメージが出ないということなのだろう。

　ドライアドが言うには、ＭＰがマイナスになること自体、普通はないらしいが。




「……まあ、多分２発目を撃つ必要はない──ん？」




　ドライアドと話している間に、煙が晴れてきた。

　結界の中は、地面が赤熱し、元々あったはずの岩が消滅しているなど、かなり派手に地形が変わっている。

　そんな状況の中──魔石だけは、無傷だった。




「マジかよ……」




『あれだけ強い呪いがあると、それ自体が防壁みたいになっちゃうんだね……』




　とりあえず、炎系の魔法は効かないとみてよさそうか。

　まだＭＰは使える気がするので、他の魔法を試してみることにする。




「えっと、破壊に向いた魔法は……っと」




　結界の中に入って魔法を使うと、自分が巻き込まれる可能性が高いので、遠距離攻撃のできる魔法の方がいいだろう。

　魔石はかなり頑丈なようなので……それを物理的に砕ける魔法がいいな。

　そう考えながら魔法を探してみると、ぴったりのものが見つかった。




「魔石砕き」




　今度は『終焉の業火』が結界自体を巻き込んだような、派手な動きはなかった。

　ただ鋭い音とともに、魔石の周囲の岩や地面が砕け散る。




　だが──




「これでも砕けないか」




『岩が粉々になってるから、威力は足りてると思うんだけど……やっぱり、呪いを破れてないみたいね……』




　やはり、呪いが問題のようだ。




「……よく考えると、呪いが問題なんだったら、壊さないで解呪かいじゅすればいいんじゃないか？」




『弱い呪いなら、解呪が効くんだけど……ここまで強い呪いを解呪したって話は、聞いたことないな……。魔石ごと壊す方が、まだ簡単だと思う！』




　なるほど。

　一番自然な選択肢なのに、今まで話題に出なかったのは、そういう理由なのか。




「でも『極滅の業火』より高威力な魔法を使おうとすると、多分結界がもたないんだよな……。解呪系の魔法とか使ってみたら、多少は弱くなったりしないか？」




　そう言って俺は、手持ちの魔法の中から、解呪に使えそうな魔法を探してみる。

　すると、『解呪』『解呪・強』『解呪・極きわみ』という魔法が見つかった。

　他にも解呪系の魔法は色々あるようだが、これが一番無難な気がする。




「えっと……近付かないと使えないみたいだな」




　俺は魔石に近付くために、水魔法で結界の中を冷やしてから、結界に入る。

　そうして、魔石にギリギリ触れない程度の場所に手を置いた。




　どの魔法を使えばいいのか分からないが……とりあえず、弱いのから順番に使ってみればいいか。




「解呪」




　すると……黒かった魔石が、端からだんだんと白く変わっていく。




『えっ、解呪できてる!?』
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　魔石の様子を見て、ドライアドが驚きの声を上げた。

　そして、白くなった場所から魔石がひび割れ──ついには、砕け散る。




「どうやら、壊せたみたいだな」




　そう言って俺は、結界を解除しようとする。

　だが──次の瞬間、ドライアドが叫さけんだ。




『ユージ、気をつけて！　破片の様子が、なんかおかしい！』




「破片？」




　ドライアドの声を聞いて、俺は周囲の破片に目を向ける。

　すると──魔石のまわりに、何やら黒いもやのようなものが集まっているのが見えた。




　そのもやは、徐々じょじょに実体化し──黒い魔物の姿になった。

　それも、10匹や20匹ではない。

　粉々になった破片の１つ１つから実体化した魔物は、軽く数百はいそうだ。




「マジかよ……流石さすがに多すぎないか？」




　そう言って結界の中から離脱しながら、俺は周囲の状況を確認する。

　結界のおかげで、今のところ魔物は全て閉じ込められているようだ。




　だが、その結界も『極滅の業火』に痛めつけられた影響か、危うげに揺れたり、ガタガタと振動したりしている。

　張り直さないと、そろそろ壊れそうだ。




　スライム達は……元の円形の配置を維持しているようだな。

　これなら、再展開は簡単だろう。




「魔法転送いくぞ！　配置を維持してくれ！」




『『『わかったー！』』』




　俺はスライム達がちゃんと配置についていることを確認して、魔法を発動し始める。




「魔法転送──対物理結界！」




　まず対物理結界を再展開して、魔物を結界の中にしっかりと閉じ込める。




「魔法転送──対魔法結界！」




　ついでに、対魔法結界も再度張っておく。

　そして──。




「極滅の業火！」




　焼却処分だ。




　魔石相手には効かなかったが、今回は結界に閉じ込めた魔物が相手だからな。

『極滅の業火』はそれなりに魔力を食うが、狭い範囲に固まった魔物を殲滅せんめつするには、便利な魔法だと思う。




　──それから少し経って、結界内部の煙が晴れる。

　さっきまでいた魔物は跡形もなく消え、そこには完全に白くなった魔石だけが落ちていた。

　白くなった魔石から魔物が出てくる様子もない。




『あ、あの数を一瞬で……』




「いいコンボだろ？　……まあ、魔力消費はやっぱり大きいんだが」




　そう言いながら俺は、ＭＰを確認する。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　３２０／３２１

　ＭＰ　マイナス１７４０／１８２０

　状態異常：魔力過剰使用






　ＭＰがかなりマイナスになってしまった。




　だがＨＰはほとんど減っていないので、このくらいのマイナスであれば、あまり問題はないのかもしれない。

『終焉の業火』の時、ＭＰはマイナス20万くらいになったけど、死んだり後遺症が残ったりはしなかったし。




　……まあ、ＭＰがマイナスになるのは普通ではない状態のようなので、できればこれ以上は避けておきたいのだが。




「とりあえず、呪われた魔石の処理はこんなもんか。魔石のあった場所をかなり派手に壊してしまったけど……これ、直した方がいいか？」




　そう言って俺は、結界を見る。

　結界の外側は平和そのものだが、結界の内側はガラス化したり地面が溶岩になったりと、ひどい有様ありさまだ。




　溶岩になった場所は水をかけて冷やしてみたが、しばらく木とかは生えそうにない。

　ドライアド的に、これはまずいんじゃなかろうか。




『このくらいの範囲なら、全然問題ないよ！　あの魔石さえなければ、ほっといても木が生えて森に戻るんじゃないかな？』




『うんー！』




　……と思ったのだが、特に問題はなかったようだ。

　まあ、森は広いからな。

　魔石さえなければ、割と何とかなるのか。




「それならよかった」




　そんな話をしていたところで──俺は、元々の目的を思い出した。




　俺はここに『ドライアの花』を採取しにきたのだ。

　花がないなら仕方ないが、ドライアドに聞けば何か分かるかもしれない。




「なあ、ドライアの花って知ってるか？」




『知ってるよ！　私の領域になってる森に、勝手に生えてくる花だね。……ドライアの花がどうかした？』




　なるほど。ドライアドの領域だと、勝手に生えてくるのか。

　俺が来た時にはドライアドに元気がなかったから、生えていなかったということかもしれない。

　だとしたら、どこかに生えている望みは薄いな。




「俺は元々、その花を採取するっていう依頼を受けて、この森に来たんだ。今はないって聞いたけど……」




『ああ、そういうことか！　分かった。ちょっとやってみるね』




　俺の質問を聞いて、ドライアドが答える。




「やってみる？」




『うん。使い道もないものだし、意識して生やしたことはないけど……』




　そう言ってドライアドは、目を閉じる。

　そして──




『えいっ』




　ドライアドの可愛かわいらしいかけ声とともに、地面から何やら、沢山たくさんの草が生えてきた。

　その草は急激に成長し──１分もしないうちに、花が咲き始める。




　その花は、ギルドで見た覚えのある──というか。




「ドライアの花だ！　……これ、採取してもいいのか？」




　俺の言葉に、ドライアドがうなずく。




『うん！　ユージは命の恩人だし、いくらでも生やしちゃうよ！』




　そう言ってドライアドは、周囲にどんどんドライアの花を咲かせ始める。

　失敗だと思った依頼は、大成功に終わるようだ。




「……よし、こんなもんか」




　魔石から出てきた魔物を倒してから、およそ１時間後。

　俺は大量に集まったドライアの花を見て、満足げにうなずいた。

　依頼には、何本取ってこいとかは書いていなかったが、これだけあれば足りないことはないだろう。




『いっぱい集まったねー！』




『ドライアド、ありがとねー！』
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『私こそ、助けてくれてありがとう！　また花が必要になったら、いつでも呼んでね！』




「ああ。似たような依頼があったら、また頼むかもしれない」




　俺はスライム達にドライアの花を収納してもらいつつ、ドライアドと話す。

　そこで俺は──ドライアドの発言に、ちょっと気になる部分があることに気付いた。




「いつでも呼んでって……俺が来るんじゃないのか？」




『んー……来てくれてもいいけど……私って木があるところなら大体どこにでも行けるし、呼んでくれた方が早いよ？　あんまり長い間領域から離れると弱っちゃうけど、さっきみたいに魔力をもらえれば大丈夫だし』




　そう言ってドライアドは、地面の中に溶けるように姿を消し、少し離れた場所に現れる。

　……瞬間移動みたいなもんか。便利だな。




「じゃあ……連絡係として、テイムした魔物を置いていけばいいか。ここに残りたいスライムは手を挙げてくれ」




　そう言って俺は、近くに散らばっているスライム達を見回した。

　すると、元々この森にいたスライムのうち何匹かが手（？）を挙げる。




「よし、じゃあ今手を挙げたスライムは、ドライアドの元に残ってくれ」




『はーい！』




　これで、ドライアドの方は何とかなるだろう。

『テイマースキル・意思疎通』は離れていてもつながるし、もし何かあったら『魔法転送』とかで対処できるようになるからな。




「じゃあ、帰るか……あれ？　そういえば、プラウド・ウルフはどこに行った？」




　ここまで一緒に来て、帰りも乗せていってもらうはずだったのだが……途中から見かけなくなった気がする。

　そんなことを考えていると……スライム達が声を上げた。




『プラウド・ウルフはあっちだよー』




『ゆーじが魔法を使った時に、怖がって逃げてたんだー』




『違うよー！　もっと前に、魔石を見た時に逃げてたよー！』




　……なるほど。逃げてたのか。

　誇り無き狼、相変わらずだな……。




『えっと……もう出ていっても、大丈夫ですかね……？』




　そんなことを話していると、プラウド・ウルフの声が聞こえた。

　どうやら、少し離れた場所の岩陰に隠れていたようだ。




「もう戦闘は終わったからな。というか結界を張ってたから、もともと危なくはなかったぞ」




『でも、なんか怖くて……』




　そう言ってプラウド・ウルフは恐る恐る結界のあった場所へと近付いてくる。

　こいつ、本当に魔物なのだろうか……。




　まあ、色々残念な部分はあるが、プラウド・ウルフが俺を乗せて速く走れることに変わりはない。

　別にこいつを戦闘に参加させる必要はないしな。




「分かった。とりあえず、街まで頼む」




『はい！』




　そう言ってプラウド・ウルフは俺を乗せて街へと走り出す。




『またねー！』




「ああ！　また会おう！」




　俺はこうしてドライアドに別れを告げ、森を後にした。

　まあ、置いてきたスライムを介せば、いつでも通信はできるのだが。




　◇




　それから、数時間後。

　俺は無事に、街へとたどり着いていた。




　まず考えるべきは……プラウド・ウルフの今後だな。

　自然に帰してもいいが、こいつをそのまま森に戻しても、生きていけない気がする。

　まあ、本人（狼だが）の意思に任せるか。




「なあプラウド・ウルフ、お前これからどうする？」




『どうするって……ついていきますよ？　前にも言いましたけど、その方が他の魔物に襲われたりしなさそうですし。……あの魔法を転送するやつ、俺にも使えるんですよね？』




　うん。そんな気はしてた。

　いざとなったら『魔法転送』で守ってもらおうという考えのようだが……移動する時に乗るなら、これくらい臆病おくびょうな方が安全な移動ができるだろうし、俺としては問題ない。




「ああ。使えるぞ。……ってことで、これからよろしく頼む」




『分かりました！　誠心誠意、ユージさんを運ばせてもらいます！　……戦闘では役に立てそうにないですけど』




「心配するな。戦闘の期待はしてないからな」




　そう言って俺は、プラウド・ウルフに首輪をかけ、タグをつける。

　これはテイマーが、テイミングしている魔物を識別するためにつけるタグだ。




　スライムならいいが、街にこういう魔物を連れて入るためには、この首輪が必要らしい。

　野営の準備のついでに、一応買っておいたのだが、早速さっそく役に立つとはな。




　そんなことを考えながら──街に入ろうとした時。

　近くにいた冒険者が、プラウド・ウルフを指して言った。




「ずいぶんと立派な狼だな……。それだけの魔物をテイムできるテイマーが、この街にいたのか……」




　立派な狼……果たしてそうだろうか？

　そんな疑問を抱きつつも、俺は街へと入った。
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「……この街、普段と様子が違わないか？」




　街の中に入った俺おれは、そうスライムに話しかけた。

　つい昨日街を出て帰ってきただけなのに、様子がなんだか変わっている気がするのだ。




『なんか、こわいねー』




　スライムも、俺と同意見のようだ。

　すれ違う冒険者も、みんな街中だというのに物々しい装備を身につけて、臨戦態勢といった感じになっている。




　そんな街の中を抜けて、俺はギルドの中へと入った。

　ギルドに狼おおかみを連れ込む訳にはいかないので、プラウド・ウルフは入り口の前で留守番だが。







「あれ？　ユージさん、ドライアの花を採りにいってたんじゃないんですか？　もしかして、依頼失敗とか……」




　俺の顔を見るなり、エリスが俺に話しかける。

　どうやら、ドライアの花の依頼を気にしている様子だ。




「いや、失敗してないぞ。ちょっと色々あって、早く採ってこられたんだ」




　そう言って俺は、スライムからドライアの花を数本受け取り、エリスに見せる。

　それを見てエリスが、嬉うれしそうな、安心したような表情をした。




「よ……よかったです！　これが失敗すると、非常にまずかったので……」




「失敗するとまずい？　これ、そんなに深刻な依頼だっけ？」




　依頼を受けた時に、そこまで強硬に勧められた覚えはないのだが。

　そんなことを考えていると、エリスが答える。




「依頼時点ではそんなでもなかったんですけど……ちょっと急いで、大量の薬が必要になりそうで……あっ、どのくらい採れましたか？」




「ええと……スライム、頼んだ」




　言って俺は、ギルドの買取用カウンターの上に、スライムを置く。




『わかったー』




　そう返事をしながら、スライムがカウンターの上にドサドサとドライアの花を出し始める。

　そうして１分もしないうちに、カウンターの上はドライアの花で満杯になった。




「な、何ですかこの量……本当に、本物？」




「ああ。色々経緯けいいはあるが、全て本物のはずだ」




　それを聞いてエリスは──。




「ちょ……ちょっと支部長に相談してきます！」




　そう叫さけびながら、ギルドの奥へと引っ込んでいった。




　そして数分後。

　支部長のアジエスが出てきた。




「……ユージ、またお前か。今度は、ドライアの花の１年分の産出量を持ち込んだと聞いたが……」




　そう言って支部長アジエスが、ドライアの花でいっぱいになったカウンターを見た。

　そして、最初に俺の応対をしていたエリスに言う。




「……これ、１年分じゃないぞ。最低でも２年分はある」




「すみません、数え切れなくて……」




　ドライアドが出してくれた花って、そんなにあったのか……。

　いや、ただ回収するだけで何十分もかかったから、多いのだろうとは思っていたが。




　しかし、２年分とかの産出量をいきなり持ち込まれても、ギルドも困りそうだな。




「流石さすがに多すぎたか？」




　そう言って俺は、多すぎるドライアの花をスライムに収納してもらおうとする。

　しかし……アジエスの答えは、予想とは違うものだった。




「いや、全量買い取らせてもらおう。これこそ、今のギルドに必要なものだ」




「……２年分もの量が必要？　何かあったのか？」




「実は少し離れた山で、魔物の大発生が見つかってな。……しかも、それが大規模な群れになっている。何か切っ掛けがあれば、その魔物の全てがこの街に向かってくることになるだろう」




　……魔物の大発生か。

　そういえば、俺がこの世界に来たばかりの頃から、このあたりの魔物が増えているって話があったな。

　もしかすると、その関係かもしれない。




「そいつらが、この街に来るのか？」




「いや、どの街に来るか分からないというのも厄介やっかいなところでな。ギルドとしても１つの街に戦力を集中させたりできないんだ。だからこそ、薬が重要になる」




　言って支部長は、俺が持ってきたドライアの花をつまみ上げて、状態を観察する。

　そして、満足げにうなずいた。




「……これを大量に配備できれば、大幅に被害を減らせる。ドライアの花から作れる薬は、即効性が高いからな。……報酬を用意した。確認してくれ」




　そう言って支部長が、俺の前に金貨を積み上げる。

　安全な依頼だということで、練習代わりに受けたはずなのに……なんだか、ずいぶんと儲もうけてしまったな。




　ただ、手放しで喜べる状態でもない。

　大発生した魔物が、いつ襲ってくるか分からないのだから。




「大発生の対策は、ギルドでやるのか？」




「ああ。今ギルドは、大発生に関係ない依頼を全て停止している。……ユージも協力してくれるか？」




　そう言って支部長は、俺を見据えた。

　俺はそれに、迷いなく答える。




「もちろんだ。……それで、俺は何をすればいいんだ？」




「ユージには、魔物の監視を頼みたい」




「監視？」




「ああ。ユージはこの支部にはほとんどいないＢ級索敵さくてき者だ。新人とはいえ、魔物の動きを見る力は普通の冒険者よりはるかに上のはずだからな」




　魔物の監視か。

　確かに、適当にスライムでも潜ひそませておけば、魔物の動きは簡単に把握はあくできるだろう。

　だが……。




「それだけでいいのか？」




　監視など、スライムができることのうちほんの一部でしかない。

　役目がそれだけというのは、逆に退屈な気がするのだが。




「それだけ？　監視とはいっても、ギルド試験であったようなテントの監視とは訳が違うんだぞ？　何しろ、どっちに行くかさえ分からない魔物の群れを監視し続けなきゃならないんだからな」




「でも群れの監視ってことは、隠れて移動する奴やつを見つけろって話じゃないんだよな？　スライムを適当に散開させておけば、それで終わりじゃないのか？」




　そう言って俺は、スライムを分散させる。

　この街に来た時には80匹ほどだったスライムだが、ドライアの森で増えた影響で、今は１００匹くらいいる。




「な……何だその数は？」




「えっと……１００匹くらいだけど」




「まさか、それを全部テイムしているのか？」




「ああ」




　できれば、このことはあまり広めたくなかったのだが……今は緊急事態だからな。

　力を隠して被害が出たりしたら、それこそ最悪だ。




「か、数のことはとりあえず認めよう……だが仮に散開させたとして、連絡が取れないと意味がないんじゃないか？」




「テイムしてる魔物なら、遠くにいても連絡はできるよな？」




　それを聞いて支部長は、首をかしげる。




「いや、魔物と会話できるテイマーは時々いるが、遠距離での会話なんて不可能なはずなんだが……」




　そうなのか？

　……ちょっと心配になってきた。

　一応、試してみるか。




『ドライアド班、聞こえるか？』




『どうしたのー？』




『いや、特に用はない。ちゃんと通信がつながるかどうか試しただけだ』




『わかったー』




　俺が、ドライアドの元に残ったスライム達に通信を飛ばしてみると、ほとんど間を置かずに返事がきた。

　どうやら、ちゃんとつながっているようだ。




「何か、遠距離でも会話できるみたいだぞ」




「……それって、Ｂ級索敵者どころの騒ぎじゃないと思うんだが……とにかく、それを使えば広範囲を１人で監視できるってことだな？」




「ああ。それで──ちょっと待ってくれ」




　そんなことを話していると、スライムから通信の続きがあった。




『ゆーじー、魔石のこと、知ってる？』




『魔石？』




『うんー。ゆーじが壊したみたいな魔石が、他ほかの場所にもあったんだってー』




『ドライアドが言ってたよー』




『領域の外だから、ドライアドは大丈夫だって言ってたけど、あぶないってー』




　……あの魔石、他にもあったのか。

　となると、もしかして……。




『それってもしかして、魔物の大発生と関係あるか？』




『んー、わかんない！』




『ドライアドは、魔物が出てくるかもって言ってた！』




　……やはり、その可能性はあるか。

　この件も、支部長に伝えておいた方がよさそうだ。




　一応、ドライアドの件だけは伏せておくか。花を目当てにドライアドが狙ねらわれたりしたら、可哀想かわいそうだし。




「今、遠くに置いたスライムと通信をしてたんだが、大発生の原因っぽい情報が出てきた」




「原因？」




「ああ。この花を採りに行ったとき、近くに呪われた魔石があったから、それを壊してきたんだが……壊したときに魔物が発生したんだ。近くにいた魔物の話では、その魔石は人間が設置したらしい」




「呪いの魔石だと!?　……それは本当か!?」




　……思ったより、反応が大きいな。

　もしかして、魔石について何か知っているのだろうか。




「呪いの魔石に、心当たりがあるのか？」




「いや、心当たりはないが……いくら常識に疎うといユージでも、エイジア王国の話くらいは知ってるだろ？」




「エイジア王国？」




　そんなことを言われても、知らないんだが。




「……まさか、知らんのか？」




「ああ」




　そんなに有名な話なのか。

　まあ俺はこの世界で育った訳じゃないから、知らなくて当然なのだが。




「大昔、エイジア王国という国が、呪いの魔石によって滅ほろぼされたって話だ。本当に魔石が原因かは分からないが……エイジア王国に魔石が現れたことと、当時繁栄していたエイジア王国が、たった３年足らずで衰退すいたいして滅んだことだけは確かだな」




　なるほど。そんな話があったのか。




　だが例の魔石は、栄えていた国を３年足らずで滅ぼすほど危険なものには見えなかった。

　恐らく別物だろうが……一応、特徴を聞いてみるか。




「……ちなみに、その国を滅ぼした魔石の特徴って、分かるか？」




「国が滅ぶまでに、ギルドに伝わった程度の情報ならな。……色は黒くて、光沢はほとんどない。触ったものがみんな壊れてしまうから、移動や破壊は不可能。人間なら死ぬらしい。それから……周囲にあった植物が枯かれたらしい。それでどうして国が滅んだのかは分かっていないが」




　……マジかよ。

　例の魔石と、特徴がほとんど一致しているじゃないか。




「……俺が壊した魔石と、ほぼ一緒だな。まあ人間が運んできたって話だから、国を滅ぼした魔石に比べると呪いは弱そうだが」




「呪いの魔石か……。破壊できたなら別物だとは思うが、説の１つとして報告を上げておこう。それでユージの役目だが……監視しながら、戦闘もできるということで構わないか？」




「ああ。スライムもこう見えて、意外と戦えるからな」




　魔法転送を使えば、スライムは砲台代わりになる。

　しかも同じ魔法を２匹以上のスライムに同時転送することもできるので、並べれば火力を上げられる。

　まあ、魔力消費はその分増えていくので、いくらでも転送できる訳じゃないが。




「スライムが戦うのか……普通なら信じられんところだが、相手がユージだからな。信じることにしよう。もちろん報酬は出すから、依頼書を受注しておいてくれ」




「分かった。……依頼は、これでいいのか？」




　そう言って俺は、魔物の群れを監視する依頼と、魔物を討伐とうばつする依頼の依頼書を差し出す。

　報酬が高いのは監視依頼のほうだが……討伐依頼は倒した数で報酬が変わるので、沢山たくさん倒せば討伐依頼の方がメインになるかもしれない。




「ああ。頼んだぞ」




　◇




　こうして俺は依頼を受注し、支部長に送り出されてギルドを出た。

　そして、魔物の群れの付近にスライム達を配備すべく、森へと出る。




「よし、それじゃあ頼んだぞ」




　森を出たところで、俺はそう言ってプラウド・ウルフの背中にスライムを乗せた。

　今回、スライム達は魔物の群れを囲うように配置される訳だが、その運び屋の役目を担うのはプラウド・ウルフなのだ。

　プラウド・ウルフの負担を減らすため、俺自身は街に残る形になる。




『わかったー』




『やっつけるよー！』




『魔物をやっつけるのは、ゆーじの魔法だけどねー』




『ええと……本当に俺なんかで、大丈夫なんですか？』




　スライム達はやる気のようだが、プラウド・ウルフは心配なようだ。

　プラウド・ウルフ、テイムした時の経緯の関係で自信をなくしているだけで、決して弱い魔物じゃないと思うんだけどな……。

　それに、俺の補助もある。




「大丈夫だ。強化魔法もかけるし、魔法転送はスライム以外にも使えるからな。襲撃があったら、俺が攻撃魔法を転送する」




　俺はそう言って『体力増強』『移動強化』『防御力強化』といった魔法をプラウド・ウルフにかけていく。




『この魔法……力が湧わいてきました！　ユージさんが魔法を送ってくれるなら、安心です！』




　魔法を受けてプラウド・ウルフも自信が出てきたようで、元気に森へと駆け出していった。

　……さて、俺は俺で、決戦の準備をしておくか。




　この街に魔物が来るかは分からないが、監視の依頼を受けた以上、できれば他の街にも被害は出したくない。

　かといって、手持ちの魔法は威力が高くても、範囲が絞れないせいで周りに被害が出てしまいそうなのだ。




　色々試してみれば、ちょうどいい魔法は見つかるかもしれないが──もっとぴったりの魔法を、手っ取り早く手に入れる方法がある。

　作ればいいのだ。




「……魔法創造」




　そう言って俺は、ギルド試験の際に見つけた魔法を発動する。

　あの時は時間がなかったため、この魔法は使えなかったが──今なら、考える時間がある。




「しかし、やっぱり複雑だな……」




　表示されているのは、ステータス画面などに使われているウィンドウを、さらに複雑にしたような画面だ。

　中央には何も書かれていないウィンドウがあり、その周囲には『魔力流分析』『必要魔力量』『構成保存』『魔法取り込み』などという文字が、沢山並んでいる。




　……魔導書のおかげか、各項目の意味や使い方は何となく分かる。

　とりあえず、既存の魔法でも分析してみるか。




「魔法取り込み──火球かきゅう」




　そう言って俺は、手持ちの魔法の中で比較的単純そうな『火球』を解析してみる。

　すると、中央の何も書かれていなかったウィンドウに、数十行ほどの文字列が表示された。




　どうやら、これが『火球』の構成らしい。

　書かれている文字は『魔力変換BG2A,GGT2』や『魔力滞留0.02,12,5,10』といった、よく分からない内容だが──書き方が、何となくコンピューターのプログラムに似ている気がする。




　もし、魔法の構成がプログラムのようなものだとすれば、あまり理解しないまま手っ取り早く構成を変える方法がある。
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　そう──カット＆ペーストである。




「えっと……とりあえず、似てる魔法と比べてみるか」




　そう言って俺は、記憶の中の魔法を探る。

『火球』と似ている魔法というと……他属性の攻撃魔法か。

　そう考えて魔法を探していくと、『水弾』という魔法が見つかった。




「魔法追加取り込み──水弾」




　俺がそう詠唱えいしょうすると『火球』の構成が書かれたウィンドウの横に、水弾の構成が表示された。

　内容は『火球』を分析した時に表示されたものとほとんど変わらない。

　ただ、真ん中にある３行ほどだけが違った。




「ええと……これを変えればいいのか？」




　試しに『火球』の３行を、『水弾』のものに書き換えてみた。

　そうして、できあがった文字列を、魔法に変換する。




「出力──『火球・水バージョン！』」




　すると火の代わりに、水の弾が飛んでいった。

　なるほど。こうやって使う訳か。




　──そんな感じで、俺は色々と魔法を分析したり組み合わせたりして『魔法創造』の使い方を把握していった。

　まあ、今の使い方だと『魔法創造』というよりは『魔法組み合わせ』なのだが。




　将来的には、ちゃんと魔法の構成に何が書いてあるのかを理解して、完全オリジナルで魔法を作ったりしてみたいものだ。




「とりあえず……こんな感じか」




　そう言って俺は、でき上がった魔法の構成を見る。

　最終的に俺が作ったのは、『円形結界』と『極滅きょくめつの業火ごうか』を組み合わせた魔法だ。




　これを使えば、大勢のスライムの手を借りることなく、狭い範囲だけの魔物を殲滅せんめつできる訳だ。

　他にはどんな魔法が必要になるか想像できないので、手持ち以外の魔法が必要になれば、その場で作ることになるだろう。

　目的もなく適当に魔法を作っておけば、何かしら使えるかもしれないが……魔法を分析したり作ったりするのにも意外と魔力が必要になるので、手当たり次第にやるのは悪手っぽいし。




『ついたよー！』




『魔物、うごいてないねー』




　そんなことをしていると、頭の中にスライムの声が響いた。

　どうやら、スライムが魔物の集まっている場所の近くに到着したようだ。

　残りのスライムも、これからプラウド・ウルフに運ばれて配置につくことになるので、配置が完了するまでにはもうちょっと時間がかかるだろうが。




　しかし、あまり囲う範囲が広いと、１００匹でも穴が多くなるな……。

　……そうだ。今のうちに、仲間を増やしておくか。




『到着したスライムは、近くにスライムとか、仲間にできそうな魔物がいないかどうか探してくれ！』




『わかったー』




『あっちに、スライムいるよー』




　こうして、現地に到着したスライム達による、勧誘作戦が始まった。

　ドライアドの森にいたスライムだけでなく、スライム達は基本的にチョロいようで──。




『ごはんー？』




『守ってくれるのー？』




　すぐに、こんな感じでスライム達が集まってきた。

　しかし……テイムしないと、魔法を転送できないんだよな。




　何か、距離があってもテイムできるようなスキルは……。




　そう考えて、手持ちのテイマースキルを探ってみると『合体テイム』なるテイマースキルが見つかった。

　テイムした魔物と合体した魔物を、一緒にテイムするテイマースキルらしい。




　合体できる魔物なんてスライムしか知らないので、実質スライム専用のスキルだが……逆に言えば、スライムには使えるってことだ。




「合体テイム」




　俺がスキルを使うと、スライム達がどんどん合体して、テイムされていく。

　こうして包囲網が完成する頃には、スライムの数は５００匹近くになっていた。




　これで、気付かないうちに包囲網を抜けられるようなことは、まずないだろう。

　そう安心したところで──ドライアドの森にいるスライムから、連絡が入った。




『ゆーじー！　ゆーじー！』




『どうした？』




『ドライアドの森に、へんなやつが来たよー！　何か、呪われた魔石を持ってる！』




　……なるほど。

　今回の事件の、実行犯が登場という訳か。




『そいつのところまで行けるか？　できれば10匹くらいで、見つからないように隠れながら』




『森の中なら、私の力で運べるよ。見つからないようにっていうのも……自分の領域の中だったら、大丈夫』




　そう返事をしたのは、ドライアドだ。

　ドライアドは俺がテイムしている魔物ではないが、スライムを通せば通信ができる。




『よし、頼んだ。……魔法転送で一気に潰つぶすぞ。その後で、魔石を処理する』




『うん！』




『わかったー！』




　魔法転送を介してとはいえ、試験以外では初めての対人戦になるな。

　だが……手加減をする気はない。




『魔法転送──魔力投網とあみ！』




　この世界では、犯罪者は見つけ次第その場で処刑することが推奨すいしょうされている。

　地球ならば、そいつが本当に犯罪者であったのかどうかが問題になるが、この世界には例の噓うそを判別する魔道具があるため、真偽はすぐに分かるのだ。




　だが俺は……あえて、捕縛ほばくの魔法を使った。

　別に情けをかけたという訳ではない。

　今は情報が不足しすぎているので、情報を引き出せそうな人間は、できれば生かしておきたいという訳だ。




「何だ!?」




『魔法転送──火球！』

　捕獲ほかくに続いて俺は『火球』を使い、呪いの魔石を固定している棒を焼き切る。

　そして──




『解呪・極きわみ！』




　この前は、普通の解呪で中途半端に呪いを解いたから、魔物が出てきたのだ。

　上級の解呪魔法で一気に浄化してしまえば──




「なっ……」




　呪いの魔石を持ってきた男が見る前で、黒かった魔石は一瞬で真っ白になり、消滅した。

　やはり一気に解呪すれば、魔石の呪いは安全に無効化できるようだ。




　あとは、実行犯の男を街まで運んで、尋問じんもんなどにかけるだけなのだが……。




「くっ……この汚れた世界に救済を！」




　魔石が消えるのを見るや否いなや、実行犯の男はそう叫んで、自分の首にナイフを突き立てた。




「……は？」




　俺が呆気あっけにとられている間に、男は絶命ぜつめいした。




　……まさか、このタイミングで自害じがいとは。

　尋問にかけられることが分かってから自害なら分かるが、ここまで早いのは全く予想外だった。




　普通、網を抜けられるかどうかくらい試すと思うのだが……。

　もしかしたら、黒幕から精神操作でも受けているのかもしれない。




　いずれにしろ……この件はギルドに報告すべきだ。それも、一刻も早く。

　そう考えて、俺は急いで街へと走り始める。




　問題は、男が魔石を持ってきたこと自体ではない。

　魔物の群れを発生させた魔石以外にも、呪いの魔石が持ち込まれていたということだ。




　自害の様子からして、明らかに犯人はあの男だけではない。

　背後には恐らく、さらに大きい犯罪組織のようなものがついているのだろう。




　すると、一番大きい問題が浮上する。




　組織の目的は分からないが──実行犯が、さっき倒した男だけではない可能性があるのだ。

　実行犯が複数いるとすると、すでに他の場所にも、魔石が置かれていてもおかしくない。

　となると、今包囲している集団以外に、魔物が出てくる可能性が──




　そう考えたところで、スライムから連絡が来た。




『ゆーじー！　ゆーじー！』




『どうした？』




『うしろの方から、いっぱい魔物が出てきたよー！』




『まだ遠くだけど、すごいいっぱいいる！』




『むこうからも、出てきたよー！』




　……早速さっそく、予想が当たってしまったようだ。




　スライム達は、俺のテイマースキルや魔法によって索敵能力を強化されている。




　そのため、新たな魔物の発生にいち早く気付けたのだろう。

　周囲がそれだけ魔物だらけとなると、全てのスライムを１箇所に集めるのは難しそうだな。




『終焉しゅうえんの業火』とかを使えば、ある程度の数は倒せるだろうが、それは敵がもっと集まってからにしたい。

　今のままだと、討うち漏もらしが多くなってしまうからな。




　……ここは隠れて、身を守ってもらうか。




『プラウド・ウルフ！　回収できるだけスライムを回収して、街に戻ってきてくれ！　他のスライムは、隠れやすい場所を見つけて、姿を隠して待機！』




『わかったー！』




『絶対見つからないよー！』




　スライムやプラウド・ウルフが慌ただしく動き回る声を聞きながら、俺はギルドへと向かう。

　どうやら、ずいぶん危ない状況になってきたようだ。




「報告だ！　魔物が増えた！」




　街の中を駆け抜けた俺は、ギルドに飛び込むなり、そう叫ぶ。

　悠長にカウンターに行って応対を待っている暇ひまはないと判断したのだ。




　それが功を奏したのか、支部長がすぐに出てきた。

　そして支部長は、俺に聞く。




「それは……確かな情報か？」




「ああ」




「……推定される数は？」




　支部長の質問に、俺は一瞬考え込む。

　今もスライム達からの情報は入ってきているが、敵の全容が把握しきれない。




　しかし、ごく大雑把おおざっぱな推測なら可能だ。

　それでも、ないよりはマシだろう。




「俺も全体を把握しきれてはいないんだが、最低でも５０００から……下手すれば数万だな。俺の予想では、２万ってとこだ」




　それを聞いて、支部長は青ざめた。




「２万だと!?　この街どころか、周辺の街から全戦力をかき集めても、そんな数には対応できないぞ！　……魔物が向かう方向は分かるか？」




「今のところ、魔物は目立った動きを見せていないみたいだ。魔物の存在が確認できているのは……このあたりだな」




　そう言って俺は地図の、魔物がいる部分を指でなぞっていく。

　もはや範囲が広すぎて、包囲は不可能だろう。




「……今は、魔物がこの街に来ないことを祈るしかないか……。２万のうち１割でも来れば、この街は壊滅だ」




「２０００くらいであきらめるのは早いと思うぞ。魔法とかで対処すれば──」




「不可能だ。この街の冒険者は１００人もいない。いくら強い冒険者でも１人で倒せる魔物の数は20匹が限界だし、報告されている魔物のレベルを考えると、５匹でも怪しいところだ。平均では、１人あたり１匹も倒せれば上出来といったレベルだろう。２０００匹も相手にするなんて、とてもじゃないが不可能だ」




　……冒険者の力って、そんな感じなのか。

　まあ、ゲイル達のパーティーも、３人で５匹の魔物に押されていたからな。

　高レベルな冒険者なら別なのだろうが、この街にはそんなに強い冒険者はいないのだろう。




　かといって、俺の魔法で滅ぼすというのも厳しい。

　俺の魔力にも恐らく限界があるし、『終焉の業火』にも街を巻き込まずに魔物だけ全滅させるような効果はないからな。

　望みがあるとすれば……『魔法創造』くらいか。




「じゃあ、どうするんだ？」




「もしそうなったら、街の人々を引き連れて逃げる。……もちろん、闇雲やみくもに逃げたのでは魔物の餌食えじきになるだけだから、逃げる方向はしっかり考える必要があるがな」




「……街の人を全員なんて、逃がせるのか？」




「全員は無理だが、体力のある者に関しては生き残る確率を上げられる。少なくとも、その場に留まるよりはよほど生存率が高くなる。……魔物の数が５０００を超えると、それさえ不可能だがな」




　……つまり逃げる場合、体力のない奴らは見捨てるってことか……。

　それが一番マシな選択肢だとしても、できれば逃げるのは避けたいものだな。




「……情報、感謝する。いずれにしろ、今一番大切なのは魔物の動きの監視だ。早く魔物の動きを摑つかめれば、それだけ対策が立てやすくなる。よろしく頼むぞ」




「分かった。引き続き魔物を監視する」




　そうして──ちょうど相談が終わった頃。

　包囲網に残って隠れながら魔物を監視していたスライム達が、一斉に騒ぎ始めた。




『魔物が、動き始めたよー！』




『魔物が、街の方に行くよー！』




『こっちの魔物も、街の方に行く！』




　そして──騒ぎ始めたのは、魔物を包囲していたスライムだけではなかった。

　ドライアドのもとに残ったスライム達まで、一緒に騒ぎ始めたのだ。




『何か、森の魔物が騒いでるって！』




『変な魔物が、一斉に街の方に向かってるって！』




　どうやら、ドライアドの森の近くでも似たようなことが起きているらしい。

『感覚共有』で見る限り、ドライアドの森自体に異変がないのが、不幸中の幸いといったところか。




『それで魔物は、どの街に向かってるんだ？』




　恐らく、色々な街の名前が返ってくるだろう。

　その割合から、こっちに来る魔物の数は推測できるはずだ。




　できれば、倒せる程度の数であってほしい。

　そう祈りつつ、俺はスライム達に質問したのだが──返ってきた答えは、全て同じだった。




『『『『ゆーじがいる街！』』』』
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「……報告だ！　魔物が動いた！」




　スライム達の報告を受けてすぐ、俺おれは大声を張り上げた。

　その声を聞いて、支部長が飛び出してくる。




「どの街に何匹行った!?」




「俺が観測した範囲の魔物は、全てこの街に向かって動いてる！　魔物の数は……最低でも１万だ」




「……噓うそだろ？」




　それを聞いて、支部長が俺に尋たずねる。

　俺の発言を疑うというよりも、信じたくないといった感じに近い。




　そんな中──ギルドに、１人のギルド職員が駆け込んできた。




「大変です！　青と黄色の狼煙のろしが出ました！　しかも３箇所から！」




「……青い狼煙？」




　狼煙というと……煙を焚たいて遠くに連絡するというあれか。




　俺は狼煙の話など聞いていないが……狼煙の色に何か意味があるのだろうか。

　その疑問には支部長が答えてくれた。




「狼煙は、魔物が動いたのを見つけた時に使う連絡手段だ。色は魔物の動く方向と数を表している」




　なるほど、狼煙の色はそういう意味だったのか。

　スライムと遠隔通信できる俺には必要ないので、説明がされていなかったようだ。




「それで……青と黄色だと、どういう意味なんだ？」




「ユージが伝えたのと、ほぼ同じ内容だ。魔物はこの街へ向かっていて、その数は少なくとも合計で９０００。……３箇所からとなると、住民の避難も絶望的だな」




　そう言って支部長はギルドから出る。

　ギルドの外には、ギルドの招集に応じた冒険者達が集まっていた。




　その冒険者に向かって、支部長は声を張り上げる。




「冒険者に告ぐ！」




　支部長の声を、冒険者達は緊張の面持ちで見つめる。

　これから、作戦が発表されるのだろう。




　支部長の話だと、万単位の魔物が相手では、住民の避難は不可能らしい。

　それでも、何らかの作戦はあるだろう。




　そう考えていたのだが……支部長が言った作戦は、期待とはかけ離れたものだった。




「現在、万を超える魔物がこの街へ向かっている！　もはや防衛は不可能だ！　だからお前達は逃げろ！　冒険者の足ならば、逃げられる可能性はある！」




　街を見捨てての逃亡。

　全滅するよりは、たとえ数十人でも生き残らせようということだろう。




　被害を最小限に留めるという意味では、確かに合理的な判断だ。

　その判断を素早く下せるのは、さすが支部長と言えるかもしれない。




　だが……冒険者達は、誰だれも逃げようとしなかった。




「早く動け！　万単位の魔物への対抗手段がないことなど、お前達にも分かっているはずだ！　今は１人でも多く生き延びることが、何よりの魔物への対抗手段だ！」




　支部長がこう言っても、冒険者は動こうとしない。




「馬鹿ばかを言うな、街を捨てて逃げられるか！」




「住民を見捨てて逃げるために、俺は冒険者になったんじゃないぞ！」




「そうだそうだ！　確率が低くてもいい、俺達を生かす方法じゃなくて、街を守る方法を教えてくれ！」




　そんな声が、支部長へと浴びせられる。

　どうやら冒険者達には、街を捨てて逃げる気は全くないらしい。




　こんな状況で、俺だけ逃げる訳にはいかないな。




　確かに『終焉しゅうえんの業火ごうか』でも万単位の魔物を全滅させるのは難しいが……黙ってやられるくらいなら、試してみるのも悪くないか。

『魔法創造』を使えば、少しは成功率を上げられそうだしな。

　そう考えて、俺は冒険者達の方を見る。




「少しでも街を守れる可能性があれば、俺だってそうしている！　だが不可能だ！　万単位の魔物など、今の５倍の戦力があっても──」




　支部長は、なおも冒険者を説得して逃げさせようとする。

　その声を遮さえぎって、俺は声を上げた。




「１つ、考えがある！」




「……考え？　それは、街が助かる可能性があるって話か？」




「ああ。……ぶっつけ本番だから、実際のところはやってみないと分からないけどな」




「……どんな作戦だ？」




「これを使う」




　そう言って俺は、肩に乗っているスライム（ほとんどのスライムは魔物の監視に出してしまったため、数が減ってだいぶ小さくなっている）に、ドラゴンの頭蓋骨ずがいこつを取り出してもらう。

　この骨は、俺がこの世界に来たばかりの頃に倒したのを、スライムが保管しておいてくれたものだ。




　相変わらず、スライムの収納能力は謎なぞだが……せっかく保管しておいてくれたのだから、ありがたく使わせてもらおう。

　この見た目のインパクトは、説得に使えそうだしな。




「それ……もしかして、ドラゴンの骨か？」




「ああ。テイマー専用の、面白おもしろい魔法があってな。色々条件があるんだが……簡単に言うと、この骨を元にして、一度だけドラゴンの炎を再現できるんだ」




　もちろん、テイマースキルにそんな力はない。




　実際に使うのは『終焉の業火』と、これから『魔法創造』で自作する魔法だ。

　しかし……『自分が魔法で魔物を焼き払う』と言うよりは、こっちの方が信用してもらえるだろう。




　何しろ、普通のテイマーは、魔法を使えないらしいからな。

　そのテイマーが魔法を使っている以上、多少のデタラメを上乗せしても信じてもらえる余地がある。




「確かにドラゴンの炎なら、万単位の魔物を焼き払えてもおかしくないが……支部長、ユージが言ってることは本当か？」




「……分からん。だがユージのテイマーとしての力が、普通のテイマーとかけ離れているのは間違いない。何しろユージは……スライムばかりとはいえ、１００を超える魔物をテイムしている訳だからな」




「１００!?」




「ああ。……まず、スライムからあんな巨大な代物を取り出している時点で、普通のテイマーとは違うのは明らかだろう？」




　言って支部長は、俺が手に持っている竜の頭蓋骨を指した。

　それを見て、冒険者のうち半分くらいが、納得したようにうなずいた。




「……分かった。俺は何をすればいい？」




　最初にそう言ったのは、冒険者ゲイルだった。

　俺がこの世界に来たばかりの頃、スライムで援護射撃をして助けた冒険者だ。




「ゲイル、ユージの話を信じるのか？」




「ああ。この間、火を吐くスライムを見たからな。スライムが火を吐くなら、死んだドラゴンが炎を吹いてもおかしくないだろ？　……それに、他ほかに手がないなら、それに賭かけるしかない」




　そう言ってゲイルは、俺が手に持った竜の頭蓋骨を指す。




「それで、俺達は何をすればいい？　狼煙が見えてからの時間を考えると、あと10分もせずに魔物が来てもおかしくないぞ」




　……確かに、もう時間がなさそうだ。

　全員を説得するのはあきらめて、今手伝ってくれる冒険者と協力して戦うしかなさそうだな。




『プラウド・ウルフ。到着までにどのくらいかかる？』




『じ、15分くらいです！　……本当にこれ、見つからないんですよね？』




『周り、魔物だらけだよー』





『ぎゃーっ！　ふまれるー！』






　今、プラウド・ウルフがスライムを運んでくれている。

　プラウド・ウルフとスライムには遠隔で隠蔽いんぺい魔法をかけたため、見つかることはないだろうが……やはり、少し時間がかかるようだ。




『見つかる心配はない。できるだけ急いでくれ』




　このスライムが到着次第、街の周囲に結界を張って、魔物を殲滅せんめつすることになる。

　つまり、そのために必要なのは──時間稼ぎと、殲滅に適した魔法の制作だ。




「あと15分、時間を稼いでくれ！　その間に俺は、魔法の準備をする！」




「「「「「了解した！」」」」」




　その場にいた冒険者のほとんどがそう答え、街の門へと走っていった。




「私達は、薬の用意を！」




「おう！　出し惜しみせずどんどん使え！　ユージのおかげで、消費しきれないほど作れたからな！」




　支部長の指示とともに、ギルド職員達が大量の回復薬を街の門へと運んでいく。

　どうやら、昨日採取したドライアの花はしっかり役に立っているようだ。




　それから少しして、街のあちこちから戦闘音が聞こえ始める。

　いよいよ、決戦開始だ。




　俺もスライム達が到着するまでに、できるだけ強力な魔法を完成させないとな。




「……魔法創造」




　今から作る魔法に必要な条件は、２つ。

　１つは、街の周囲に現れた魔物を、全て倒しきること。

　もう１つは、それだけの威力の魔法から、街を守りきること。




　──言うのは簡単だが、実際にやろうとすると、かなり難しい。

　しかし、悠長に迷っている暇ひまはないので、この場で思いついた方法に賭けるしかないだろう。




　魔力消費の大きさを考えると『終焉の業火』の威力をこれ以上上げるのは難しい。

　限られた威力の魔法で、できるだけ多くの敵を倒せるようにするほかないだろう。

　となると、やはり攻撃範囲を絞るのが得策か。




『なあ、敵の中に、空を飛ぶ魔物はいるか？』




　俺はスライム達に、そう聞いてみる。

　すると、答えがすぐに返ってきた。




『『『いないよー』』』




　敵は空を飛ばないのか。

　となると、攻撃範囲を地上に絞り込めば、効率的に倒せそうだな。

　街の周囲を囲む結界の他に、天井てんじょう代わりになる結界を張ればいいだろう。




　……ここまで考えたところで俺は、いい案を思いついた。

　今まで俺が使っていた結界は、魔法を受け止めるタイプだ。

　魔法を受け止める代わりに、反射するようにすれば、結界へのダメージを少なくしつつ、効率よく魔法の威力を集中させられるんじゃないだろうか。




　手持ちの魔法に、魔法を反射するようなものはなかったので、自作するしかないが……幸い、材料は手元に揃そろっている。

『対魔法結界』と、『魔法転送』だ。




　試しに俺は、『対魔法結界』の中で、それっぽい部分を『魔法転送』の術式に書き換えてみる。

　名付けて……。




「魔法反射結界」




　俺がそう詠唱えいしょうすると、俺の目の前に結界が現れた。

　見た目は『魔法反射結界』と変わらないが……試してみるか。




「火球かきゅう」




　俺は試しに『火球』を放ってみた。

　すると、火球が結界へと飛んでいき──結界に当たる寸前で、消滅した。




『わーっ！』




『何か、魔法が飛んでいったよー！』




『ゆーじ、魔法転送したー？』




　それから間もなく、スライム達が騒ぎ始める。

　どうやら魔法は、反射されずにスライム達の方へと飛んで行ってしまったようだ。




　恐らく、魔法の転送先がスライムになっているのだろう。




『あー。ちょっと実験するから、まだ飛んでいくかもしれない』




　俺はそう言って、魔法の転送先を変えられないか、術式を１行ずつ消したり足したりしてみる。

　しかし、魔法の術式はそこまで単純な仕組みになっていないようで、なかなかうまくいかない。




　だが……よく考えてみると、これでいい気がするぞ。




　別に、無理に反射させる必要はないのだ。

　結界の中から出ようとする魔法が、そのまま結界の中に戻ってくれればそれでいい。

　スライム達を結界のすぐ外に配置しておけば、スライムの前に魔法が転送されるだけで目的は達成できる。




　問題は、どのスライムに飛んでいくかだが……。




『なあ、さっき魔法が飛んでいったのって、どのスライムだ？』




『僕だよ！』




『僕って言われても分からんぞ』




　そもそも俺は、スライムの見分けなんてつかないからな。

　というか、見分ける手段なんてあるのだろうか。




『えっと……プラウド・ウルフにのってるスライム！』




『分かった！　教えてくれてありがとうな』




　どうやら転送先は、今こちらに向かっているスライムのうちの１匹に設定されているようだ。

　つまり、到着したスライムの手を借りて結界を張るついでに、スライムにその場に留まってもらえばいいという訳だ。




　ついでに、スライムのうちの１匹には、さっきの竜の頭蓋骨でもかぶってもらうか。




「西門の戦況がよくない！　援軍を送ってくれ！」




　そこまで考えたところで、ギルド職員がそう叫さけびながら走っていくのが見えた。




『……プラウド・ウルフ。到着にはあとどのくらいかかる？』




『えっと……あと８分ってとこです！』




『分かった。俺も時間稼ぎに参加してくる』




　そう言って俺は、西門へと走り出した。

　稼ぐ必要のある時間はそう長くないが、何しろ敵の数が多い。




　だが──あと８分、必ず耐えきる。




「……ひどいな」




　ギルド職員が言った通り、西門の戦況は悪かった。

　門の内側では負傷した沢山たくさんの冒険者がギルド職員の手当てを受けており、街の外からは戦闘音が聞こえ続けている。

　今でさえ劣勢れっせいなのだから、これ以上怪我けが人が出て冒険者の戦力が落ちれば、一気に押し切られるかもしれない。




　──しかし、ひるんでいる暇はない。

　俺は早速さっそく、援護に入ることにする。




『……スライム、塀の上に乗ってくれ！』




『わかったー！』




『ボクたち、見てるだけでいいの？』




『ああ。塀の上に留まっていてくれ！　魔法はこっちで送り込む』




　俺は、まずスライムを放り投げ、近くの塀の上に乗せた。

　こうすれば、戦場を幅広く見渡すことができる。




　俺はスライムのおかげで色々なところに攻撃できるので、１つの場所に集中するよりも、危なそうなところのフォローに回った方がいいと考えたのだ。




　こうして『感覚共有』で戦況を見ながら『魔法転送』で援護する。

　これが、最も効果的な援護の方法だろう。




「魔法転送──火球！」




　俺は全てのスライムが塀に登ったのを確認すると、攻撃を受けそうになっていた冒険者の近くにいた魔物に、『魔法転送』で『火球』を撃ち込む。

　すると狙ねらい通り、魔物は一撃で黒焦くろこげになった。




「助かった！　……って、ユージのスライム？」




　助けられた冒険者が、後ろを振り向き……スライムを見て目を丸くする。

　そうしている間に、今度は他の冒険者が危ない状況になっていたので、俺は同じスライムにもう一度魔法を転送する。




「本当にスライムが火を……ユージのスライムって、そんなこともできたのか！」




「もしかして、ゲイルさんの言ってた火を吐くスライムって……」




　そして、俺がスライムを使ってゲイルを助けたことがバレかけていた。

　悪いことをした訳ではないので、バレても別に問題はないのだが。




「おお！　スライム、強いぞ！」




「しかも、危ない場面を狙ってカバーしてくれてる感じだ！」




「今だ！　反撃に移れ！」




　危険な状況をスライムが援護すると、冒険者達は今までより攻撃に集中できる。

　こうして戦況は、魔物を押し返すとまではいかないが、魔物と拮抗きっこうするくらいになった。




　そうしている間に……。




「悪い、待たせたな！」




「ミスった分、ここから取り返すぜ！」




　怪我をして治療を受けていた冒険者達が、戦線へと戻ってきた。

　ドライアの花から作った薬の即効性は、伊達だてではないようだ。




　こうして戦力も補充され、一度は崩れかけていた戦況も、徐々じょじょに立ち直ってきた。

　そんな状況の中──プラウド・ウルフから連絡が入った。




『ユージさん！　あと１分くらいで到着するッス！』




『街、見えてきたよー！』




『ボクたちのこと、攻撃しないでねー！』




　……どうやら、時間稼ぎはそろそろ終わりでよさそうだ。

　プラウド・ウルフが街に到着してから、スライムの配置に２分くらいかかるとして……。




「今から３分後に、魔法を発動する！　その時には、門の中に入ってくれ！」




「了解した！」




「分かった！」




　俺の言葉に、冒険者達が次々に返事をする。




「他の門に伝えてきます！」




　ギルド職員は、他の場所で戦っている冒険者達に退避たいひのタイミングを伝えてくれるようだ。




　さあ、いよいよ『終焉の業火』と、新魔法の出番だな。




『到着したら、全員街の外壁に登って、街の外側を向いてくれ！　スライム同士の間隔は、できるだけ等間隔で頼む！』




　俺は到着するスライム達に、そう指示を伝える。

　街を囲むほど大きい結界を展開するのは、もちろん初めてだ。




『わかったー！』




　これもぶっつけ本番になるが……今回はスライムの数が多いので、何とかなるだろう。




　──こうして俺がスライムと連絡を取り、攻撃の準備をする中、冒険者達は街を守るために戦っていた。




「お前ら！　あと３分、何としても持ちこたえるぞ！」




「おう！」




　そう言って冒険者達は、街へと押し寄せる魔物を食い止める。

　押し寄せる魔物の密度も、時間とともに上がってきているが……持ちこたえてくれているようだ。




　──そうして、およそ３分後。




『準備おーけー！！』




『いつでもいけるよー！』




『よし！　プラウド・ウルフも街の中へ入ってくれ！』




『分かりました！』




　そう言ってプラウド・ウルフは、俺のかけた隠蔽魔法で冒険者の目から隠れながら、街へと逃げ込んだ。

　ほぼ同時にギルド職員から指示が出され、冒険者達も街の内側に退避する。

　これでもう、外壁の外にいるのは敵の魔物だけだ。




「魔法転送──魔法転送結界！」




　俺はまず、結界で街の周囲を囲う。

　同時に、魔法の威力が空中に分散してしまわないように、スライム達が乗っている外壁と同じ高さにも魔法転送結界を設置する。




「……終焉の業火！」




　俺が詠唱すると、街の周囲に張り巡らされた結界が、全て同時に赤く染まった。

　それから一瞬遅れて、爆発的な炎が生み出した轟音ごうおんが聞こえる。




「すげえ！」




「これが、ドラゴンの炎か……」




「この炎を受け止められる結界って、どうなってるんだ……？」




　そんな声を上げながら、冒険者達が結界を見つめる。




　それから少しして、スライムの視界の炎が少し晴れ、あたりの様子が分かるようになってきた。




　前に『極滅きょくめつの業火』を使ったときと同じく、地面は赤熱し、街の近くにいた魔物は残らず灰になっている。

　だが……。




『遠くに、まだ魔物がいる！』




『しんでない魔物も、ちょっと残ってる！』




　どうやら、到着の遅かった魔物と、街から少し離れた場所にいた魔物が生き残ってしまったようだ。

　魔物も大集団の上に、元々は複数の群れだからな。先頭と最後尾では、到着時間にかなりの差があったのだろう。




　しかも、ちょうどギリギリ生き残るような位置に魔物の大きい群れがあったらしく、ものすごい数の魔物が生き残っているのが見える。

　戦況的に、魔物が完全に集まるのを待つ時間はなかったとはいえ……タイミングの悪いことだ。




　そして残った魔物は、まっすぐこちらへ向かってくる。

　まだ地面は赤熱しているが……それでも魔物の戦意は削そげないようだ。




　さっきの魔法で倒せた数は、およそ６割。

　悪い成果ではないが、全滅には程遠い。




　このままだと、地面が冷えたタイミングで突っ込まれ、そのまま押し切られる。

　冒険者が力を合わせれば、短い間は守れるかもしれないが……戦闘が長引くと、街の外壁がもたない。




　対策を考える必要があるが……まずはステータスの確認からだな。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇やみ魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　５２４／７０２

　ＭＰ　マイナス２０４２０１／１８２０

　状態異常：魔力過剰使用






　……どうやら、ＨＰはまだ半分以上残っているようだ。

　前に使った時には、ＨＰのほとんどを使ってしまったが……今までに魔物と戦ったりしたおかげで、ＨＰ上限が上がっていたのが救いだったな。

　ＨＰが削れているだけあって、頭痛や体の痛みは感じるが、動けないというほどではない。




　──これなら、賭けに出ることはできそうだ。




『……もう１発行くぞ！』




　俺はそう、スライム達に宣言した。




『もういっかいー？』




『ゆーじ、大丈夫なのー？』




　俺の宣言を聞いて、スライム達が心配してくれる。

　だが、今はもう一度『終焉の業火』を撃つのが、一番勝てる確率が高いはずだ。




　街を見捨てて逃げるというのなら、話はまた違ってくるのだが……俺にそのつもりはないからな。




『俺は大丈夫だ。……でも魔法や援護は止まるかもしれないから、『終焉の業火』の影響が収まったら外壁から離れて、俺の近くに集まってきてくれ』




『はーい！』




　本当に大丈夫かどうかは、やってみないと分からない。

　一応ＨＰは半分以上残っているが、ＭＰがある状態から魔法を使うより、ＭＰがない状態から魔法を使った方がダメージは大きそうだし。




　しかし、迷っている暇はない。

　残った魔物はすでに街の周囲に集まっているし、これ以上待っても周囲の温度が下がって、２発目の威力が落ちるだけだ。




『じゃあ、行くぞ！』




　そう俺は宣言して、スライム達の返事を待たずに詠唱した。




「……終焉の業火！」




　詠唱が終わると同時に、ＨＰが一気に抜ける感触があり、意識が遠くなる。

　そして戦果を確認する暇もなく、俺は意識を失った。




　◇




『ゆーじ、だいじょうぶー？』




『生きてるみたいだけど……おきないねー』




　スライム達の声が聞こえる。

　なぜ俺は、生死の心配をされて──
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　そこまで考えて、俺は状況を思い出した。

　そして、起き上がりながらスライム達に聞く。




『俺はどのくらい寝てた？　街はどうなった？』




　どうやら、俺は気絶していたようだ。

　一応生きているか心配になったので、ステータスを確認してみるが……。






　ユージ




　職業：テイマー　賢者

　スキル：テイミング　光魔法　闇魔法　火魔法　水魔法　土魔法　雷魔法　風魔法　時空魔法　特殊魔法　大魔法　使役魔法　付与魔法　加工魔法　超級戦闘術

　属性：なし

　ＨＰ　53／７０２

　ＭＰ　マイナス４２１２６１／１８２０

　状態異常：魔力過剰使用






　うん。ギリギリ生きてるみたいだな。

　頭は痛いし、倒れ込む時に打ったのか、体のあちこちも痛いが。




『えっと……ゆーじが寝てたのは、５分くらい！』




『向こうにもスライムいるから、見てみて！』




　どうやら、あまり長い時間気絶していたという訳ではないようだ。




　そんなことを考えながら、俺は『感覚共有』を再起動する。

『感覚共有』が魔力を使わないのが、今はありがたい。




　そうして、目に映った光景は──残り数十匹まで減った魔物と、残った魔物を倒していく冒険者の姿だった。

　街の周辺は完全に焼け野原になっているが、街自体はまったく無傷だ。




　この戦況なら、俺が手を出す必要もなさそうだな。

　そんなことを考えながら見守っているうちに、魔物は全滅した。




　魔物が全滅してから少しの間、冒険者たちは討うち漏もらしの魔物がいないか確認していたようだが、それもすぐに終わった（『終焉の業火』のせいで周囲の地形はとても平坦へいたんになっていたため、見通しがよかったようだ）。

　確認を終えると、冒険者たちは少数の見張りを残して、一斉に街に引き返し……あたりを見回し始める。




　どうやら、何かを探しているようだ。

　そうして戻ってきた冒険者の１人と、俺の目が合った。




　次の瞬間、冒険者が叫ぶ。




「ユージがいたぞ！　無事だ！」




　……探してた相手って、俺かよ。
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「ユージとスライム、それとドラゴンの頭蓋骨ずがいこつに、乾杯！」




「乾杯！」




　街の酒場に、乾杯の声が響き渡る。

　周囲の安全が確保された後、大発生した魔物の討伐とうばつ成功を祝って、宴会が開かれたのだ。




「まさか、本当に全滅させちまうとはな……」




「ドラゴンの炎を再現なんて言い始めた時には、頭でもおかしくなったかと思ったが……マジでやっちまったからな……」




「まあ、例の骨があったからな」




　俺おれは冒険者達と話しながら、少し緊張していた。

　魔法を２回使ったのが、バレていなければいいのだが。




「そういえば例のドラゴンの炎、いったん消えかけてから、一気に強くなったように見えたんだが……ドラゴンの炎って、そういうもんなのか？」




　……などと考えていたら、早速さっそくその話題が出てしまった。

　だが冒険者は、これがドラゴンの炎の特性だと勘違いしてくれているようだ。




　実際には『終焉の業火ごうか』を２回使っただけなのだが……この誤解は活用できそうだ。

　ドラゴンの種類まで指定すると、墓穴ぼけつを掘ってしまうから、うまくごまかせるように……。




「多分そうなんじゃないか？　この頭蓋骨は山で拾ったやつだから、生前のドラゴンが炎を吹くところは見てないけどな」




「ああ、そりゃそうか。まさかドラゴンを倒して頭蓋骨を奪った訳じゃないだろうし、元のドラゴンなんて知らないよな！」




　どうやら、ごまかせたようだ。

　ドラゴンの頭蓋骨を入手した経緯けいいに関しては、その『まさか』なのだが。




『おいしいー！』




『こっちも、おいしいよー！』




　そんな俺を尻目しりめに、スライム達も宴会を楽しんでいるようだ。

　スライム達は冒険者にも人気のようで、みんなから食べ物をもらっていた。

　動物とかが人間の食べ物を食べると、塩分が多すぎて体調を崩すとかいう話を聞いたことがあるが……スライムには関係なさそうだな。




　◇




「ユージ、ちょっといいか？」




　宴がしばらく続き、俺の周囲から人がいなくなったタイミングで、支部長がそう話しかけてきた。




「何だ？」




「例の石の件だ。ここでは話せないから、奥に来てほしい」




　例の石というと……呪のろいの魔石か。

　声のトーンを聞く限り、けっこう深刻な話のようだ。




「分かった」




　そう言って俺は魔法を使って姿を隠しながら部屋を出ると、支部長に案内されてギルドの一室へと入った。

　支部長は、部屋に鍵かぎをかけると……こう切り出す。




「倒した魔物の残骸ざんがいを、ギルドの方で調査してみたんだが……今日の魔物を生み出した魔石は……恐らく人工物だ。魔物の量からして、やはり単独犯ではないな」




　支部長はそう言って、机の上を指す。

　そこには、白くなった魔石の破片があった。




　過去に国を滅ほろぼしたという魔石ほどは効果が強くなかったり、魔石を運んでいたのが怪しげな人間だったから、もしかしてとは思っていたのだが……本当に、魔石自体も人間が作っていたのか。

　どんな組織だかは分からないが……こんなものをバラ撒まいている以上、ロクな組織ではないのは確かだな。




　しかも、かなりの力を持った組織のはずだ。

　この街はもちろん、周囲の街もまとめて滅ぼせるほどの魔物を、同時多発的に発生させているのだから。




「……ユージ、これを作った組織に、心当たりはあるか？」




　俺は、この世界の犯罪組織についての知識など全くない。

　だが……参考になりそうな情報ならある。




「魔物の対応に手いっぱいで、報告が後回しになってたんだが……少し前に、呪いの魔石を運んでいる奴やつを捕まえたんだ」




「捕まえて……まさか、この街にも呪いの魔石を持ち込もうって奴がいたのか!?」




「いや、直接そいつを捕まえたのは、遠くにいたスライムだ」




　そう言って俺は、肩に乗っているスライムを指す。

　まあ、魔物を倒したのはこいつとは違うスライムなのだが。




「スライムが、人間を捕獲ほかく……？　いや、それは今置いておこう。捕まえたということは、尋問じんもんできるのか？」




「いや、生きて捕縛ほばくしたまではよかったんだが、その直後に自害じがいされてしまってな」




「自害……尋問にかけている途中ならまだしも、捕縛された直後でとなると異常だな。よほどその組織への忠誠心が高いのか、何か細工さいくでも受けているのか……大国でさえ、そこまでの練度の兵はかなり少ないはずだ」




　やはり、支部長もそういう意見か。

　実行犯から得られた情報が少なすぎて、期待はできないが……一応、あいつが自害する時に言っていた言葉についても聞いておくか。




「『この汚れた世界に救済を！』って……何のことか分かるか？」




　俺はあまり期待せずに、支部長に聞いた。

　だが──俺の言葉を聞いた途端、支部長は血相けっそうを変えた。




「ユージ……まさか、実行犯がそう言っていたのか？」




「ああ。心当たりがあるのか？」




「心当たりはある。だが……そんなはずはない」




　どうやら今の言葉には、何か重大な意味があったようだ。

　しかし、俺には事情が分からない。




「……今の言葉に、何か特別な意味があるのか？」




「今から40年ほど前に滅んだ『救済の蒼月そうげつ』という犯罪組織……というか宗教の連中が、死ぬ時に同じことを言っていたんだ」




　なるほど。

　過去に滅んだ宗教か。




　でも、それだけにしては、支部長の反応が大きすぎた気がする。




「『救済の蒼月』って、巨大な犯罪組織だったのか？」




「いや、当時の構成員は20人程度だ。……その20人を殲滅せんめつするためだけに、５００人以上の犠牲ぎせいが出たがな。あいつらは異常だ」




　20人を倒すのに、５００人。

　犯罪組織の討伐隊になるくらいだから、恐らく戦闘に参加したのは一般人などではなく、ある程度強い騎士や冒険者だろう。にもかかわらず、５００人も命を落としたのか。




「そんなに強いのか？」




「強い。魔法技術では、今の王国を上回っていたはずだ。それにあいつらは、自分や味方の命を一切いっさい顧みない。平気で自殺的な魔法なんかを仕掛けてきやがる。……それがなければ、被害は半分で済んだだろうな」




　……恐ろしいな。

　魔法技術とやらも、もしかしたら人体実験とかを行って得たのかもしれない。

　だが……。




「『救済の蒼月』って、もう滅びたんだよな？」




「そのはずだ。……だが呪いの魔石を作れる可能性のある組織なんて、大国を除けば『救済の蒼月』くらいしかない。それに加えて自害の時の言葉……『救済の蒼月』が生き残っている可能性は否定できない」




　そう言って支部長は、考え込む。




「でも、40年前に滅んだ組織が残ってる可能性があるのか？」




「普通はない。だが『救済の蒼月』の滅び方は明らかに不自然だった。元々がおかしな組織だから、今までは気にしていなかったんだが……呪いの魔石を作るために、派手な滅びを演出して地下へ潜伏せんぷくしたと考えれば説明はつく。召喚しょうかん魔法も生産魔法も、奴らの得意とする魔法だからな」




　召喚魔法か……。

　確かに、欠けた魔石から魔物が召喚されるという意味では、あの魔石は召喚魔法の一種とも言える。




　──そして俺もまた、この異世界に召喚された訳だ。

　召喚されたということは──俺を召喚した者が、この世界にいるということになる。




　俺の召喚と、呪いの魔石。

　偶然にしては、タイミングが合いすぎている。

　もしかすると──この２つの件には、何かの関係があるのかもしれない。




　……なんだか、ずいぶんと物騒なところへ来てしまったようだ。

　スライムに会った頃は、平和な世界だと思っていたのだが。
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『ゆーじー、ゆーじー！』




『たいへんだよー！　たすけてー！』




　ある朝。

　宿で寝ていた俺おれは、スライム達の声で起こされた。

　どうやら、緊急事態らしい。




『……どうした？』




　スライム達は朝、時々森に行って葉っぱなどを食べている。

　俺を起こしたのは、森に行っているスライムのようだ。




　だが、『感覚共有』で確認しても、大変そうな様子は特に見当たらない。

　スライムのうち数匹の視界には魔物が映っているが、特に襲われそうな位置とかじゃないし。

　何かあったのだろうか。




『魔物だよー！　魔物が出たよー！』




　どうやら、スライムが騒いでいるのは魔物が理由らしい。

　しかし、襲われている様子はないんだよな……。




『その位置なら、普通に離れれば襲われずに済むんじゃないか？』




『でも、葉っぱがー！』




　そう言ってスライムが、手（？）を伸ばして魔物の方を指す。

　どうやら魔物が現れた場所にある葉っぱが気になっているようだ。




『他ほかの場所の葉っぱを食べればいいんじゃないか？』




『あそこの葉っぱ、おいしいんだよー！』




『このままだと、魔物にとられちゃう……』




　スライムがしょんぼりしてしまった。

　たかが葉っぱのために魔力を使うのは馬鹿馬鹿しい気がするが……スライム達にとっては、重大な事件のようだ。

　……仕方がないか。




『……分かった。倒すか』




『やったー！　ありがとー！』




　幸い、敵の魔物は別に強くなさそうだ。

　俺が現地まで出向かなくても、スライム達に魔法を転送すればそれでいいだろう。




『戦術は、そうだな……』




　魔物は強くなさそうだが、数はそれなりに多いようだ。

　ただ全滅させるだけなら適当に爆発魔法でも撃ち込んで吹き飛ばせばよさそうだが、それだと地面に生えている葉っぱを巻き込んでしまう。




　ここは、周囲を巻き込まない単体魔法で、ちまちま倒した方がよさそうだな。

　となると広範囲を見渡しやすいように、スライムを高いところに配置するべきか。




　……どうして俺は、こんな面倒なことをしているのだろう。

　そんなことを考えながら、俺はスライムに指示を出す。




『上から魔法を撃つから、適当な木に登ってくれ！』




『わかったー！』




　俺の言葉を聞いて、スライム達が木に登り始める。

　その動きは、普段より俊敏しゅんびんなように見える。

　どうやら、ずいぶんと気合いが入っているようだ。




『のぼったよー！』




『分かった。魔法を選ぶからちょっと待っててくれ』




　俺は魔物の様子を見ながら、手持ちの魔法から使い勝手がよさそうなものを選ぶ。

『火球かきゅう』などを使って葉っぱを燃やしてしまうと、スライムに怒られそうだからな。




　すると『石弾せきだん』という魔法が見つかった。

　どうやら、石を敵にぶつける魔法のようだ。




　殺傷さっしょう力は疑問だが、これなら狙ねらいを外さない限り、葉っぱを巻き込むこともないだろう。




『魔法転送──石弾！』




　俺が魔法を使ってみると、転送対象のスライムから高速の石弾が発射され、魔物へと突き刺さった。

　体の中心を射貫いぬかれた魔物は、間もなく絶命ぜつめいする。




『石弾』とはいうものの、石というよりはむしろ銃弾に近い印象だ。

『火球』より魔力消費が多いようだが、これはこれで使いやすいかもしれない。




　そんなことを考えながら、俺は同じ魔法を連続で転送し、次々と魔物を倒していく。

　そうして、10分ほどで周囲にいた魔物は全滅した。




『わーい！』




『葉っぱだー！』




　魔物がいなくなったのを見て、スライム達が喜びの声を上げながら葉っぱの元へと向かう。




『おいしいー！』




『ゆーじー、ありがとー！』




　その表情は、とても幸せそうだ。

　……これだけ喜んでもらえるなら、討伐とうばつしたかいがあったかもしれない。




　◇




　それから数十分後。

　スライム達の食事が終わった頃を見計らって、俺はスライム達を呼び戻した。




『そろそろギルドに行くから、みんな戻ってきてくれ』




『はーい！』




　それから少し経たち、宿へと戻ってきたスライム達は、なぜか葉っぱを持っていた。

　まさか、弁当にでもする気なのだろうか。




　……等と考えている俺に、スライムは葉っぱを差し出した。




『ゆーじー、あげるー！』




「……えーと、食えってことか？」




『うん！』




「その葉っぱは人間の食べ物じゃないと思うんだが……」




　そう言って俺は、スライムに差し出された葉っぱを見る。

　毒はないようだが、こんな葉っぱが売られているのを見た覚えはないし、恐らく食用ではないだろう。




『えー、おいしいよー？』




『たべてみてよー！』




　だが、スライム達はよほど俺にこの葉っぱを食べさせたいようだ。

　そこまで言われると、一口も食べないのは悪いような気がする。

　仕方がない、食べてみるか。




「……分かった」




『『『わーい！』』』




　スライム達の前で俺は、名前も知らない葉っぱの端を恐る恐るかじってみる。

　……すると口の中に、みずみずしい香りと、優しい塩味が広がった。




「……あれ？　美味うまいぞ」




　ただの葉っぱに、このような味がついているものなのか。

　これは、かなりの大発見な気がする。




『でしょー？』




『これ、いっぱいあるよー！』




　驚く俺の前で、スライムが誇ほこらしげな顔をしている。




　確かに、それだけの価値はある発見だ。

　この葉っぱを集めて売るとかすれば、かなりの金になるかもしれない。

　だが……




『おいしいー！』




『こんど、ゆーじも採りに行こうよー！』




　俺は葉っぱを食べながら、スライム達を見る。




　これが美味いことが知れ渡ってしまうと、スライム達が食べる分がなくなってしまうかもしれない。

　そうなると、可哀想かわいそうだな。

　……この葉っぱのことは、秘密にしておくか。
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